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京都大学総長と
首都圏進学校校長
座談会

大
学
と
高
校
の

対
話
を
続
け
よ
う

Ver.Ⅱ　第2回（通算8回）

大学と高等学校の教育改革に大学入試改革を加えた
三位一体改革についての議論が深まる中、恒例とも
なった京都大学総長と首都圏進学校校長による座談
会が、9月1４日、この春東京丸の内に移転した京都大
学東京オフィスで行われた。総長として3年目を迎えら
れる第26代総長山極壽一先生は、都立高校ご出身。
本格的な高大接続の機運が高まる中での、高等学校の
トップとの対話にご注目ください。

P r o f i l e

1975年3月 京都大学理学部卒業
1977年3月 京都大学大学院理学研究科修士課程修了
1980年3月 京都大学大学院理学研究科博士後期課程研究指導認定
1980年5月 京都大学大学院理学研究科博士後期課程退学
1980年6月1日 日本学術振興会奨励研究員
1982年4月1日 京都大学研修員
1983年1月16日 財団法人日本モンキーセンターリサーチフェロー
1988年7月1日 京都大学霊長類研究所助手
1998年1月1日 京都大学大学院理学研究科助教授
2002年7月16日 京都大学大学院理学研究科教授
2009年4月1日 京都大学教育研究評議会評議員（2011年3月31日まで）
2011年4月1日 京都大学大学院理学研究科長・理学部長（2013年3月31日まで）
2012年4月1日 京都大学経営協議会委員（2013年3月31日まで）
2014年10月1日 から現職
東京都立国立高等学校出身

京都大学総長

山極　壽一 先生 

　大学トップからのメッセージ 特別編

よ
り
よ
い
バ
ト
ン
の
受
け
渡
し
の
た
め
に
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進路のヒント①
ススメ !理系Ⅰ
「グローバルサイエンスキャンパス（ＧＳＣ）」
平成２８年度第3回全国受講生研究発表会

どうして数学を学ぶの！連載第５０回

変わる!学部　立命館大学情報理工学部

ディープラーニングと植物医科学の融合
法政大学生命科学部応用植物科学科

日本発の、シンプルで使いやすい
電動義手を製品化
大阪工業大学工学部ロボット工学科

（2017年4月からはロボティクス＆デザイン工学部システムデ
ザイン工学科に）

進路のヒント②

大学独自の奨学金制度
特別企画「教員採用試験調査」を実施

教育の明星大学

2020 へ向けて
京都大学特色入試合格者に聞く②
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宮
本
久
也 

校
長
先
生 

（
東
京
都
立
西
高
等
学
校
）

杉
山
剛
士 

校
長
先
生 

（
埼
玉
県
立
浦
和
高
等
学
校
）

髙
田
直
芳 

校
長
先
生 

（
埼
玉
県
立
浦
和
第
一
女
子
高
等
学
校
）

鈴
木
政
男 
校
長
先
生 

（
千
葉
県
立
千
葉
高
等
学
校
）

百
瀬
明
宏 

校
長
先
生 

（
千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
）

と
て
も
大
事
だ
し
、
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
養

う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
の
４
月

か
ら
始
め
た
「
京
大
お
も

ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」（
京
都
大

学
体
験
型
海
外
渡
航
支
援

制
度
―
―
鼎
会
プ
ロ
グ
ラ

ム
）。
主
に
夏
休
み
を
使
っ

た
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
予

め
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
か
ら

選
ぶ
の
で
は
な
く
、
企
画

立
案
か
ら
海
外
と
の
交
渉

や
ビ
ザ
の
取
得
ま
で
す
べ

て
自
分
で
こ
な
す
。
企
画

書
を
提
出
し
認
め
ら
れ
れ

ば
、鼎
会
（
O
B
財
界
ト
ッ

プ
に
よ
る
総
長
支
援
団
体
）

か
ら
一
人
上
限
30
万
円
で

奨
学
金
が
支
給
さ
れ
る
。

今
年
は
百
数
十
名
の
応
募

者
の
中
か
ら
30
名
が
選
ば

れ
た
。

　

こ
う
し
た
企
画
の
背

景
に
あ
る
の
は
、
昨
年

W
I
N
D
O
W
構
想
と
し

て
お
話
し
し
た
が
、
大
学
は

た
だ
知
識
を
与
え
る
場
所

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
考
え
方
だ
。
学
生
に
と
っ

て
、
今
や
大
学
と
は
知
識

を
得
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

知
識
は
ど
こ
で
も
得
ら
れ

る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
大

学
に
勝
る
、
と
彼
ら
は
思
っ

て
い
る
。だ
か
ら
考
え
る
力
、

自
分
と
い
う
も
の
を
検
証

す
る
力
、
自
己
決
定
の
で

き
る
力
、と
り
わ
け
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
き
た

私
の
経
験
か
ら
は
危
機
管

理
能
力
を
養
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
大
学
の
窓
か
ら
外
の

世
界
へ
飛
び
出
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
だ
。

　

今
年
度
の
入
学
者
選
抜

か
ら
始
め
た
特
色
入
試
に

つ
い
て
は
、
定
員
1
0
8

名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ

ろ
、
出
願
者
は
8
1
6
名
、

合
格
者
は
82
名
、
入
学

者
は
81
名
だ
っ
た
。
工
学

　

学
生
主
役
の
取
組
と
い

う
こ
と
で
、
2
0
1
5
年

12
月
か
ら
始
め
た
の
が
、

「
京
大
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン

テ
ス
ト
」（
S
P
E
C
）。

個
人
・
グ
ル
ー
プ
を
問
わ

ず
お
も
ろ
い
企
画
を
立
て
、

提
案
し
て
も
ら
う
。
学
術

だ
け
で
な
く
、文
化
、芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
幅
広
い
活
動
が
対
象

で
、
そ
の
計
画
を
教
員
で

審
査
し
、
優
秀
な
も
の
を

W
E
B
ペ
ー
ジ
に
載
せ
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（Crow
dfunding

）
で
市
民

か
ら
寄
付
を
募
る
。
最
長

３
年
で
、
W
E
B
で
最
終

報
告
だ
け
で
な
く
、
中
間

報
告
も
し
て
も
ら
う
。
権

威
で
は
な
く
、
市
民
が
認

め
、
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と

い
う
活
動
に
学
生
の
間
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
み
、
そ

の
気
持
ち
に
も
応
え
る
と

い
う
経
験
を
す
る
こ
と
は

森
上
展
安
：
山
極
先
生
か

ら
特
色
入
試
の
話
も
出
た

が
、
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム

改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
高
等
学
校
を
代
表
し

て
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改

革
会
議
に
委
員
と
し
て
加

わ
っ
て
お
ら
れ
た
宮
本
先

生
か
ら
少
し
お
話
を
い
た

だ
き
た
い
。

宮
本
久
也
（
都
立
西
高
等

学
校
、
全
国
高
等
学
校
長

協
会
会
長
）：
３
月
末
に

報
告
書
を
出
し
た
後
、
現

在
三
つ
の
課
題
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
検
討
チ
ー
ム
が

動
い
て
い
る
。
大
学
入
学

希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト

（
以
下「
希
望
者
テ
ス
ト
」）

と
基
礎
学
力
評
価
テ
ス
ト

（
以
下「
基
礎
力
テ
ス
ト
」）

に
個
別
入
試
そ
れ
ぞ
れ
の

課
題
を
ク
リ
ア
し
た
上
で

全
体
の
設
計
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
検

討
準
備
グ
ル
ー
プ
か
ら
先

日
中
間
報
告
が
出
さ
れ
た

が
、
特
に
校
長
先
生
方
の

関
心
の
高
い
希
望
者
テ
ス

ト
は
、
記
述
式
の
導
入
を

前
提
に
日
程
も
含
め
以
下

の
三
案
が
出
さ
れ
た
。

①
現
在
の
セ
ン
タ
ー
試
験

の
時
期
に
、
マ
ー
ク
シ
ー

ト
と
簡
単
な
記
述
式
を
実

施
。

②
そ
の
一
か
月
前
に
マ
ー

ク
シ
ー
ト
と
記
述
式
を
同

時
に
実
施
す
る
。

③
現
行
の
日
程
で
マ
ー
ク

シ
ー
ト
と
記
述
式
を
実
施

し
、
採
点
は
出
願
先
の
国

立
大
学
が
行
う
。

　

た
だ
ど
れ
に
も
問
題
が

あ
る
。
１
案
で
は
記
述
式

導
入
の
意
義
が
活
か
せ
る

の
か
、
私
立
大
学
の
選
考

に
間
に
合
わ
な
い
可
能
性

が
あ
る
。
２
案
は
高
校
教

育
へ
の
影
響
が
大
き
い
。

３
案
は
、
国
立
大
学
個
々

の
事
情
も
あ
る
し
、
私
大

の
セ
ン
タ
ー
利
用
の
扱
い

を
ど
う
す
る
か
、
な
ど
で

あ
る
。

　

英
語
は
４
技
能
を
見
る

方
向
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

そ
し
て
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
と

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
２
技
能

に
つ
い
て
は
民
間
の
資

格
・
検
定
試
験
の
活
用
も

視
野
に
入
っ
て
き
た
。「
読

む
」「
聞
く
」
の
２
技
能

は
現
行
の
セ
ン
タ
ー
で
、

書
く
、
話
す
は
別
日
程
で

民
間
の
も
の
を
と
い
う
流

れ
だ
。
将
来
的
に
は
４
技

能
と
も
民
間
に
、
と
い
う

案
も
あ
る
。

　

個
別
入
試
で
は
、推
薦
、

A
O
、
一
般
の
区
分
を
ど

う
す
る
の
か
。
ま
た
一
般

入
試
で
、
多
様
な
学
び
を

多
面
的
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
な
ど
と
い
っ

た
こ
と
も
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
と
の
関
連

か
ら
、
調
査
書
の
変
更
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
現
在
よ
り
も
記
入
す

る
項
目
や
ス
ペ
ー
ス
を
増

や
す
な
ど
で
あ
る
。
ま
た

す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
る

特
色
入
試
な
ど
と
一
般
入

試
と
の
関
係
を
ど
う
す
る

か
も
課
題
だ
。

　

基
礎
力
テ
ス
ト
は
、
当

面
、
推
薦
や
A
O
入
試
、

あ
る
い
は
就
職
の
際
の

採
用
試
験
に
は
活
用
せ

ず
、
学
力
向
上
の
た
め

の
P
D
C
A
（plan-do-

check-act

）
サ
イ
ク
ル
の

チ
ェ
ッ
ク
に
使
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
実
施
時
期

は
当
初
の
一
斉
か
ら
、
最

終
的
に
は
各
学
校
に
任
さ

れ
、
難
易
度
も
複
数
用
意

す
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
、
す
で
に
全
国
で
12
校

を
指
定
し
て
実
験
も
始
め

て
い
る
。

　

全
体
構
想
は
大
き
い

が
、
C
B
T
（Com

puter 
B

ased
 T

estin
g

）、

I
R
T
（Item

 response 
theory

）の
技
術
も
確
立

さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
具

体
的
に
ど
う
設
計
す
る
の

か
。
改
革
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
変
更
せ
ず
、
や
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
来
年
度

の
４
月
末
に
は
具
体
的
に

公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
か
ら
時
間
は
な
い
。

大
学
入
試
改
革
、高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
は
今

あ
ら
た
め
て
自
由
と
責
任
、対
話
に
つ
い
て
語
り
た
い

こ
の
1
年
を
振
り
返
っ
て

山
極
壽
一（
京
都
大
学
総

長
）：
大
学
は
学
生
が
主

役
と
い
う
こ
と
で
、
大
学

全
体
と
し
て
学
生
目
線

に
立
っ
た
教
育
改
革
を
進

め
て
い
る
が
、
こ
こ
で
重

要
な
の
が
自
由
と
い
う
概

念
。

　

1
8
9
7
年
の
京
都

大
学
の
創
立
に
は
、
当
時

の
文
部
大
臣
西
園
寺
公
望

が
深
く
か
か
わ
っ
た
と
さ

れ
る
が
、
彼
は
「
政
治
の

中
心
で
あ
る
東
京
か
ら
離

れ
た
京
都
に
、
自
由
で
新

鮮
な
発
想
か
ら
真
の
学
問

を
探
求
す
る
学
府
」
を
作

る
と
し
、
二
つ
目
の
帝
国

大
学
と
し
て
東
京
大
学
と

は
違
う
大
学
を
作
る
べ
き

だ
と
考
え
た
よ
う
だ
。
そ

れ
は
特
に
、
異
な
る
考
え

を
許
容
す
る
自
由
な
学
風

を
持
つ
大
学
を
作
り
た
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ

れ
は
彼
が
、
19
世
紀
、
自

由
の
気
運
に
満
ち
た
フ
ラ

ン
ス
に
９
年
間
も
留
学
し

て
い
た
こ
と
と
無
関
係
で

は
な
い
と
思
う
。

　

自
由
の
学
風
の
典
型
は

法
学
部
で
、
東
京
大
学

や
中
央
大
学
な
ど
の
、
法

学
部
中
心
で
国
家
試
験
合

格
を
至
上
命
題
と
し
て
い

た
大
学
と
は
違
っ
て
、
京

る
か
ら
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
こ
と
だ
。
そ
し

て
そ
れ
を
意
識
す
る
こ
と

が
、
自
由
を
行
為
す
る
者

の
責
任
だ
か
ら
、
こ
の
こ

と
を
自
覚
す
る
チ
ャ
ン
ス

の
少
な
い
現
在
の
学
生
に

は
、
入
学
当
初
か
ら
そ
れ

を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
。

　

自
由
で
あ
る
前
に
《
対

話
》
が
必
要
で
あ
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

《
対
話
を
根
幹
と
し
て
自

学
・
自
習
を
促
す
》
の
が

自
由
の
学
風
で
あ
り
、
そ

の
下
で
《
卓
越
し
た
知
の

継
承
と
創
造
的
精
神
を
養

う
こ
と
》
が
京
都
大
学
の

学
生
に
求
め
ら
れ
る
。
自

由
を
標
榜
す
る
だ
け
で
対

話
を
失
う
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

都
大
学
で
は
国
家
試
験
受

験
よ
り
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、

法
学
研
究
を
重
視
し
た
。

も
っ
と
も
、
官
僚
や
政
治

家
か
ら
批
判
も
出
て
、
少

し
は
国
家
試
験
に
も
挑
戦

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て

い
る
。

　

世
の
中
を
疑
い
、
そ
れ

を
律
し
て
い
る
様
々
な
常

識
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ

か
け
、
世
界
の
仕
組
み
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
よ
う

な
学
問
を
育
む
拠
点
を

作
り
た
い
、
そ
ん
な
西
園

寺
の
意
志
を
継
い
だ
初
代

総
長
木
下
廣
次
は
、
京
都

大
学
の
理
念
と
し
て
《
自

重
自
敬
》
を
掲
げ
る
。
彼

は
東
京
大
学
総
長
時
代

に
、
規
律
を
破
る
こ
と
も

多
か
っ
た
寮
生
に
対
し
て

「
君
た
ち
に
自
由
を
与
え

る
。
だ
か
ら
自
由
に
判
断

し
、行
動
を
決
め
な
さ
い
」

と
言
っ
て
諭
し
、
そ
の
反

発
、
乱
暴
を
抑
え
た
と
い

う
。
彼
は
自
由
や
自
己
決

定
が
、
学
生
に
責
任
を
自

覚
さ
せ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
の
だ
と
思
う
。

　

自
由
と
は
自
分
の
行
為

を
自
分
で
決
め
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、

そ
れ
に
は
責
任
が
伴
う
。

責
任
と
は
《
他
者
応
答

性
》、
他
人
か
ら
ど
う
見

ら
れ
て
い
る
か
を
常
に
意

識
し
て
行
動
す
る
こ
と
。

あ
る
い
は
自
分
の
自
由
を

拡
大
す
る
こ
と
は
他
人
の

自
由
を
奪
う
こ
と
で
も
あ

部
や
農
学
部
で
志
願
者
が

少
な
か
っ
た
が
、
近
年
進

学
者
の
い
な
い
高
校
か
ら

の
出
願
も
多
く
、
合
格
者

も
出
て
い
る
。
ま
た
、
女

子
の
比
率
も
高
く
、
入
学

者
の
多
様
化
に
一
応
の
貢

献
を
し
た
と
評
価
し
て
い

る
。
探
求
学
習
に
熱
心
な

学
校
か
ら
の
出
願
も
多
く
、

高
校
の
学
び
を
大
学
の
学

び
に
接
続
す
る
と
い
う
主

旨
も
よ
く
理
解
さ
れ
た
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
積

極
的
に
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
出
願
者
も

多
か
っ
た
よ
う
で
、
各
学

部
で
は
予
め
求
め
て
い
た

よ
う
な
学
生
が
獲
得
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

相
対
的
に
、
関
東
地
区
か

ら
の
出
願
も
多
か
っ
た
よ

う
だ
。

　

29
年
度
へ
向
け
て
は
、
実

施
学
科
の
拡
大
、
出
願
期

間
の
集
約
、
出
願
要
件
の

緩
和
を
図
っ
た
。「
各
種
国

際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
な
ど
」
の
文
言
を
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
の
誤
解
を

生
む
と
し
て
改
め
た
学
部

も
あ
る
。

　

そ
の
他
、
高
等
学
校
に

関
連
す
る
こ
と
で
は
、
大

学
院
生
や
ポ
ス
ド
ク
を
依

頼
の
あ
っ
た
高
校
に
対
し

直
接
派
遣
し
、
ま
た
は
京

都
大
学
を
訪
れ
た
際
に
大

学
の
研
究
を
紹
介
す
る
「
学

び
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事

業
」、
オ
モ
ロ
イ
教
員
が
、

週
末
に
高
校
生
に
特
別
に

講
義
し
た
り
、
実
験
を
指
導

し
た
り
す
る
E
L
C
A
S

（
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
）
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

参加者 ※紙面の都合上、各校長先生の
プロフィールは省略させていただきました。
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森
上
：
そ
れ
で
は
以
上
を

踏
ま
え
、
日
頃
の
問
題
意

識
や
個
々
の
学
校
の
取
組

な
ど
も
交
え
て
お
一
人
ず

つ
お
話
し
く
だ
さ
い
。
ま

た
京
都
大
学
と
の
か
か
わ

り
、
大
学
全
体
へ
の
要
望

な
ど
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

武
内
彰
（
都
立
日
比
谷

高
等
学
校
）：
本
校
で
は
、

０
か
ら
１
を
生
み
出
す

創
造
的
思
考
力
の
あ
る

生
徒
を
育
て
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は

様
々
な
科
目
を
学
び
、
教

養
の
土
台
を
作
り
た
い
。

S
S
H
で
は
、
１
年
か

ら
探
究
活
動
を
行
い
、
そ

こ
か
ら
尖
っ
た
生
徒
を
選

び
、
２
、
３
年
で
は
そ
の

成
果
を
単
位
認
定
し
て
い

く
仕
組
み
を
作
っ
た
。
ま

た
都
教
委
か
ら
、
先
導
的

に
国
際
理
解
教
育
を
行
う

実
習
等
に
取
り
組
む
う

ち
に
、
向
き
不
向
き
が

わ
か
っ
て
く
る
。
学
業
成

績
が
優
秀
だ
か
ら
で
は
な

く
、
社
会
貢
献
を
目
的
に

し
た
医
師
を
育
て
る
の
を

特
色
に
し
た
い
。

　

京
都
大
学
を
第
一
志
望

と
す
る
生
徒
は
毎
年
10

人
以
上
い
る
が
、
こ
れ
か

ら
実
績
を
出
し
て
い
き
た

い
。
E
L
C
A
S
で
は
、

京
都
大
学
の
先
生
の
ご
指

導
の
お
か
げ
で
、
2
年
連

続
し
て
G
S
C
の
全
国

大
会
（
P
6
参
照
）
に
京

都
大
学
代
表
と
し
て
選
ば

れ
、
特
に
平
成
28
年
度
は

女
子
生
徒
が
優
秀
賞
受
賞

者
を
代
表
し
て
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
S
S
H

で
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
を
研

究
し
て
い
る
農
学
部
志
望

者
の
女
子
生
徒
も
い
る
。

稲
垣
一
郎
（
神
奈
川
県

立
湘
南
高
等
学
校
）：
神

奈
川
県
の
中
で
は
特
色

を
持
た
せ
な
い
で
や
っ
て

き
た
学
校
で
、
S
S
H
、

S
G
H
の
指
定
も
受
け

て
い
な
い
。
文
武
両
道
を

標
榜
し
て
お
り
、
部
活
動

加
入
率
は
、
2
0
0
パ
ー

セ
ン
ト
を
超
え
る
。
９
月

の
体
育
祭
は
、
開
校
（
大

正
10
年
）
よ
り
同
じ
理
念

（
普
く
、
絶
え
ず
、
正
し

く
、
強
く
）
で
行
わ
れ
て

い
て
、
国
立
高
校
同
様
、

ス
ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
し

て
い
る
。
先
輩
の
細
か
い

指
導
で
日
夜
頑
張
り
、
終

了
後
、
受
験
モ
ー
ド
へ
転

換
す
る
。
保
護
者
か
ら
は

受
験
に
間
に
あ
う
の
か
と

常
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、

今
日
お
集
り
の
他
の
公
立

進
学
校
と
部
活
や
行
事
を

大
切
に
す
る
点
で
は
共
通

し
て
お
り
、
そ
こ
で
培
っ

た
力
を
活
用
し
て
勉
強
に

取
り
組
み
、
実
績
も
あ
げ

て
い
る
。
今
後
、
匠
と
い

わ
れ
る
教
員
が
定
年
で
抜

け
て
い
く
の
で
、
30
代
半

ば
の
教
員
を
ど
う
育
て
る

か
が
課
題
だ
。

　

総
長
の
お
話
の
中
で
自

由
の
前
提
に
は
対
話
と
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ

れ
を
重
視
す
る
と
い
う
点

で
本
校
の
生
徒
の
自
主
性

の
育
成
の
取
り
組
み
と
京

都
大
学
の
学
風
に
は
親
和

性
が
あ
り
、そ
の
せ
い
か
、

今
年
は
12
名
が
お
世
話

に
な
っ
た
。
京
都
大
学
志

望
は
東
京
大
学
志
望
者
と

ほ
ぼ
同
数
だ
が
、
研
究
に

魅
力
を
感
じ
て
い
る
生
徒

が
多
い
。
本
校
も
、
O
B

が
勧
め
に
く
る
の
が
京
都

大
学
へ
行
く
生
徒
の
増
加

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
地
頭
は
神
奈

川
ト
ッ
プ
と
思
っ
て
い
る

か
ら
、
更
に
京
大
進
学
者

を
10
名
は
上
げ
た
い
。

百
瀬
明
宏
（
千
葉
県
立
船

橋
高
等
学
校
）：（
昨
年
度

ま
で
は
教
育
セ
ン
タ
ー
に

い
た
が
、
千
葉
の
生
徒
は

全
体
的
に
、
江
戸
川
を
越

え
よ
う
と
し
な
い
、
成
田

か
ら
飛
び
立
っ
て
い
な
い

と
の
思
い
が
あ
る
。）

　

本
校
は
理
数
科
１
ク
ラ

ス
、
普
通
科
８
ク
ラ
ス
で
、

S
S
H
に
は
普
通
科
も

入
れ
て
い
る
。
た
だ
普
通

科
で
は
、
探
究
活
動
を
３

年
に
な
る
と
止
め
る
生
徒

が
多
く
、
継
続
性
が
な
い

の
が
問
題
だ
。

　
『
甲
子
園
を
目
指
せ
！

進
学
校
野
球
部
の
飽
く
な

き
挑
戦
』（
タ
イ
ム
リ
ー

編
集
部
）
で
は
、
本
校
は

ま
じ
め
で
人
を
絶
対
馬

鹿
に
し
な
い
と
あ
る
よ
う

に
、
高
い
レ
ベ
ル
で
切
磋

琢
磨
し
て
い
る
。
反
面
荒

削
り
な
と
こ
ろ
が
な
い
。

70
％
が
現
役
進
学
と
学

校
依
存
型
生
徒
が
多
い
。

部
活
加
入
率
は
1
2
0

数
％
、
京
都
大
学
に
は
昨

年
は
４
名
合
格
。
今
年
も

14
、
5
名
は
受
験
す
る
。

や
は
り
本
校
で
も
東
大
タ

イ
プ
、
京
大
タ
イ
プ
に
分

か
れ
て
い
る
。

鈴
木
政
男
（
千
葉
県
立
千

葉
高
等
学
校
）：
英
語
の

授
業
に
関
し
て
い
う
と
、

私
が
着
任
し
た
時
に
は
日

本
語
で
教
え
て
い
た
が
、

一
緒
に
着
任
し
た
英
語
の

教
員
が
、
同
じ
考
え
の

教
員
と
３
人
で
グ
ル
ー
プ

を
組
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
入
れ
、
３
年
ま

で
継
続
し
て
指
導
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
３
年
の
生

徒
は
み
な
授
業
中
に
積

極
的
に
発
言
す
る
よ
う
に

な
り
、
ほ
か
の
教
科
の
授

業
に
も
い
い
刺
激
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
模
試
の

成
績
も
落
ち
て
い
な
い
か

ら
、
今
春
の
大
学
入
試
に

は
期
待
が
持
て
る
。
部
活

加
入
率
は
1
3
4
％
。
入

試
改
革
に
つ
い
て
は
、
本

当
に
実
現
で
き
る
の
か
と

ず
っ
と
疑
っ
て
い
る
。
し

か
し
最
近
は
、
施
策
を
行

う
側
の
本
気
度
も
感
じ
始

め
て
い
る
。

山
極
：
よ
く
英
語
に
よ
る

発
信
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
同
一
視
す
る

こ
と
が
あ
る
が
、
私
は
分

け
て
考
え
た
方
が
い
い
と

思
う
。
英
語
を
使
っ
て
話

す
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
が
付
く
こ
と
は

あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
は
、
相
手
の
立

場
を
考
え
た
り
気
持
ち
を

汲
ん
だ
り
し
な
が
ら
、
自

分
の
引
き
出
し
か
ら
材
料

を
選
ん
で
そ
れ
を
上
手
に

使
っ
て
話
を
作
っ
て
い
く

能
力
で
あ
っ
て
、
日
本
語

で
も
訓
練
で
き
る
。

鈴
木
：
そ
う
い
う
意
味

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
課
題
の
あ
る
生
徒
は

結
構
多
い
。
入
学
前
も
入

学
後
も
、
実
体
験
が
不
足

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
生

徒
が
多
く
、
も
っ
と
い
ろ

ん
な
体
験
を
さ
せ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い

る
。

山
極
：
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ

ツ
で
は
プ
レ
ゼ
ン
能
力
を

重
視
し
て
、
大
学
や
高
校

で
練
習
を
さ
せ
て
い
る
。

日
本
人
は
、
意
見
は
持
っ

て
い
て
も
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
頭
の
中
で
組
み
立
て
完

結
さ
せ
、
そ
れ
を
人
前
で

話
す
能
力
が
弱
い
た
め
訓

練
す
る
必
要
が
あ
る
。

鈴
木
：
本
校
の
英
語
の
授

業
は
、
十
分
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
思
う
。

　

探
究
活
動
に
つ
い
て
は

総
合
学
習
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
毎
年
９
月
の
初
め

に
成
果
発
表
会
を
行
い
、

４
分
野
で
千
葉
高
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
出
し
て
い
る
。
昨

年
も
お
話
し
し
た
が
、
特

色
入
試
で
は
ぜ
ひ
み
て
ほ

し
い
。

　

京
都
大
学
と
は
校
風

が
似
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
今
春
は
14
名
合
格

司
会森上

展
安 

（
株
式
会
社
森
上
教
育
研
究
所
）

武
内
彰 

校
長
先
生 

（
東
京
都
立
日
比
谷
高
等
学
校
）

岸
田
裕
二 

校
長
先
生 

（
東
京
都
立
国
立
高
等
学
校
）

大
野
弘 

校
長
先
生 

（
東
京
都
立
戸
山
高
等
学
校
）

稲
垣
一
郎 

校
長
先
生 

（
神
奈
川
県
立
湘
南
高
等
学
校
）

吉
野
明 

校
長
先
生

（
鷗
友
学
園
女
子
高
等
学
校
）

鵜
﨑
創 

校
長
先
生 

（
女
子
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
）

山
極
壽
一 

（
京
都
大
学
総
長
）

わ
が
校
は
今

部
や
農
学
部
で
志
願
者
が

少
な
か
っ
た
が
、
近
年
進

学
者
の
い
な
い
高
校
か
ら

の
出
願
も
多
く
、
合
格
者

も
出
て
い
る
。
ま
た
、
女

子
の
比
率
も
高
く
、
入
学

者
の
多
様
化
に
一
応
の
貢

献
を
し
た
と
評
価
し
て
い

る
。
探
求
学
習
に
熱
心
な

学
校
か
ら
の
出
願
も
多
く
、

高
校
の
学
び
を
大
学
の
学

び
に
接
続
す
る
と
い
う
主

旨
も
よ
く
理
解
さ
れ
た
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
積

極
的
に
様
々
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
出
願
者
も

多
か
っ
た
よ
う
で
、
各
学

部
で
は
予
め
求
め
て
い
た

よ
う
な
学
生
が
獲
得
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た

相
対
的
に
、
関
東
地
区
か

ら
の
出
願
も
多
か
っ
た
よ

う
だ
。

　

29
年
度
へ
向
け
て
は
、
実

施
学
科
の
拡
大
、
出
願
期

間
の
集
約
、
出
願
要
件
の

緩
和
を
図
っ
た
。「
各
種
国

際
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
な
ど
」
の
文
言
を
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
の
誤
解
を

生
む
と
し
て
改
め
た
学
部

も
あ
る
。

　

そ
の
他
、
高
等
学
校
に

関
連
す
る
こ
と
で
は
、
大

学
院
生
や
ポ
ス
ド
ク
を
依

頼
の
あ
っ
た
高
校
に
対
し

直
接
派
遣
し
、
ま
た
は
京

都
大
学
を
訪
れ
た
際
に
大

学
の
研
究
を
紹
介
す
る
「
学

び
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事

業
」、
オ
モ
ロ
イ
教
員
が
、

週
末
に
高
校
生
に
特
別
に

講
義
し
た
り
、
実
験
を
指
導

し
た
り
す
る
E
L
C
A
S

（
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
）
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。

都
立
学
校《
東
京
・
グ
ロ
ー

バ
ル
10
》の
指
定
も
受
け
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

育
成
海
外
派
遣
研
修
“
ボ

ス
ト
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

研
修
”」
を
行
っ
た
。
そ

の
際
、
ア
ス
ペ
ン
研
究
所

へ
行
っ
て
食
料
問
題
の
解

決
策
に
つ
い
て
専
門
家
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

日
頃
の
授
業
と
部
活
動

に
加
え
て
様
々
な
体
験
を

す
る
の
は
大
変
だ
が
、
そ

れ
に
取
り
組
も
う
と
い
う

生
徒
は
学
び
の
姿
勢
が
い

い
。

　

英
語
の
授
業
に
つ
い
て

は
、
日
本
語
に
よ
る
文
法

訳
読
中
心
の
も
の
を
４
技

能
を
高
め
る
も
の
に
変

え
、
今
は
生
徒
も
楽
し
い

と
言
っ
て
い
る
。
模
試
の

偏
差
値
は
４
ポ
イ
ン
ト
ほ

ど
下
が
っ
た
が
、
元
へ
戻

す
つ
も
り
は
な
い

　

特
色
入
試
で
は
文
学
部

へ
１
名
進
学
し
た
。
２
年

か
ら
探
究
活
動
を
し
て
い

た
生
徒
だ
。
学
び
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
で
は

ポ
ス
ド
ク
に
来
て
も
ら
っ

て
い
る
。
E
L
C
A
S
に

は
１
年
の
女
子
が
１
名
参

加
し
て
い
る
。

森
上
：
女
子
は
元
気
で
す

か
。

武
内
：
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
育
成
海
外
派
遣
研
修

の
参
加
者
12
名
の
内
、
８

名
が
女
子
だ
。

岸
田
裕
二
（
都
立
国
立
高

等
学
校
）：
通
常
の
授
業

と
し
て
は
特
別
な
こ
と
は

し
て
い
な
い
。
日
本
一
と

い
わ
れ
る
文
化
祭
で
は
、

３
年
生
全
員
が
ク
ラ
ス
演

劇
を
す
る
。
先
輩
か
ら

の
引
き
継
ぎ
が
シ
ス
テ
マ

テ
ィ
ッ
ク
に
機
能
し
て
い

る
と
、
ト
ヨ
タ
か
ら
勉
強

に
来
た
こ
と
も
あ
る
。
昭

和
55
年
に
は
都
立
で
初
め

て
甲
子
園
に
出
場
す
る
な

ど
部
活
も
盛
ん
。
入
っ
て

く
る
生
徒
の
６
割
が
文
化

祭
、
２
割
が
部
活
目
当
て

と
い
う
ほ
ど
だ
。
当
然
、

入
試
の
前
倒
し
は
避
け
て

欲
し
い
。

　

８
月
の
１
日
、
２
日
に

は
京
大
ツ
ア
ー
で
25
名
が

お
邪
魔
し
、
桂
、
吉
田
の

両
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
学
し

た
。
本
校
O
B
で
も
あ

る
山
極
総
長
に
も
１
時
間

お
話
し
い
た
だ
き
生
徒
は

い
い
刺
激
を
受
け
た
。

山
極
：
積
極
的
な
質
問
も

多
く
、
後
輩
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。

大
野
弘
（
都
立
戸
山
高
等

学
校
）：
本
校
は
総
合
力

重
視
と
い
う
こ
と
で
文
理

別
の
ク
ラ
ス
編
成
は
し
な

い
。
全
体
と
し
て
理
系
が

多
い
が
、
特
に
学
年
に
2

つ
ず
つ
あ
る
S
S
H
ク

ラ
ス
で
は
1
年
か
ら
課
題

研
究
が
始
ま
り
論
文
に
ま

と
め
る
。

　

今
日
は
熊
本
大
学
医
学

部
か
ら
の
帰
り
だ
が
、
今

年
か
ら
「
チ
ー
ム
メ
デ
ィ

カ
ル
」
と
い
う
医
学
部
志

望
の
生
徒
を
対
象
に
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
、
都
立

病
院
や
大
学
等
と
連
携

し
て
行
っ
て
い
る
。
体
験
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大
学
と

　
高
校
の

対
話
を
続
け
よ
う



し
た
。
過
去
最
高
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
う
ち
一
人

は
特
色
入
試
で
あ
る
。
自

由
な
校
風
と
い
え
ば
、
入

学
式
の
後
、
生
活
指
導
部

長
（
他
校
で
は
生
徒
指
導

部
長
）
が
保
護
者
に
話
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
今
年
は
「
自
由
と
は

や
り
た
い
こ
と
を
す
る
の

で
は
な
く
、
自
分
で
決
め

て
い
く
こ
と
だ
」
と
熱
弁

を
ふ
る
っ
て
い
た
。
学
び

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事

業
で
は
大
学
院
生
に
３
年

連
続
で
来
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ま
た
京
都
へ
の
修
学

旅
行
で
は
、
毎
年
宿
泊
先

に
、
現
役
の
京
大
生
を
呼

ん
で
話
を
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

杉
山
剛
士
（
埼
玉
県
立

浦
和
高
等
学
校
）：
校
長

に
な
っ
て
４
年
目
。
本
校

は
、
タ
フ
で
優
し
い
共
感

力
の
あ
る
人
間
を
育
て
る

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

き
た
が
、
い
よ
い
よ
そ
の

真
価
が
発
揮
さ
れ
る
時
代

に
な
っ
て
き
た
と
感
じ
て

い
る
。

　

部
活
は
盛
ん
で
、
ラ
グ

ビ
ー
部
は
花
園
へ
出
る
な

ど
全
国
レ
ベ
ル
、
出
身
者

に
は
京
都
大
学
の
ア
メ
フ

ト
部
で
活
躍
す
る
者
も
い

る
。
国
際
化
に
も
積
極
的

で
様
々
な
取
組
を
行
っ
て

い
る
が
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学

の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参

　

女
子
校
だ
か
ら
か
、
生

徒
の
進
路
相
談
で
は
両

親
、
特
に
母
親
の
意
向
を

酌
む
傾
向
が
あ
る
。
生
徒

は
み
な
母
親
の
期
待
に
応

え
続
け
る
い
い
子
で
あ
り

た
い
し
、
親
は
手
元
か
ら

子
ど
も
を
手
放
し
た
が
ら

な
い
。
上
手
に
子
離
れ
し

て
も
ら
う
よ
う
、
親
へ
も

働
き
か
け
て
い
る
。

　

京
都
大
学
へ
は
現
浪

そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
進
学

し
た
。
現
役
は
昨
年
ト
ッ

プ
の
生
徒
で
、
東
京
大
学

で
は
な
く
京
都
大
学
を

選
ん
だ
。
京
都
大
学
に

は
、
自
由
の
学
風
や
京
都

の
街
そ
の
も
の
の
魅
力
に

憧
れ
る
コ
ア
な
フ
ァ
ン
が

い
る
。
昨
年
度
、
東
京
大

学
の
推
薦
に
は
浪
人
生
一

人
が
手
を
挙
げ
合
格
し

た
。
S
S
H
生
で
日
本

学
生
科
学
賞
で
優
秀
賞
を

取
り
、
日
本
代
表
と
し
て

I
S
E
F
へ
も
行
っ
た
生

徒
だ
が
、
文
転
し
て
東
京

大
学
へ
進
ん
だ
。

山
極
：
S
T
A
P
細
胞
事

件
で
、
リ
ケ
ジ
ョ
ブ
ー
ム

に
陰
り
が
出
て
き
た
が
、

理
系
の
考
え
方
を
持
っ
た

女
子
の
活
躍
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
し
か
し
京
都
大
学

で
は
女
子
の
割
合
が
増
え

な
い
。
特
に
工
学
分
野
で

そ
れ
が
顕
著
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
数
学
者

が
社
会
で
大
活
躍
し
て
い

る
。
給
与
も
高
い
。
日
本

で
は
研
究
者
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
、
実
社
会
と
も
乖

離
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
企
業

で
も
人
材
と
し
て
一
番
不

足
し
て
い
る
。
し
か
し
、

数
理
的
能
力
は
経
済
だ
け

で
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
、
統

計
、
モ
デ
ル
化
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
分
野
に
応
用
で

き
る
。
大
学
と
し
て
は
、

中
学
、
高
校
段
階
で
、
自

分
は
理
系
に
向
い
て
な
い

と
決
め
つ
け
ら
れ
て
し
ま

う
の
を
恐
れ
て
い
る
。

高
田
：
本
校
で
は
55
か
ら

60
%
は
理
系
だ
。

吉
野
明
（
鷗
友
学
園
女
子

高
等
学
校
）：
女
性
が
理

系
を
不
得
意
に
思
わ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
は
と
て

も
大
切
だ
。
今
の
教
育
は

形
式
的
男
女
平
等
で
、
発

達
段
階
の
違
い
を
無
視
し

て
、
一
様
に
や
ら
せ
て
い

る
と
こ
ろ
が
問
題
だ
と
思

う
。
た
と
え
ば
、
小
５
の

算
数
で
は
比
や
割
合
が
出

て
く
る
が
、
こ
の
時
期
、

女
子
は
言
語
の
抽
象
化
能

力
が
伸
び
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
さ
ら
に

発
達
し
て
い
く
。
男
子
は

数
式
的
な
抽
象
化
能
力
が

伸
び
て
、
比
や
割
合
が
頭

に
入
っ
て
き
や
す
く
、
学

校
で
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て

ど
ん
ど
ん
進
む
。
そ
の
た

め
、
数
式
的
な
抽
象
化
能

力
が
後
か
ら
伸
び
て
く
る

女
子
は
、「
や
っ
ぱ
り
算

数
不
得
意
な
の
ね
」「
私

も
そ
う
だ
っ
た
か
ら
」
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

圧
倒
的
に
多
い
。
こ
の
あ

学
が
特
色
入
試
な
ど
で
そ

う
い
う
点
も
見
よ
う
と
す

る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の

教
育
に
風
穴
を
開
け
る
契

機
に
な
る
と
期
待
し
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
み
な
さ
ん
の

お
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

湘
南
、
西
高
は
じ
め
、
こ

こ
に
お
集
り
の
学
校
か

ら
は
同
じ
に
お
い
を
感
じ

る
。
私
自
身
、
あ
ら
た
め

て
、
み
な
さ
ん
の
学
校
と

共
通
す
る
根
幹
部
分
を
大

切
に
し
、
自
信
を
も
っ
て

進
化
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ

と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

　

京
都
大
学
に
は
、今
春
、

13
人
が
お
世
話
に
な
る
な

ど
、
近
年
は
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
10
人
台
を
キ
ー
プ
し

て
い
る
。
原
因
の
一
つ
は

修
学
旅
行
で
京
都
へ
行
く

こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
め
ば

進
む
ほ
ど
、
修
学
旅
行
先

と
し
て
は
京
都
に
固
執
し

て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
２

学
期
最
後
の
校
長
講
話

で
、
こ
の
場
で
山
極
総
長

が
話
さ
れ
た
、
対
話
を
し

な
が
ら
創
造
す
る
と
い
う

意
味
で
お
も
ろ
い
こ
と
に

挑
戦
し
よ
う
と
い
う
話
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、
今
春
、
京
都
大

学
に
合
格
し
た
生
徒
が
、

「
お
も
ろ
い
人
間
に
な
っ

て
き
ま
す
」
と
報
告
に
来

た
。

山
極
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
日

本
の
大
学
の
一
番
大
き
な

違
い
は
、
彼
ら
は
個
人
主

義
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
た
め
一
人
ひ
と
り
の
学

加
す
る
取
組
で
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
以
外
は
す
べ

て
生
徒
が
行
う
。

　

自
由
と
い
う
こ
と
で
言

う
と
、
教
育
に
は
、
グ

レ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
ホ
ワ

イ
ト
が
あ
る
と
思
う
が
、

今
は
グ
レ
ー
部
分
、
つ
ま

り
個
人
の
裁
量
に
係
わ
る

領
域
が
狭
く
な
り
、
生
徒

は
、
本
人
が
決
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
で
も
自

分
で
考
え
ず
、
権
威
の
言

う
こ
と
に
従
う
傾
向
が
強

い
。
本
校
で
は
、
た
と
え

ば
台
風
が
近
づ
い
て
来
た

場
合
で
も
、「
自
他
の
安

全
を
確
保
し
て
、
あ
と
は

自
分
で
考
え
る
よ
う
に
」

と
本
人
の
自
主
的
判
断
に

任
せ
る
。
今
の
日
本
の
教

育
に
は
、
自
由
と
あ
わ
せ

て
責
任
に
つ
い
て
教
え
る

こ
と
も
大
事
だ
と
痛
感
し

て
い
る
か
ら
だ
。

　

今
夏
、
ア
メ
リ
カ
の
11

大
学
を
駆
け
足
で
見
て
き

た
が
、
学
生
が
み
な
、
人

生
の
構
想
力
を
身
に
つ
け

よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

と
て
も
刺
激
を
受
け
た
。

大
学
は
、
自
分
の
強
み
は

何
か
、
そ
れ
を
活
か
し
て

ど
う
大
学
や
社
会
に
貢
献

す
る
の
か
を
考
え
さ
せ
、

評
価
も
し
て
い
る
。
本
校

も
そ
の
よ
う
に
し
て
い
る

と
の
自
負
は
あ
る
が
、
一

人
ひ
と
り
に
本
当
に
突
き

詰
め
て
問
う
て
い
る
か
を

考
え
る
と
、
ま
だ
ま
だ
十

分
で
は
な
い
と
い
う
気
が

す
る
。
高
大
接
続
改
革
の

キ
ー
概
念
の
一
つ
は
人
生

の
構
想
力
。
高
校
で
は
そ

れ
を
い
か
に
つ
け
さ
せ
る

か
腐
心
し
て
い
る
が
、
大

生
を
育
て
る
こ
と
に
長
け

て
い
る
点
。
日
本
は
ク
ラ

ス
単
位
で
、
い
か
に
平
等

に
教
育
資
源
を
配
分
す

る
か
が
念
頭
に
あ
り
、
個

人
は
二
の
次
に
さ
れ
て
い

る
。
最
近
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
の
W
E
B
サ
イ
ト

に
は
、
日
本
の
大
学
で
は

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
と
敬
遠
さ

れ
る
よ
う
な
情
報
ま
で
掲

出
さ
れ
て
い
た
。
ア
メ
リ

カ
の
大
学
で
は
選
ぶ
の
は

学
生
と
い
う
こ
と
が
徹
底

さ
れ
て
い
て
、
優
れ
て
い

る
点
を
誇
っ
た
り
、
劣
っ

て
い
る
点
を
恥
ず
か
し

が
っ
て
隠
し
た
り
す
る
の

で
は
な
く
、
情
報
は
す
べ

て
き
ち
ん
と
公
表
す
る
と

い
う
の
が
基
本
的
な
考
え

方
だ
。
日
本
は
親
切
す

ぎ
て
、
個
人
の
能
力
を
育

て
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

髙
田
直
芳
（
埼
玉
県
立
浦

和
第
一
女
子
高
等
学
校
）：

こ
の
春
ま
で
は
教
育
委

員
会
に
い
て
、
高
校
入
試

改
革
な
ど
に
携
わ
っ
て
き

た
。
ち
な
み
に
来
春
の
埼

玉
県
の
高
校
入
試
で
は
中

学
生
の
学
力
差
に
配
慮
し

て
、
５
教
科
の
う
ち
、
英
・

数
に
つ
い
て
は
問
題
を
２

種
類
と
す
る
。
こ
れ
は
今

回
の
大
学
入
試
改
革
と
軌

た
り
を
変
え
て

い
か
な
い
と
、

な
か
な
か
女
性

の
理
系
の
能
力

は
伸
ば
せ
な
い

と
思
う
。

　

本
校
で
は
中

１
の
理
科
は
全

て
生
物
。
目
に

見
え
、
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る

具
体
的
な
も
の

を
対
象
に
す
る

こ
と
で
理
科
を

好
き
に
な
る
と
、

中
２
、
中
３
で
、

抽
象
度
の
高
い

物
理
や
化
学
に

も
無
理
な
く
入
っ
て
い
け

る
。
本
校
も
女
子
校
で
あ

り
な
が
ら
理
系
の
方
が
や

や
多
い
の
は
、
こ
の
よ
う

に
発
達
段
階
に
合
わ
せ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で

い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

そ
も
そ
も
女
子
は
タ
テ

よ
り
も
ヨ
コ
の
人
間
関
係

を
大
切
に
す
る
。
総
長
も

相
互
応
答
性
と
言
わ
れ
た

が
、
お
互
い
に
認
め
合
う

中
で
、
一
緒
に
頑
張
ろ
う

と
い
う
関
係
性
を
作
っ
て

い
く
。
本
校
で
は
、
こ
れ

を
軸
に
社
会
を
変
革
し

て
い
け
る
よ
う
な
女
性
を

で
き
る
限
り
た
く
さ
ん
送

り
出
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

東
京
に
あ
る
た
め
、
京

都
大
学
よ
り
東
京
大
学

の
方
が
志
望
者
は
や
や
多

い
が
、
コ
ア
な
京
都
大
学

フ
ァ
ン
も
多
い
。
男
社
会

そ
の
ま
ま
の
タ
テ
の
関
係

性
を
大
切
に
す
る
大
学
よ

り
も
、
女
性
の
特
質
を
活

か
し
、
ヨ
コ
の
関
係
性
を

大
切
に
す
る
京
都
大
学

の
風
土
が
合
っ
て
い
る
と

感
じ
る
生
徒
も
少
な
く
な

い
。

　
「
京
都
大
学
高
校

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n 

T
o
k
y
o
」（
写
真
右
）

に
参
加
し
、「
感
想
文
コ

ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
し
て

入
賞
し
、「
そ
う
だ
京
大

行
こ
う
！
」
に
招
待
し
て

も
ら
っ
た
生
徒
た
ち
は
、

東
京
大
学
を
勧
め
ら
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
京
都
大

学
を
選
ん
だ
。
今
そ
の
子

た
ち
を
中
心
に
し
た
京
都

の
鷗
友
会
が
で
き
つ
つ
あ

る
。	

鵜
﨑
創
（
女
子
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校
）：
本
校

は
創
立
1
4
6
年
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に

1
5
0
周
年
を
迎
え
る
。

自
由
・
自
律
を
重
ん
じ
る

と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に

は
聖
書
の
教
え
が
一
貫
し

て
通
っ
て
い
る
。
校
則
は

４
つ
し
か
な
く
、
多
く
の

こ
と
は
自
分
で
決

め
る
、
と
い
う
か

聖
書
に
聞
く
こ
と

に
し
て
い
る
。
制

服
は
1
9
7
2
年

に
廃
止
。
た
だ
現

在
も
私
服
の
ひ
と

つ
と
し
て
購
入
は

可
能
で
あ
る
。

　

体
育
祭
、
文
化

祭
な
ど
の
学
校
行

事
も
盛
ん
だ
。
高

３
の
夏
休
み
に
は
、

御
殿
場
の
寮
で
二

泊
三
日
の
泊
ま
り

込
み
で
修
養
会
を

行
う
。
か
な
り
哲

学
に
近
い
と
こ
ろ

で
生
き
方
に
つ
い
て
、
あ

る
い
は
宗
教
に
つ
い
て
徹

底
的
に
考
え
る
。
そ
こ
か

ら
受
験
勉
強
に
入
っ
て
い

く
生
徒
も
多
い
た
め
、
入

試
日
程
が
早
ま
る
の
は
頷

け
な
い
。

　

好
奇
心
の
強
い
生
徒
が

多
く
、
一
通
り
の
体
験
は

学
校
行
事
な
ど
で
さ
せ

て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
す
べ
て
発
散

で
き
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
そ
こ
で
高
等
教
育
に

は
知
識
の
詰
込
み
で
は
な

く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

体
験
を
さ
せ
る
こ
と
を
期

待
す
る
し
、
先
生
方
に
は

多
様
な
後
姿
を
見
せ
て
ほ

し
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を

敏
感
に
感
じ
取
る
感
性
を

育
ん
で
い
る
つ
も
り
だ
か

を
一
に
す
る
こ
と
で
生
徒

の
考
え
る
力
、
表
現
す
る

力
を
よ
り
一
層
し
っ
か
り

見
よ
う
と
い
う
こ
と
。

　

本
校
は
県
内
で
ト
ッ
プ

の
女
子
校
で
全
人
教
育
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
女
子
校
ゆ
え
か
生

徒
が
こ
ぢ
ん
ま
り
と
ま
と

ま
っ
て
い
る
の
が
少
し
物

足
り
な
い
。
何
と
か
殻
を

破
り
、
も
っ
と
大
き
く
羽

ば
た
い
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い

る
。
S
S
H
は
３
期
目
で

今
年
は
最
終
年
度
と
な
る

が
、
今
年
か
ら
は
S
G
H

に
も
指
定
さ
れ
た
。「
こ

の
４
月
か
ら
女
性
活
躍
推

進
法
が
施
行
さ
れ
、
ま
す

ま
す
女
性
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
女
性
と
か

男
性
と
い
っ
た
性
別
に
関

係
な
く
意
欲
と
能
力
が
あ

れ
ば
誰
で
も
活
躍
で
き
る

社
会
を
、
女
性
目
線
で
実

現
し
よ
う
！
」
と
発
破
を

か
け
て
い
る
。

京都大学総長と
首都圏進学校校長
座談会

大
学
と

　
高
校
の

対
話
を
続
け
よ
う
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ら
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
を

見
な
が
ら
、
自
分
の
将
来

を
思
い
描
い
た
り
、
学
ぶ

べ
き
こ
と
を
見
つ
け
た
り

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。

　

理
系
、
文
系
に
つ
い
て

言
え
ば
、
本
校
は
リ
ベ
ラ

ル
ア
ー
ツ
教
育
の
学
校
だ

か
ら
、
高
２
ま
で
は
ほ
ぼ

必
修
。
高
３
で
は
受
験
対

策
上
や
む
を
得
ず
選
択
科

目
を
設
け
て
い
る
が
、
理

系
、
文
系
を
意
識
し
な

い
生
徒
が
多
く
、
大
学

へ
入
っ
て
か
ら
進
路
変
更

す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ

は
そ
の
時
の
興
味
、
関
心

に
従
っ
て
の
こ
と
か
も
し

れ
な
い
が
、「
自
分
が
ど

う
い
う
と
こ
ろ
で
用
い
ら

れ
る
の
か
を
察
知
し
な
が

ら
、
そ
の
方
向
に
進
ん
で

い
く
べ
き
だ
」
と
い
う
、

私
た
ち
が
６
年
間
言
い
続

け
て
い
る
こ
と
の
一
つ
の

表
れ
で
も
あ
る
と
思
う
。

　

６
年
間
、
自
由
の
中
で

個
を
大
切
に
す
る
教
育
を

徹
底
し
て
い
る
か
ら
、
校

内
で
は
競
争
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。皆
勤
賞
も
な
く
し
、

他
に
○
○
賞
な
ど
と
い
う

も
の
も
設
け
ず
、
競
い
合

う
の
で
は
な
く
、
個
々
の

特
性
を
認
め
合
っ
て
学
ん

で
い
く
姿
勢
を
育
ん
で
い

る
。
中
学
の
間
は
多
少
ぶ

つ
か
り
合
う
こ
と
も
あ
る

が
、
高
校
に
な
る
と
、
一

人
ひ
と
り
の
よ
さ
を
し
っ

か
り
認
め
、
互
い
に
高

め
あ
っ
て
い
く
よ
う
に
な

る
。

　

入
試
に
つ
い
て
は
大
学

に
は
求
め
る
生
徒
像
を
明

確
に
し
て
も
ら
っ
て
、
お

互
い
が
相
思
相
愛
で
進
学

で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て

い
る
。

　

京
都
大
学
へ
は
昨
年

は
な
ぜ
か
２
ケ
タ
進
学
し

た
。
も
ち
ろ
ん
毎
年
続
く

と
は
限
ら
な
い
。
本
校
で

も
、
京
都
大
学
へ
進
ん
だ

卒
業
生
が
夏
休
み
に
戻
っ

て
、
楽
し
い
と
か
、
自
由

な
学
間
の
都
だ
な
ど
と

し
き
り
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
の
を
見
か
け
た
。
入

学
後
た
い
へ
ん
よ
い
印
象

を
得
た
の
だ
と
感
じ
て
い

る
。

山
極
：
ア
メ
リ
カ
の
大
学

で
は
、
し
っ
か
り
人
生
設

計
を
さ
せ
て
い
る
と
い
う

話
が
あ
っ
た
が
、
今
の
日

本
で
は
、
学
部
学
生
の
イ

メ
ー
ジ
は
昔
の
高
校
生
に

近
い
。
そ
の
た
め
、
人
生

の
目
標
を
き
ち
ん
と
決
め

て
い
な
い
段
階
で
大
学
、

学
部
・
学
科
を
選
ん
で
い

る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
か

ら
、学
び
直
し
が
で
き
る
、

あ
る
い
は
も
う
少
し
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
選
択
が
で
き

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
京
都
大
学
で
も
総

合
人
間
学
部
は
文
理
融
合

だ
。
ま
た
、
一
年
に
入
っ

た
学
生
を
学
問
の
最
先
端

に
誘
導
す
る
I
L
A
S

（
ア
イ
ラ
ス
）
セ
ミ
ナ
ー

（
旧
ポ
ケ
ッ
ト
・
ゼ
ミ
）

も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を

受
講
す
る
こ
と
で
自
分
の

向
い
て
い
る
も
の
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
転
学
部

は
、
入
試
の
成
績
も
関
係

し
て
簡
単
で
は
な
い
が
、

で
き
な
い
場
合
で
も
、
他

の
学
部
の
授
業
は
取
れ
る

し
単
位
も
も
ら
え
る
。
大

学
院
進
学
時
の
進
路
変
更

は
や
り
や
す
い
。

宮
本
：
本
校
の
教
育
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
《
大
き
な

器
》。
ど
ん
な
時
代
に
な

り
、
ど
ん
な
価
値
観
や

考
え
方
が
現
れ
て
も
、
そ

れ
を
受
け
入
れ
ら
れ
る

器
の
大
き
な
人
間
を
育

て
た
い
。
本
校
で
し
か
で

き
な
い
様
々
な
体
験
を
通

じ
て
、「
こ
ん
な
見
方
が

あ
っ
た
」、「
こ
ん
な
世
界

が
あ
っ
た
」、「
こ
ん
な
人

が
い
た
」
と
い
う
よ
う
に
、

い
ろ
ん
な
見
方
、
考
え
方

を
育
て
て
い
る
。

　

器
の
底
が
人
間
性
。
い

く
ら
頭
が
良
く
て
も
人

か
ら
信
頼
さ
れ
な
い
の
は

穴
の
開
い
た
バ
ケ
ツ
だ
と

言
っ
て
い
る
。
人
間
性
と

は
い
ろ
ん
な
人
と
交
わ
っ

て
、
も
が
き
苦
し
ん
で
一

緒
に
作
っ
て
い
く
も
の
だ

か
ら
、
他
者
と
の
か
か
わ

り
を
積
極
的
に
持
た
せ
る

よ
う
に
も
し
て
い
る
。

　

今
夏
も
た
く
さ
ん
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
た
。
大

学
の
研
究
室
や
病
院
へ
行

く
も
の
の
中
に
は
、
O
B

で
あ
る
志
摩
半
島
の
病
院

長
が
、
夏
休
み
中
、
生
徒

を
預
か
っ
て
く
れ
る
と
い

う
も
の
も
あ
っ
た
。
一
週

間
１
タ
ー
ム
で
３
人
。
期

間
中
12
人
が
お
世
話
に

な
り
、
三
重
大
学
の
医
学

部
生
な
ど
と
一
緒
に
様
々

な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
帰
っ
て
き
た
生
徒
は
、

地
方
で
医
者
に
な
る
と
目

を
輝
か
せ
て
い
た
。
ほ
か

に
は
ジ
ョ
ブ
・
シ
ャ
ド
ゥ

イ
ン
グ
で
企
業
へ
行
く
者

も
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
生
徒
に
働

く
こ
と
、
学
問
す
る
こ
と

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を

わ
か
ら
せ
る
取
組
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
が
、
大

学
同
様
、
学
校
で
で
き

る
こ
と
は
限
界
に
き
て
い

る
。
今
後
メ
ニ
ュ
ー
を
増

や
し
て
い
く
に
は
、
と
に

か
く
サ
ポ
ー
タ
ー
の
輪
を

広
げ
る
し
か
な
い
。
そ
こ

で
保
護
者
や
O
B
、
地

域
の
方
に
も
積
極
的
に
お

願
い
し
て
い
る
。
た
だ
幸

い
な
こ
と
に
、
最
近
は
自

分
た
ち
も
子
ど
も
た
ち
を

育
て
る
取
組
み
に
協
力
し

よ
う
と
い
う
理
解
の
あ
る

方
が
増
え
て
い
て
、
と
て

も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

る
。

　

高
田
先
生
の
と
こ
ろ
と

は
反
対
で
、
女
子
が
元
気

だ
。
保
護
者
も
、
校
風
を

理
解
し
た
上
で
子
供
を
入

学
さ
せ
て
い
る
か
ら
か
、

女
子
の
方
が
海
外
へ
も
行

く
し
、
国
内
で
も
遠
方
の

大
学
に
進
学
す
る
の
を
あ

ま
り
躊
躇
し
な
い
。

　

自
由
な
校
風
と
い
う
こ

と
で
、
本
校
と
同
じ
に
お

い
が
す
る
と
思
っ
て
い
る

の
か
、
彼
ら
な
り
の
捉
え

方
が
あ
る
の
か
、
と
に
か

く
京
都
大
学
へ
の
進
学
者

が
多
い
。
今
年
は
15
名
、

昨
年
は
16
名
、
一
昨
年
は

15
名
と
、
最
近
で
は
東
日

以
外
は
公
、
私
立
大
学
へ

進
む
わ
け
だ
か
ら
、
記
述

式
も
私
立
大
学
が
採
用
し

て
く
れ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。
ま
た
記
述
式
を
大

学
側
が
採
点
す
る
と
な
る

と
、
私
立
大
学
の
一
般
入

試
の
判
定
に
は
間
に
合
わ

な
い
か
ら
、
一
部
の
私
立

大
学
以
外
は
採
用
し
な
い

だ
ろ
う
。
こ
の
ま
ま
で
は

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
を
占
め
る

私
立
大
学
を
目
指
す
生
徒

へ
の
影
響
は
限
定
的
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
危
機

感
を
抱
い
て
い
る
。

杉
山
：
東
京
大
学
、
京
都

大
学
を
目
指
す
生
徒
は
論

述
力
も
そ
れ
な
り
に
鍛
え

て
い
る
。
や
は
り
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
私

大
受
験
層
。
学
力
に
も
バ

ラ
つ
き
が
あ
る
。
そ
こ
に

ど
う
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

る
の
か
。
今
言
わ
れ
た
よ

う
に
、
そ
こ
が
活
用
し
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
や
は
り
個
別
入
試
、

特
に
上
位
や
志
願
者
の
多

い
大
学
が
そ
れ
を
変
え
る

こ
と
が
、
高
校
に
は
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
る
と
思
う
。

鈴
木
：
私
が
ず
っ
と
疑
心

暗
鬼
な
の
は
、
私
学
が
そ

う
簡
単
に
は
動
か
な
い
と

考
え
る
か
ら
だ
。
と
な
る

と
、
東
京
大
学
、
京
都
大

学
を
目
指
す
生
徒
に
と
っ

て
は
実
質
的
に
は
変
わ
ら

な
い
の
だ
か
ら
、
結
局
何

も
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

山
極
：
逆
に
高
校
教
育
の

質
を
変
え
る
の
に
、
入
試

改
革
と
は
異
な
る
方
法
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い

は
そ
の
必
要
は
そ
も
そ
も

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

鈴
木
：
い
や
変
え
る
必
要

は
あ
る
。

山
極
：
大
学
も
教
育
の

質
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
。
今
回
の
改
革
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
履
修
主
義

か
ら
習
得
主
義
へ
の
転
換

で
、
単
位
取
得
よ
り
も
能

力
を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け

さ
せ
る
方
向
に
動
い
て
い

る
。
G
P
A
制
度
を
作
っ

て
自
分
の
成
績
を
ポ
ー
タ

ブ
ル
に
し
、
大
学
間
の
流

動
性
を
高
め
る
。
ど
ん
な

単
位
を
取
っ
た
か
で
は
な

く
、
ど
う
い
う
能
力
を
身

に
つ
け
た
か
。
こ
れ
は
学

び
直
し
を
す
る
に
も
不
可

欠
だ
。
C
A
P
制
を
導

入
し
、
単
位
を
た
く
さ
ん

取
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
も

し
た
。
無
計
画
に
授
業
を

受
け
て
単
位
を
取
る
こ
と

が
、
能
力
を
高
め
る
こ
と

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い

う
反
省
も
あ
る
。
統
計
で

は
成
績
の
い
い
学
生
ほ
ど

受
講
数
は
少
な
い
。
能
力

を
高
め
る
た
め
に
講
義
を

厳
選
し
て
い
る
か
ら
だ
。

成
績
の
悪
い
学
生
は
た
く

さ
ん
受
講
し
て
半
分
以
上

落
と
し
、挫
折
を
味
わ
う
。

だ
か
ら
履
修
指
導
が
い
る

し
、
京
都
大
学
も
授
業
改

革
を
始
め
て
い
る
。

　

高
校
で
は
、
生
徒
に
卒

業
資
格
を
与
え
る
権
限
は

校
長
先
生
が
お
持
ち
だ
。

し
か
し
、
卒
業
資
格
を
与

え
る
基
準
に
つ
い
て
、
高

校
間
で
合
意
が
で
き
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
こ

に
一
定
の
基
準
が
な
い
こ

と
も
、
今
回
の
改
革
を
促

す
一
因
だ
ろ
う
。
こ
の
点

に
関
し
て
高
校
側
で
の
積

極
的
な
取
組
な
ど
あ
れ
ば

聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

大
野
：
東
京
都
は
学
力

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
導
入
し

て
、
質
保
証
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
記
述
式
に
つ

い
て
一
つ
考
え
ら
れ
る
の

は
、
定
期
試
験
で
徹
底
的

に
書
か
せ
る
こ
と
。
入
試

で
課
す
と
な
る
と
課
題
も

あ
る
が
、
校
内
で
鍛
え
る

の
で
あ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
に

こ
そ
な
れ
マ
イ
ナ
ス
に
は

な
ら
な
い
。

山
極
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
少
し
話
は
逸
れ

る
が
、
指
定
国
立
大
学

法
人
制
度
が
、
来
年
４

月
か
ら
始
ま
る
。
手
を

挙
げ
る
大
学
は
海
外
に
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
を
作
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
一
つ
で

あ
る
必
要
は
な
い
が
、
文

部
科
学
省
が
想
定
し
て

い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
大

学
。
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に

自
己
資
金
を
増
や
す
と
い

う
も
の
だ
。
ド
イ
ツ
の
大

学
を
み
る
と
授
業
料
は
無

償
で
、
授
業
を
受
け
る
権

利
を
す
べ
て
の
若
者
に
与

え
て
い
て
、
学
生
の
流
動

性
も
高
い
。
職
業
大
学
と

大
学
と
は
区
別
さ
れ
て
い

て
、
大
学
生
は
大
学
院
へ

行
く
。
奨
学
金
制
度
が
充

実
し
て
い
る
と
は
い
え
、

私
立
中
心
で
授
業
料
の
高

い
ア
メ
リ
カ
の
大
学
と
は

ず
い
ぶ
ん
違
う
。

　

私
は
、
日
本
の
大
学

が
ど
こ
を
目
指
す
べ
き
か

を
考
え
る
際
に
は
、
高
校

の
先
生
が
生
徒
に
ど
の
よ

う
な
人
間
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
考
え
、
ど
の
よ
う
に

教
育
し
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
も
よ
く
お
聞
き
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
入
試
改
革
に
つ
い
て

も
同
様
だ
。
大
学
と
し
て

は
高
校
教
育
の
質
的
向
上

に
期
待
し
て
い
る
が
、
ど

う
い
う
能
力
を
持
っ
た
生

徒
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

か
も
含
め
て
、
高
校
生
や

高
校
の
先
生
の
考
え
を

も
っ
と
理
解
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
入
試

で
隔
て
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
対
話
を
深

め
、
高
校
か
ら
の
バ
ト
ン

を
し
っ
か
り
受
け
取
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

森
上
：
本
日
は
み
な
さ
ま

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

山
極
：
今
日
お
集
り
の
学

校
に
と
っ
て
、
最
大
の
関

心
事
は
希
望
者
テ
ス
ト
の

行
処
だ
ろ
う
。
記
述
式
を

入
れ
る
こ
と
で
、
高
校
教

育
の
質
は
本
当
に
変
わ
る

の
だ
ろ
う
か
。

武
内
：
あ
る
高
大
接
続
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
施

策
を
作
る
側
の
方
が
、
東

京
大
学
、
京
都
大
学
が

個
別
に
出
す
思
考
力
を
問

う
記
述
式
問
題
の
受
験

生
は
２
万
人
程
度
し
か
い

な
い
。
し
か
し
50
万
人
以

上
が
受
験
す
る
セ
ン
タ
ー

試
験
に
入
れ
れ
ば
、
大

学
は
記
述
力
、
ひ
い
て
は

思
考
力
を
見
て
い
る
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
広
範
囲

に
伝
わ
る
と
言
わ
れ
て
い

た
。
目
か
ら
鱗
だ
っ
た
。

た
だ
短
文
記
述
で
思
考
力

を
測
れ
る
の
か
と
い
う
思

い
も
あ
る
。
本
校
に
つ
い

て
言
え
ば
、
生
徒
の
多
く

は
記
述
式
の
あ
る
個
別
試

験
を
受
験
す
る
か
ら
、
セ

ン
タ
ー
試
験
が
従
来
の
ま

ま
で
あ
っ
て
も
何
ら
変
わ

ら
な
い
。
た
だ
60
％
あ
ま

り
の
国
立
大
学
の
学
部
が

国
語
、
小
論
文
、
総
合

問
題
の
い
ず
れ
も
課
さ
な

い
と
い
う
現
状
が
あ
る
以

上
、
全
体
を
見
て
い
る
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
導
入
し

た
い
の
は
よ
く
わ
か
る
。

山
極
：
お
っ
し
ゃ
る
通
り

だ
が
、
50
数
万
人
の
セ
ン

タ
ー
試
験
受
験
者
の
う

ち
、
国
立
大
学
へ
入
学
す

る
の
は
約
10
万
人
。
そ
れ

本
で
最
多
だ
。
卒
業
生
が

部
活
を
通
じ
て
後
輩
を
誘

う
な
ど
、
す
で
に
一
つ
の

流
れ
も
で
き
て
い
る
よ
う

だ
。
器
の
大
き
く
な
り
そ

う
な
生
徒
は
東
京
大
学
だ

け
で
な
く
京
都
大
学
を
は

じ
め
自
分
が
活
か
せ
そ
う

な
大
学
を
選
ん
で
い
る
と

い
う
印
象
も
あ
る
。

山
極
：
東
京
で
育
っ
た
高

校
生
が
京
都
で
学
生
生

活
を
送
る
の
は
と
て
も
い

い
こ
と
だ
と
思
う
。
京
都

市
は
人
口
1
4
7
万
人

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し

て
は
最
適
の
規
模
。
10

人
に
一
人
が
学
生
と
い
う

こ
と
で
、
市
民
の
学
生
を

見
る
目
も
違
う
。
東
京

で
は
単
に
学
生
だ
が
、
京

都
人
に
と
っ
て
は
風
景
の

一
つ
。
隣
人
で
あ
り
、
仕

事
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人

で
あ
り
、
自
分
た
ち
が
育

て
る
対
象
で
も
あ
る
。
文

化
は
肌
で
感
じ
る
も
の
だ

か
ら
、
接
触
の
仕
方
が
深

い
と
文
化
は
よ
く
染
み
つ

く
。
特
に
女
子
は
、
伝
統

や
文
化
を
利
用
し
た
し
た

た
か
な
生
き
方
を
覚
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
新

し
い
こ
と
に
順
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
東
京
で

は
、
個
を
確
立
し
、
な
お

か
つ
利
害
関
係
を
し
っ
か

り
認
識
し
た
う
え
で
人
間

関
係
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
京
都
に
は
、

意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

が
こ
の
文
化
に
す
が
っ
て

い
け
ば
な
ん
と
か
な
る
と

い
う
雰
囲
気
が
あ
る
。
東

京
の
生
徒
に
と
っ
て
、
こ

れ
は
新
鮮
な
は
ず
だ
。

あ
ら
た
め
て
入
試
改
革
の
原
点
に
つ
い
て
考
え
よ
う
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先
頃
、
2
0
1
6
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
に
東
京
工
業
大
学
特
任
教

授
の
大
隅
良
典
先
生
が
選
ば
れ
、日
本
人
の
受
賞
は
医
学
・
生
理
学
賞
と
し
て
は

2
年
連
続
、
理
系
部
門
で
は
3
年
連
続
と
な
り
ま
し
た
。い
ず
れ
も
初
の
快
挙

で
、
研
究
の
国
際
競
争
力
に
対
す
る
危
機
感
が
強
ま
る
中
、
次
の
時
代
を
担
う

人
々
に
大
き
な
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。本
誌
で
は
今
年
も
、

今
号
と
次
号
で
、
ス
ス
メ
！
理
系
を
特
集
し
ま
す
。ま
ず
は
、
今
や
キ
ー
ワ
ー
ド

と
も
な
っ
た
、高
大
連
携
に
関
わ
る
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
で
す
。

Ⅰ
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御園　真史
島根大学教育学部数理基礎教育講座准教授、　博士（学術）第50回

どうして
　　 を学ぶの ?数学 50回の連載を振り返る

みなさん、こんにちは。本誌に2006年から「どうして数学を学ぶの？」
というテーマで連載を開始して50回目を迎えました。気づいてみれば、
あっという間に10年が経過しました。おそらく、当時読んでくれた高校
生のみなさんは、とうに大学も卒業され多くは社会で活躍されているこ
とと思います。

この間、私自身も所属が変わりましたし、研究の内容も大きく変化し
てきました。50回という節目に当たる今回、今までに書いてきたことを少
し振り返ってみたいと思います。
■これまで書いてきたこと

私は、大学在学中から「教育」、特に、教科でいうと「数学」に携わっ
てきました、数学を学ぶのも考えるのも楽しいですし、数学はいろいろ
な場面で役に立つという認識をもっています。しかし、みなさんの中には、
高い意識をもって数学を学んでいる人もおられると思いますが、数学を
学ぶ意味や意義をなかなか見いだせず、数学を避けるようになったり、
受験勉強のためと割り切っている人も見受けられます。そこで、せっか
く時間をかけて学ぶわけですから、少しでもみなさんの将来にプラスに
なれればと思い、本連載を続けてきました。

これまでに書いた内容を分類すると、以下のようになると思います。
1．数学は社会などでどのように利用・活用されているのか

算数は日常生活に密着しているけれども、数学は学年が上がるに
つれて、だんだん日常生活とはかけ離れていくといった意見をよく耳にし
ます。確かに、私たちの日常生活ではそれほど高度な数学は必要な
いかもしれません。しかし例えば、何かの製品の設計、社会で起こる
現象や自然科学の数理的な考察などでは、数学は当たり前に使われ
ています。ただ残念ながら、高校では、こういったことを考える機会が
あまりないかもしれませんから、本連載では、例えば以下のようなテー
マを取り上げました。

・第3回　論理演算回路で計算機がつくれる！
　「～でない」、「かつ」、「または」という論理に関することは数学Aでも学
びますが、これを電子回路として組むと、計算機ができるという話です。
・第15回　音楽と等比数列
　ドレミファソラシドに半音も加えた12音階は、音波の振動数（周波数）
で表すと等比数列になっています。最近は教科書のコラムなどにも顔を
出しているかもしれませんが、こうした内容は、今後も取り上げていく必要
があると感じています。
2．数学で出てくる概念について

ひとくちに数学といっても、いろいろな概念が出てきます。例えば、「ベ
クトル」や「数列」、「関数」なども概念といえます。数学では、定義
をきちんと行っていく場合も多いですが、それを形式的に暗記するだけ
ではなく、それらの概念に対する見方や考え方もあわせて深めていく
必要があるでしょう。
・第22回　曲率のはなし

高校の範囲ではありませんが、大学で学ぶ幾何学では「曲率」と
いう概念がベクトル解析等で出てきます。曲がり具合を数値で表そうと
いう発想で、道路標識などにも「曲率半径」という形で登場しています。
・第32回～第33回　いろいろな平均のはなし

平均というと、たいていの場合、データをすべて足し、それをその
個数で割る「相加平均」のイメージが強いと思います。しかし、それ
以外にも相乗平均、調和平均などもあり、どんな場面で考えるのかによっ
て使い分ける必要があるという話でした。
3．数学の学び方について

日ごろ指導していながら感じていることを基に書いています。
・第40回　数学の教科書の読み方

上記「2」と重複しますが、「概念理解」の大切さについて書くとともに、
教科書を中心にした「論理展開の理解」の大切さについて触れました。

例えば、中学校でも習った平方根の公式に a > 0，b > 0 のとき、√
a√b = √–ab というものがあります。この公式を覚えている人は多いと思い
ますが、どうして成り立つかを説明できるでしょうか。教科書の中のストー
リーを理解することは、「数学がわかる」ということの一つの重要なファ
クターだと思います。もちろん数学の教科書といえども説明が完璧とは
限りません。うまくお茶を濁したり、省略したりしていることもあります。こ
のことに気づくようになれば、かなり実力が上がっていると考えることが
できます。
・第36回　乱数を用いて円周率の近似値を求めよう

この前の回にも登場した、Excelでシミュレーションを行い、円周率
の近似値を求める方法について書きました。単に問題集を解くだけで
はなく、実際に手を動かし時には実験も行い、結果について考察して
いくという経験もとても重要だと思います。
■教育を取り巻く時代の変化

本連載を書き始めた頃の学習指導要領（カリキュラム）は、現在
のものよりも一つ前のもので、科目構成も今とは異なっていました。しか
し今は、「数学活用」という科目もあるように、「数学が社会などでどの
ように使われているのか」について考えることも重視されてきていると思
います。また、全国各地のＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）で
は、課題学習などで、将来を見据えた研究に取り組む事例も増えてき
ているようです。そして次の学習指導要領では、こうしたエッセンスを、
いろいろな学校で実現できるよう、いわゆるアクティブ・ラーニング、最
近の言い方では「主体的・対話的で深い学び」にも注目が集まって
きています。「深い学び」では、おそらく、「2」や「3」で述べている
ようなことがますます大事になってくると思います。

今後も、読者のみなさまに少しでもお役に立てるよう執筆を続けて
まいりたいと思いますので、引き続きのご愛読をよろしくお願いいたし
ます。

ス
ス
メ
！
理
系

９
月
18
日
（
日
）
と
19

日
（
月
・
祝
）、
平
成
28
年

度
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
キ
ャ
ン
パ
ス
（
Ｇ
Ｓ
Ｃ
）」

全
国
受
講
生
研
究
発
表
会

が
一
橋
大
学
一
橋
講
堂
で

開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、

優
秀
賞
16
件
が
決
定
さ
れ

た
。グ

ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
科
学
技

術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
：
理

事
長
濵
口
道
成
）
が
平
成

26
年
度
か
ら
推
進
す
る
事

業
で
、
大
学
な
ど
と
協
力

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で

き
る
科
学
技
術
系
人
材
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
卓

越
し
た
意
欲
・
能
力
を
持
つ

高
校
生
な
ど
を
募
集
・
選
抜

し
、
国
際
的
な
活
動
を
含
む

高
度
で
体
系
的
な
理
数
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
実

施
す
る
取
り
組
み
。 

平
成

28
年
度
は
、
北
海
道
大
学
、

東
北
大
学
、
宇
都
宮
大
学
、

埼
玉
大
学
、
筑
波
大
学
、
名

古
屋
大
学
、
金
沢
大
学
、
福

井
大
学
、
京
都
大
学
、
大
阪

大
学
、
岡
山
大
学
、
広
島
大

学
、
九
州
大
学
、
慶
應
義
塾

大
学
、
東
京
理
科
大
学
の
15

大
学
が
実
施
。

今
年
で
３
回
目
と
な
る

人
た
ち
に
は
、
是
非
と
も
将

来
の
日
本
を
リ
ー
ド
す
る

人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
そ

の
過
程
で
大
切
な
こ
と
は
、

“
挑
戦
”
と
“
輪
”
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
発
表
会
に
も

全
力
で
挑
戦
し
て
、
科
学
研

究
で
重
要
な
良
い
輪
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
機
会

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
。審

査
は
、
次
世
代
の
科

学
者
に
求
め
ら
れ
る
科
学

的
探
究
能
力
の
獲
得
度
合

い
や
、
研
究
の
専
門
的
達

成
水
準
の
ほ
か
、
研
究
の

意
義
や
貢
献
を
適
切
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
な
ど
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
た
。 

そ
の
結
果
、

生
物
の
部
６
件
、
化
学
の

部
２
件
、
数
学
・
地
学
・

環
境
・
物
理
の
部
２
件
、

工
学
・
情
報
の
部
３
件
、

総
合
・
そ
の
他
の
部
３
件

の
計
16
件
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
。 

受
賞
者
の
橋
本
朝
陽
（
ハ

シ
モ
ト 

ア
サ
ヒ
）
さ
ん

（
北
海
道
大
学
受
講
生
・
北

海
道
立
札
幌
西
高
等
学
校

２
年
）
が
参
加
の
動
機
を

「
学
校
で
Ｇ
Ｓ
Ｃ
を
知
り
、

楽
し
そ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
科
学
に
触
れ
た
い

と
思
い
参
加
を
決
め
ま
し

た
」
と
語
れ
ば
、
G
S
C

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、

「
高
校
の
授
業
で
は
味
わ
え

な
い
、
答
え
の
な
い
問
題

に
立
ち
向
か
う
面
白
さ
を

感
じ
ま
し
た
」（
星
野
成
美

さ
ん
：
宇
都
宮
大
学
受
講

生
・
宇
都
宮
中
央
女
子
高

校
2
年
）「
他
大
学
の
先
生

方
か
ら
、
厳
し
い
け
ど
う

れ
し
い
指
摘
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後

の
研
究
の
改
善
に
つ
な
げ

た
い
と
思
い
ま
す
」（
田
渕

宏
太
朗
さ
ん
：
筑
波
大
学

受
講
生
・
南
山
高
校
男
子

部
2
年
）
等
の
声
が
聞
こ

え
た
。
ま
た
将
来
の
夢
に

つ
い
て
田
渕
さ
ん
は
、「
目

標
は
宇
宙
飛
行
士
で
す
。

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に

は
ま
ず
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
を

目
指
し
ま
す
」
と
力
強
く

語
っ
た
。

最
後
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス

推
進
委
員
会
委
員
長
の
坂

口 

謙
吾
東
京
理
科
大
学
嘱

託
教
授
は
「
従
来
の
高
大
連

携
は
高
校
に
大
学
か
ら
人

が
出
向
く
場
合
が
多
い
が
、

G
S
C
で
は
高
校
生
が
大

学
の
研
究
室
に
来
る
の
で
、

発
表
会
で
は
、
同
事
業
を
26

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
13

大
学
の
受
講
生
約
１
０
０

名
が
集
ま
り
、
計
53
件
の
ポ

ス
タ
ー
発
表
を
行
い
、
日
頃

の
研
究
活
動
の
成
果
を
披

露
し
た
。

開
会
式
で
安
藤
慶
明
・

J
S
T
総
括
担
当
理
事
は

「
み
な
さ
ん
の
よ
う
な

科
学
と
学
問
が
大
好
き
な

優秀賞に１６件が選ばれる
「グローバルサイエンスキャンパス（ＧＳＣ）」
平成２８年度第３回全国受講生研究発表会

(ポスター
番号順）

No.
実施機関 発表者 発表テーマ

１ 筑波大学 落合一翔 ナガコガネグモの嗅覚と味覚を探
る

２ 宇都宮大学 星野成美 カラスはヒトの視線を気にするの
か

３ 筑波大学 大輪奏太朗 植物ホルモンのジベレリンとオー
キシンが花粉管に与える影響

４ 筑波大学 高瀬由杏 擬似微小重力環境下におけるトマ
トの成長

５ 大阪大学 伊藤雄氣
寄生虫の種によって宿主の種を
知る～コウイカ類の分類学的研
究～

６ 筑波大学 内山龍人
セミの羽化殻はなぜ集まる？
～フェロモンのような物質の存在
を検証する～

７ 京都大学 長谷部依央 ルブレン蒸着膜の光誘起酸化反
応過程の分光計測

８ 大阪大学 山下龍之介 水はどうやって冷える? ～密度の
温度依存性と対流～

９ 京都大学 安田紗菜 粒子サイズを再現した砂柱の崩
壊シミュレーション

１０ 広島大学 繁桝鳳康 ゴム弾性と緩和現象～弾性ヒス
テリシスから物語る～

１１ 東京理科大学 本坊優吾
エネルギー問題への挑戦-音で発
電できるのか
-発電都市Tokyoを目指して-

１２ 筑波大学 田渕宏太朗 ファンプロペラの効率アップ
-風を変えるシンプルな表面加工-

１３ 慶應義塾大学 舛村康成 複数台ロボットの協調制御に基づ
く搬送動作の実現

１４ 北海道大学 勝濵直椰
池田和幸

リモートセンシングによるコーヒーさ
び病のモニタリング手法の開発

１５ 北海道大学 小林ゆい

D e v e l o p m e n t  o f  l o w - c o s t 
meteoro log ica l　measurement 
system for hyper-denseobservation　
of snowstorm-induced poor visibility
稠密気象観測を目指した吹雪視
程障害判定気象装置の
開発

１６ 北海道大学 橋本朝陽
インドネシア森林火災発生危険
性のための指標の開発
～土壌スペクトル計測を通して～

研
究
室
の
環
境
や
活
動
を

見
ら
れ
る
。
こ
の
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
い
し
、
こ
の
状
況
は

実
質
的
に
高
校
と
大
学
院

の
連
携
で
あ
る
。
ま
た
、
指

導
に
当
た
る
教
員
や
大
学

院
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
高

校
生
の
た
く
ま
し
さ
や
上

昇
志
向
の
強
さ
が
大
き
な

刺
激
に
な
っ
て
い
る
」
と
し

て
、
３
年
目
を
迎
え
た
Ｇ
Ｓ

Ｃ
に
つ
い
て
、「
研
究
内
容

も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力
も
確
実
に
向
上
し
て
き

ま
し
た
。
受
講
生
は
、
研

究
手
法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
自
分
で
考
え
や
っ
て
み

る
と
い
う
研
究
者
と
し
て

の
基
本
姿
勢
を
身
に
つ
け

て
き
た
の
で
、
今
後
更
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
く
で

し
ょ
う
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
卒
業
生
が
将
来
一
流
の

研
究
者
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
、
大
会
の
総
評
を
述
べ

た
。尚

、
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
発
表
者
の
数
名
は
、
11

月
５
日
（
土
）
の
Ｊ
Ｓ
Ｔ

主
催
サ
イ
エ
ン
ス
ア
ゴ
ラ

２
０
１
６
で
、
研
究
者
と

の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

参
加
し
、
更
な
る
研
鑽
を

重
ね
る
予
定
。

進路の
ヒント

1
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今
な
ぜ
学
部
改
革
な

の
か
。６
＋
１
と
早
め
の

コ
ー
ス
配
属
が
特
徴　

本
学
部
は
開
設
さ
れ
て
今

年
で
12
年
目
。
当
時
と
現
在
と

で
は
I
C
T
（
情
報
通
信
技

術
）
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
身
の
回
り
の
も
の
で
言
え

ば
、
当
時
は
ス
マ
ホ
は
な
く
携

帯
電
話
が
主
流
で
、
L
I
N
E

な
ど
の
S
N
S
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
研
究
開
発

の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
や

製
品
、
そ
れ
を
支
え
る
知
識

や
技
術
も
、
個
々
の
教
員
が

学
ん
で
き
た
も
の
と
ほ
ぼ
一

対
一
で
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
日
、
単
一
の
知
識
・

技
術
で
対
応
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
や
製
品
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

す
べ
て
に
亘
っ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
技
術
を
は
じ
め
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
や
画
像
処
理
、

ま
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
系
や
ク

ラ
ウ
ド
系
の
技
術
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
技
術
を
統
合
す

る
必
要
が
あ
り
、
融
合
型
の
知

識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。「
あ
の

サ
ー
ビ
ス
・
製
品
に
つ
い
て
学

ぶ
な
ら
あ
の
学
科
」、
な
ど
と

い
う
考
え
方
は
も
は
や
通
用

し
な
い
と
言
っ
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。
教
員
の
研
究
テ
ー
マ

自
体
も
変
化
し
て
き
て
い
て
、

一
番
近
い
研
究
を
し
て
い
る

教
員
が
隣
の
学
科
に
い
る
と

い
っ
た
こ
と
や
、
学
科
の
枠
を

超
え
た
共
同
研
究
な
ど
も
珍

し
く
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

当
然
、
学
ぶ
側
に
と
っ
て
も
事

情
は
同
じ
で
す
。

そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
４
つ

の
学
科
（
情
報
シ
ス
テ
ム
、
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
メ

デ
ィ
ア
情
報
、
知
能
情
報
）
を

情
報
理
工
学
科
の
１
学
科
に

集
約
す
る
と
と
も
に
、
専
門

性
を
深
め
る
必
要
は
あ
る
の

で
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
り

を
も
っ
た
科
目
を
集
め
て
６

つ
の
コ
ー
ス
※
を
用
意
し
ま
し

た
。
た
だ
し
、
予
め
コ
ー
ス
あ

り
き
で
は
な
く
、
情
報
理
工
学

部
と
し
て
必
要
な
授
業
を
ま

ず
設
計
し
、
そ
れ
を
組
み
合
わ

せ
て
コ
ー
ス
を
設
計
し
ま
し

た
。（
こ
う
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
再
編
も
や
り
や
す
く
な

り
ま
し
た
。）

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
、
自
分
が

所
属
す
る
学
科
以
外
の
授
業
を

取
れ
な
い
と
い
う
不
便
さ
は
解

消
さ
れ
、
学
生
は
専
門
性
に
加

え
て
、
広
い
分
野
か
ら
必
要
な

授
業
を
選
び
、融
合
型
の
知
識
・

技
術
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
英
語
運

用
能
力
が
あ
れ
ば
、
新
た
に
開

設
す
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
」

に
も
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

２
回
生
の
進
級
時
に
行
っ

て
い
た
学
科
配
属
を
、
１
回
生

後
期
か
ら
に
早
め
る
の
も
今
回

の
改
革
の
特
徴
で
す
。
来
年

度
か
ら
、
学
部
全
体
の
人
数
は

4
4
0
名
か
ら
4
7
5
名
に

増
え
ま
す
が
、
４
学
科
を
６
つ

の
コ
ー
ス
に
分
け
る
こ
と
で
、

１
ユ
ニ
ッ
ト
あ
た
り
の
学
生
数

は
約
1
1
0
名
か
ら
70
名
程

度
に
減
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

指
導
す
る
教
員
も
分
散
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
早
い
時

期
か
ら
、
き
め
細
か
な
指
導
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
進

級
制
度
（
進
級
の
た
め
に
単
位

数
な
ど
の
制
限
を
課
す
こ
と
）

が
厳
格
な
本
学
部
で
は
、
学
生

が
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
、
よ
り

早
い
段
階
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
が

望
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
改
革
を
検
討
・

実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
教
員

に
か
な
り
の
覚
悟
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
教
員
全
体
の
問
題

意
識
の
高
さ
と
改
革
へ
の
強
い

意
気
込
み
に
よ
り
乗
り
越
え
ら

れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

※　

シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
ト
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、先
端
社

会
デ
ザ
イ
ン
、実
世
界
情
報
、画
像
・
音

メ
デ
ィ
ア
、知
能
情
報

７
番
目
の
コ
ー
ス

「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
」

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

学
創
成
支
援
事
業
の
採
択
や

高
校
へ
の
I
B
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
導
入
な
ど
、
高
校
、
大
学
に

お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

取
組
が
加
速
す
る
中
で
、
英
語

に
よ
る
授
業
・
卒
業
研
究
で
卒

業
で
き
る
コ
ー
ス
を
用
意
し
、

国
際
学
生
（
外
国
人
学
生
）
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
は
、
各
大

学
・
学
部
に
と
っ
て
急
務
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
中
学
・

高
校
の
英
語
教
育
が
高
度
化

す
る
中
で
、
英
語
運
用
能
力
の

高
い
日
本
人
学
生
が
、
国
際
学

生
と
一
緒
に
学
ぶ
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
も
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。
さ
ら
に
他
の
6
コ
ー

ス
の
日
本
人
学
生
に
対
し
て
、

国
際
化
の
観
点
か
ら
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環

境
を
作
り
、
日
本
に
関
心
を

持
ち
留
学
し
て
き
て
い
る
国

際
学
生
と
交
流
で
き
る
場
を

提
供
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
目
的
で
、
来
年

度
の
改
編
に
合
わ
せ
て
７
番

目
の
コ
ー
ス
と
し
て
開
設
さ

れ
る
の
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー

ス
」
で
す
。

そ
も
そ
も
本
学
部
で
は
、
創

設
時
か
ら
、
I
C
T
は
国
境

の
な
い
技
術
、
国
境
を
超
え
る

た
め
の
技
術
と
考
え
て
い
ま

し
た
か
ら
、
I
C
T
を
英
語

で
学
ぶ
た
め
の
3
段
階
の
海

外
短
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
を
独
自
で
展
開
し
て
き
ま

し
た
※
。
ま
た
2
0
1
2
年

か
ら
の
5
年
間
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
専
門
能

力
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で

き
る
社
会
人
基
礎
力
を
高
め

る
た
め
の
講
義
や
問
題
発
見
・

解
決
型
学
習
（
P
B
L
）、
中

国
・
イ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
な

ど
で
の
短
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
海
外
企
業
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

「
み
ら
い
塾
」（
文
部
科
学
省
の

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進

事
業
」：
現
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
等
事
業
」）
に
も
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
高
校
生

に
も
よ
く
知
ら
れ
、
こ
れ
を
目

当
て
に
入
学
し
て
く
る
学
生

も
い
る
ほ
ど
で
す
。
国
の
助

成
の
終
わ
る
来
年
度
か
ら
は
、

正
課
に
組
み
込
ん
だ
形
で
運

営
し
て
行
く
予
定
で
す
。
海

外
研
修
へ
の
参
加
者
は
年
間

1
0
0
名
程
度
で
す
が
、
次

年
度
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見

直
し
や
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
も
検
討
し
て
お
り
、
年

間
2
0
0
名
を
目
指
し
ま
す
。

一
方
で
、
長
期
休
業
中
に
部

活
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
忙
し
い

学
生
や
、
留
学
費
用
的
に
参
加

が
難
し
い
学
生
も
い
ま
す
。
そ

こ
で
こ
う
し
た
海
外
へ
の
派

遣
と
は
別
に
、
学
内
に
グ
ロ
ー

バ
ル
環
境
を
整
備
し
よ
う
と

い
う
の
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー

ス
」
で
す
。
本
学
部
の
こ
れ
ま

で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
取

組
の
一
つ
の
到
達
点
を
表
す

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

新
学
科
で
は
、
I
C
T
に

関
す
る
基
礎
的
な
専
門
科
目

に
つ
い
て
は
す
べ
て
英
語
と

日
本
語
の
2
言
語
で
開
講
し

ま
す
。
英
語
に
よ
る
も
の
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
」
に
組

み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
英
語

に
自
信
の
あ
る
6
コ
ー
ス
の

日
本
人
学
生
に
は
積
極
的
に

受
講
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
話
す
の
は

少
々
苦
手
で
も
、
国
際
学
生

と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
本
学
部
に
限
ら

ず
、
国
際
学
生
と
身
近
に
接
し

な
が
ら
、
自
分
た
ち
だ
け
で
固

ま
っ
て
い
る
日
本
人
学
生
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
同
じ
科
目

を
2
言
語
で
開
講
す
る
こ
と

は
学
部
に
と
っ
て
負
担
の
大

き
い
こ
と
で
す
が
、
こ
う
し
た

状
況
を
打
破
す
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
い
い
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

※
１
回
生
の
３
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
工
科
大
学

へ
、２
回
生
で
は
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル

に
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
へ
、
３
回
生

以
上
で
は
イ
ン
ド
の
プ
ネ
へ
と
い
う
よ

う
に
、
参
加
条
件
を
段
階
的
に
設
け
た

も
の
。い
ず
れ
も
期
間
は
５
週
間
程
度
。

P r o f i l e

1981年大阪大学人間科学部人間科
学科（社会心理学）卒業。博士（学術）（神
戸大学）。2006年-2011年情報理工学
部 副学部長（国際プロジェクト）。2011年
-2012年情報理工学部情報コミュニケー
ション学科学科長。2011年防災フロン
ティア研究センター副センター長。2012
年-2014年総合科学技術研究機構長。
2014年情報理工学部長、情報理工学
研究科長。

立命館大学
情報理工学部学部長
仲谷　善雄先生

2004年、びわこ・くさつキャンパス（BKC）に高度情報化社会の到来を見
据えて開設された立命館大学情報理工学部。国内最大級の規模の情報系
学部として知られていますが、開設から10年以上を経過した今、一層のグ
ローバル化と先進性のさらなる追求のために大幅な改編を予定していま
す。その背景や狙い、またこれに伴って新設される、すべて英語で学んで卒
業できる「情報システムグローバルコース」（以下、「グローバルコース」）な
どについて、改革を主導した学部長の仲谷先生にお聞きしました。

変
化
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、

新
た
な
技
術
者
を
養
成

大連理工大学・立命館大学
国際情報ソフトウェア学部
　情報理工学部のグローバル化を推進
するもう一つのプロジェクトが、2013年、
大連理工大学（中国遼寧省大連市）と
の共同学部として開設された大連理工大
学・立命館大学国際情報ソフトウェア学
部。立命館大学から科目の３分の１を提供
し、教員が現地にて講義を担当する。中国
人学生が主な対象で、1学年100名の
定員。彼らは２年間現地で学んだ後、３年
次には、一定の成績を修め日本で学びた
いという希望があれば、1学年40名まで
情報理工学部に編入でき、卒業時には両
大学の学位を取得できる。今秋からは1期
生40名が３年次に編入。これによって情
報理工学部の1学年の1割弱は中国人
学生となり、すでにいる留学生（学部全体
で約50名）と、社会人も含めて短期に受
け入れている研修生も加えると学部全体
のグローバル化は一段と進む。ちなみに大
学院情報理工学研究科の留学生は50
人程度である。

立
命
館
大
学
情
報
理
工
学
部

変
わ
る
！
学
部

　　　
情報理工学部の特色ある課外活動
あいちゃれとRi-one
　ソフトウェア創作コンテスト「あいちゃれ」は、当初
は高校生のためのものだったが、年々規模が大きく
なり、今では大学生も参加できるようになり、海外か
ら参加する学生もいる。来場者は200名を超す。
十数社もの企業が協賛しており、参加者の中には
その企業に就職する者もいるなど、いいサイクルが
回っている。上位入賞者は情報理工学部のAO入
試でソフトウェアの提出が免除になり、優秀な入学
者の確保という点で貢献している。
　情報理工学部の４つある公認の団体の一つ
で、全学の重点強化クラブにもなっているのがRi-
one。Ri-oneはロボカップサッカーとロボカップレス
キューに参加している団体。ロボカップに出場する
のはドクターやポスドクが中心になっているチームが
ほとんどだが、Ri-oneは１回生から３回生までが主
力。にもかかわらず、サッカー、レスキューとも世界大
会に出場して上位に入ることも。学部としては、活
動費補助などの点で支援している。「この支援は、
他の学生や高校生に向けて、頑張っている学生は
支援するというメッセージにもなっているはず」と仲
谷先生。

全
て
英
語
に
よ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ー
ス
」も
開
設

高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

情
報
分
野
は
21
世
紀
を
先

導
す
る
重
要
で
夢
の
あ
る
学

問
分
野
で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
高

校
生
に
情
報
分
野
に
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
の
中
に
は
、
情
報
分
野

を
狭
く
と
ら
え
て
い
る
人
も

少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
と
こ
ろ
だ

と
だ
け
思
っ
て
い
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か

に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
重
要

な
ツ
ー
ル
で
す
が
、
重
要
な

こ
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
何
を
実
現
す
る
か
、
で
す
。

そ
の
意
味
で
は
、
本
学
部
で

学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
社
会
の

動
向
を
読
み
、
ユ
ー
ザ
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
て
、
社
会
に
役
立

つ
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
を

提
案
す
る
た
め
に
必
要
な
考

え
方
や
設
計
方
法
な
の
で
す
。

こ
の
意
味
で
は
、
心
理
学
や
経

営
学
と
も
親
し
い
関
係
に
あ

る
分
野
だ
と
言
え
ま
す
。
私
自

身
、
学
部
で
は
心
理
学
を
学

ん
だ
の
で
よ
く
わ
か
り
ま
す

が
、
情
報
分
野
に
は
、
人
が
使

い
や
す
い
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン

タ
フ
ェ
ー
ス
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、

人
を
楽
し
く
さ
せ
る
ゲ
ー
ム

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
人
間
の
心

理
を
理
解
し
、
心
理
学
の
知
見

を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
研
究
テ
ー
マ
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
私
の
研
究
室

で
は
、
心
理
学
の
知
見
を
用
い

て
観
光
支
援
や
日
常
生
活
支

援
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
研

究
し
て
い
ま
す
。
入
試
で
も
、

理
数
系
科
目
に
不
安
を
持
つ

高
校
生
が
受
験
し
や
す
い
よ

う
に
配
慮
し
て
き
て
い
ま
す
。

情
報
系
学
部
出
身
者
の
主

な
就
職
先
は
電
気
・
電
機
・
通

信
メ
ー
カ
ー
、
I
T
系
サ
ー

ビ
ス
企
業
で
す
が
、
自
動
車

メ
ー
カ
ー
、
金
融
、
交
通
、
官

公
庁
な
ど
、
非
常
に
幅
広
い
分

野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
今
や

I
C
T
な
し
に
事
業
を
行
え

る
企
業
は
な
く
、
そ
の
意
味
で

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
企
業
に
進

路
が
広
が
っ
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
本
学
部
の
卒
業
生
の

進
路
決
定
率
は
学
内
で
も
常

に
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
上
記

の
企
業
は
、
労
働
環
境
へ
の
意

識
が
高
く
、
福
利
厚
生
も
整
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
女
性
の
社
会

進
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
社
会
で
先

導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
企
業
が
多
く
、
ワ
ー
ク
バ
ラ

ン
ス
を
重
視
し
、
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
勤
務
形
態
を
導
入
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
本
学
部
に

来
て
頂
き
、
卒
業
後
に
は
ぜ
ひ

こ
の
よ
う
な
進
路
で
21
世
紀

の
世
界
を
創
造
し
て
行
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

本
学
部
は
、
今
年
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
去
最
高

の
動
員
数
を
記
録
し
ま
し
た
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
、
A
I

（
人
工
知
能
）
や
自
動
車
の
自

動
運
転
な
ど
、
夢
の
あ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
マ
ス
コ
ミ
を

賑
わ
せ
て
い
る
の
も
一
因
で

し
ょ
う
。
こ
う
し
た
状
況
を

見
る
と
、
I
C
T
に
対
す
る

高
校
生
の
関
心
は
急
速
に
高

ま
っ
て
き
て
い
る
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

本
学
部
を
目
指
す
高
校
生

は
、
ゲ
ー
ム
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

に
興
味
の
あ
る
人
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
や
人
間
に

興
味
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
課

題
を
I
C
T
で
解
決
し
た
い

と
い
う
高
校
生
も
多
く
い
ま

す
。
今
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活

用
と
A
I
の
進
化
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
I
C
T
と
無
縁
と

考
え
ら
れ
て
い
た
分
野
で
も
、

そ
れ
を
活
か
し
て
新
し
い
領

域
を
切
り
開
け
る
可
能
性
が

広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
大
き

く
衣
替
え
し
た
情
報
理
工
学

部
で
幅
広
く
学
び
、
時
代
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
研
究
者
、

技
術
者
を
目
指
し
て
下
さ
い
。
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法政大学の理系４学部

2017年度入試より、「インターネット出願」へ全面移行します。
一般入試は2017年1月5日（木）より出願受付を開始します。
詳しくは本学入試情報サイトをご覧下さい。

研究設備の充実した小金井キャンパス

情報科学部

理工学部

生命科学部

デザイン工学部

アイディアを情報技術で
表現することにより、新たな価値を創造
コンピュータ科学科
ディジタルメディア学科

新しい文化を構築する
「総合デザイン力」を追求
建築学科
都市環境デザイン工学科
システムデザイン学科

世界のどこでも活躍できる
マルチな理工系人材を育成
機械工学科（機械工学専修・航空操縦学専修）
電気電子工学科／応用情報工学科
経営システム工学科／創生科学科

「生命」「植物」「物質」の３領域に
基づく最新生命科学を探究
生命機能学科
環境応用化学科
応用植物科学科

※市ケ谷キャンパスT O P I C S

http://nyushi.hosei.ac.jp/ 
法政　入試 検索

理
工
学
部
応
用
情
報
工
学
科

と
画
像
に
よ
る
植
物
病
の

自
動
診
断
シ
ス
テ
ム
を

共
同
開
発　

植
物
病
理
学
が
専
門
で
、
植

物
の
病
気
の
原
因
に
つ
い
て

菌
類
や
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
病
原
微
生
物
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
診

断
や
治
療
に
も
関
わ
っ
て
い

て
、
こ
れ
ま
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
特
有
の
病
気
の
遺
伝
子
解

析
や
、
植
物
ワ
ク
チ
ン
の
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ト
ー
タ

ル
な
視
点
か
ら
植
物
の
健
康

や
病
気
を
研
究
し
、
最
終
的
に

は
病
気
の
診
断
と
予
防
や
治

療
の
た
め
の
臨
床
技
術
を
身

に
つ
け
る
植
物
医
科
学
の
確

立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
近
年
、
植

物
の
病
気
の
診
断
方
法
と
し
て

力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
画
像

に
よ
る
自
動
診
断
シ
ス
テ
ム

の
開
発
で
す
。
理
工
学
部
応
用

情
報
工
学
科
准
教
授
の
彌
冨
仁

先
生
と
と
も
に
開
発
を
目
指
し

て
い
る
も
の
で
、
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
C
N
N

（Convolutional N
eural 

Network

）を
利
用
し
て
お
り
、

こ
れ
を
ス
マ
ホ
な
ど
に
組
み
こ

み
、
病
原
体
に
感
染
し
た
葉
を

撮
影
す
る
だ
け
で
、
自
動
的
に

そ
の
病
気
を
診
断
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

従
来
、
植
物
病
の
診
断
は
肉

眼
に
よ
る
病
徴
診
断
が
主
で
す

が
、
そ
れ
に
は
長
年
の
経
験
や

蓄
え
ら
れ
た
知
識
、
熟
達
し

た
技
術
が
必
要
で
、
人
材
は
不

足
気
味
で
す
。
そ
こ
に
本
学
科

開
設
の
目
的
も
あ
る
わ
け
で
す

が
、そ
れ
を
自
動
化
で
き
れ
ば
、

経
験
の
浅
い
農
家
や
園
芸
家
の

方
で
も
診
断
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
か
ら
、
診
断
の
機
会

が
一
挙
に
広
が
り
病
気
の
早
期

発
見
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の

が
、
キ
ュ
ウ
リ
の
４
種
類
の

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
葉
と
健
全
な

葉
（
写
真
）
を
正
確
に
５
分
類

す
る
と
い
う
実
験
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
画
像
約
1
0
0
0
枚

を
訓
練
デ
ー
タ
と
し
て
シ
ス
テ

ム
に
学
習
さ
せ
、
識
別
能
力
の

評
価
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
診
断
精
度
は
８
〜
９
割
と

な
り
、
同
一
条
件
に
お
け
る
画

像
の
診
断
で
は
ほ
ぼ
満
足
で
き

る
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

I
C
T
を
使
っ
た
画
像
診

断
の
試
み
は
こ
れ
ま
で
に
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
撮
影
の
条

件
が
限
定
的
な
も
の
だ
っ
た

り
、
撮
影
し
た
写
真
の
処
理
に

膨
大
な
時
間
が
か
か
っ
た
り
す

る
な
ど
、
あ
ま
り
普
及
し
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
点
、
私
た
ち
の
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
自
動

診
断
シ
ス
テ
ム
は
、

①
画
像
に
共
通
す
る
特
徴
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
で
判
断
す

る
の
で
、
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者

が
葉
の
撮
影
条
件
を
限
定
す
る

必
要
が
な
い
。
例
え
ば
、
背
景

が
ど
ん
な
も
の
で
も
影
響
を
受

け
な
い
。

②
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
に
応
じ
た

特
徴
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
判
断

す
る
の
で
、
病
気
の
要
素
を
開

発
者
が
考
え
る
必
要
が
な
い
。

③
無
数
に
あ
る
植
物
病
（
植
物

と
病
原
体
の
組
み
合
わ
せ
）
に

対
し
て
も
、
見
本
と
な
る
訓
練

用
デ
ー
タ
を
用
意
す
る
こ
と
で

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
自
動
的
に
学

習
し
、
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

る
。と

い
っ
た
３
点
で
、
従
来
の

も
の
と
は
全
く
違
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
最
初

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
学
習
す
る

た
め
の
見
本
と
な
る
学
習
用
画

像
（
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

葉
の
写
真
）
を
与
え
ま
す
。
す

る
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
そ
れ
ぞ

れ
の
病
気
の
種
類
に
応
じ
た
特

徴
を
自
動
的
に
見
つ
け
て
学
習

し
、
病
気
を
診
断
す
る
《
識
別

器
》
を
構
築
し
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
新
た
な

画
像
に
対
し
て
も
、
ど
の
病
気

に
感
染
し
て
い
る
か
を
自
動
的

に
診
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
す
。

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
デ
バ
イ
ス

を
使
っ
て
現
場
に

お
け
る
迅
速
な
診

断
の
範
囲
を
広
げ

る
の
に
加
え
て
、

施
設
栽
培
や
植
物

工
場
で
の
定
点
観

測
、
ま
た
ド
ロ
ー

ン
等
に
搭
載
し
て
大
規
模
な
圃

場
で
の
効
率
的
か
つ
迅
速
な
観

測
を
行
う
な
ど
、
作
物
の
健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
応
用
が
期

待
で
き
ま
す
。
ま
た
大
量
の
診

断
デ
ー
タ
を
取
得
、
蓄
積
で
き

ま
す
か
ら
、
各
地
の
病
害
の
発

生
消
長
を
把
握
し
た
り
、
そ
れ

を
予
測
し
た
り
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
課
題
も
あ
り
ま

す
。
一
つ
に
は
、
植
物
品
種
や

栽
培
地
が
変
わ
る
な
ど
、
同
じ

植
物
、
同
じ
病
気
で
も
条
件
が

異
な
る
と
識
別
精
度
が
落
ち
る

こ
と
で
す
。
ほ
か
に
も
、
訓
練

用
デ
ー
タ
と
し
て
大
量
の
病
気

の
画
像
を
入
力
す
る
必
要
が
あ

り
、
人
間
が
誤
診
し
た
デ
ー

タ
を
与
え
て
し
ま
う
と
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
誤
っ
て
認
識
し
て

し
ま
う
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
を
避
け

る
た
め
に
は
、
よ
り
多
様
な
画

像
デ
ー
タ
を
学
習
さ
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
な

る
べ
く
純
粋
な
植
物
病
の
画
像

で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
り
さ
ら
に
識
別
精
度
を
上
げ

た
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
急
が
れ

ま
す
。

応
用
植
物
科
学
科

私
の
所
属
す
る
応
用
植
物
科

学
科
は
2
0
1
4
年
、「
植
物

の
健
康
を
守
る
」
総
合
科
学
を

展
開
し
よ
う
と
、
生
命
科
学

部
開
設
以
来
の
植
物
医
科
学
専

修
を
発
展
、
拡
充
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
植
物
医
科
学
、
微

生
物
学
、
植
物
病
理
学
、
応
用

昆
虫
学
等
の
植
物
保
護
に
関
す

る
実
践
的
領
域
と
、
ゲ
ノ
ム
科

学
な
ど
の
生
命
科
学
や
情
報
科

学
、
さ
ら
に
食
料
・
環
境
政
策

学
な
ど
の
社
会
科
学
分
野
が
学

べ
る
、
全
国
で
も
極
め
て
珍
し

い
学
科
で
す
。

１
年
次
の
基
礎
実
験
か
ら

２
年
次
の
応
用
実
験
、
３
年

次
の
専
門
実
験
と
実
験
科
目

も
豊
富
で
、
学
部
を
卒
業
す

る
ま
で
に
即
戦
力
と
し
て
通

用
す
る
だ
け
の
実
践
力
を
磨

き
ま
す
。
ま
た
２
年
次
に
は

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
必
修

と
さ
れ
る
な
ど
、
４
年
間
を

通
じ
て
広
い
視
野
と
問
題
解

決
力
も
養
成
し
ま
す
。
さ
ら

に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

デ
ー
ビ
ス
校
（
U
C
D
：

University of California, 
Davis

）
な
ど
へ
の
短
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
植
物
医
科
学
セ
ン
タ
ー

（
コ
ラ
ム
）
も
併
設
し
て
い
て
、

実
験
の
た
め
の
機
器
や
設
備

も
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

取
得
で
き
る
資
格
と
し
て

は
、
技
術
士
（
農
業
部
門
、
植

物
保
護
）
な
ど
の
国
家
資
格
を

始
め
、
樹
木
医
や
自
然
再
生
士

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
大
学

院
進
学
は
他
大
学
も
含
め
て
約

２
割
、就
職
先
は
食
品
や
農
業
、

種
苗
、
化
学
・
農
薬
な
ど
満
遍

な
く
散
ら
ば
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
就
職
に
強

い
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

草
花
や
樹
木
、
生
態
系
、
環

境
問
題
な
ど
に
つ
い
て
関
心
が

あ
り
、
観
察
や
実
験
、
緑
の
中

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や

実
践
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
に

は
、
楽
し
く
、
と
て
も
や
り
が

い
の
あ
る
研
究
で
す
。
本
学
科

の
あ
る
小
金
井
キ
ャ
ン
パ
ス
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
終
え
、
通
学

拠
点
と
な
る
東
小
金
井
駅
周
辺

の
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
か

ら
、
快
適
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
も
送
れ
る
は
ず
で
す
。
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学研究科先端生命科学専攻
博士課程修了後、東京大学大
学院農学生命科学研究科助
教を経て2008年から法政大
学生命科学部助教、2011年
から現職。桐蔭学園高等学校
出身。

法政大学生命科学部
応用植物科学科
専任講師
鍵和田　聡先生

人口爆発に伴う食糧危機への備えなど、農業への
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こ
れ
ま
で
に
な
い

全
く
新
し
い
二
つ
の

国
産
義
手　

私
の
専
門
は
福
祉
工
学
、
障
が
い

の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
も
の
づ
く

り
で
す
。

高
校
時
代
、
人
間
の
心
や
認
識
に

興
味
の
あ
っ
た
私
は
、
大
学
で
は
認

知
科
学
を
学
び
ま
し
た
。
卒
業
後
は

い
っ
た
ん
社
会
に
出
ま
し
た
が
、
ど

う
し
て
も
研
究
を
続
け
た
い
と
、
社

会
人
編
入
学
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
や

音
声
認
識
、
人
工
知
能
の
基
盤
と
な

る
機
械
学
習
な
ど
を
研
究
す
る
筑
波

大
学
の
研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。

電
動
義
手
と
の
出
会
い
は
筑
波
大

学
時
代
。
前
腕
切
断
者
が
作
業
に
使

用
で
き
る
義
手
が
あ
ま
り
普
及
し
て

い
な
い
こ
と
、
ま
た
義
手
処
方
数
の

85
％
以
上
が
機
能
性
の
な
い
装
飾
義

手
で
あ
る
（
円
グ
ラ
フ
）
こ
と
を
知

り
、
使
い
や
す
い
電
動
義
手
の
開
発

を
思
い
立
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ

ま
で
に
培
っ
た
技
術
を
使
っ
て
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
、
様
々
な
医
療
機

関
と
も
連
携
し
て
、
5
年
を
か
け
て

最
近
、製
品
化
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

こ
の
過
程
で
最
も
役
に
立
っ
た
の

が
3
D
C
A
D
と
3
D
プ
リ
ン
タ
、

あ
る
い
は
3
D
ス
キ
ャ
ナ
な
ど
を

使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
技
術
。
従
来
な
ら
、
試
作

品
を
作
る
の
に
か
な
り
の
期
間
と
費

用
を
要
し
ま
し
た
が
、
こ
の
技
術
を

使
う
こ
と
で
ト
ラ
イ
ア
ル
ア
ン
ド
エ

ラ
ー
が
し
や
す
く
、
製
作
時
間
も
大

幅
に
短
縮
で
き
ま
し
た
。

今
、
作
っ
て
い
る
の
は
、
先
端
が

三
本
指
（
対
向
三
指
）
で
機
能
性
に

特
化
し
たFinch

（
2
0
1
6
年

１
月
発
売
）（
写
真
１
）
と
、
装
飾

義
手
と
同
じ
リ
ア
ル
な
外
観
を
持
つ

Rehand

（
写
真
２
）
の
二
つ
。

Finch

は
、
ソ
ケ
ッ
ト
部
に
独
自

に
開
発
し
た
筋
隆
起
セ
ン
サ
を
組
み

込
み
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
マ
イ
コ

ン
で
モ
ー
タ
を
動
か
し
、
シ
ャ
フ
ト

を
伸
び
縮
み
さ
せ
て
3
本
指
の
ハ
ン

ド
を
開
閉
さ
せ
る
電
動
義
手
で
す
。

筋
隆
起
セ
ン
サ
は
汎
用
部
品
を
活
用

し
て
独
自
に
開
発
し
た
距
離
セ
ン
サ

で
、
筋
肉
の
盛
り
上
が
り
を
赤
外
線

を
使
っ
て
検
出
し
ま
す
。ハ
ン
ド
に
、

筋
電
義
手
が
通
常
用
い
る
5
本
指
で

は
な
く
3
本
指
を
使
用
し
た
の
は
、

5
本
指
の
操
作
は
ま
だ
ま
だ
難
し

く
、
普
及
さ
せ
る
に
は
、
3
本
指
で

機
能
性
に
特
化
し
た
方
が
い
い
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
そ
も
そ
も
人
間
の

手
の
持
ち
方
に
は
様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を

分
析
し
て
い
く
と
、
3
本
指
で
も
か

な
り
の
操
作
が
で
き
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
実
際
、Finch

で
は
鉛

筆
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
は
じ
め
、
日

常
生
活
で
よ
く
使
う
も
の
を
上
手
に

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
他

Finch

に
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
は
着
脱
が

し
や
す
く
、
サ
イ
ズ
も
予
め
５
種
類

を
用
意
し
て
、
そ
こ
か
ら
選
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
り
、
内
部
の
ゴ
ム

に
も
特
殊
な
も
の
を
使
い
、
抜
け
落

ち
に
く
く
し
た
り
し
て
い
る
と
い
う

ユ
ー
ザ
の
使
い
心
地
を
考
え
た
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
バ
ッ
テ
リ
内
蔵

で
す
が
、
部
品
の
数
は
極
め
て
少
な

く
、
軽
く
、
し
か
も
ロ
ー
コ
ス
ト
で

す
。

Rehand

は
、
指
に
受
動
的
な
関

節
を
使
い
、
簡
単
な
開
閉
が
で
き
、

手
先
も
1
8
0
度
回
転
す
る
だ
け

の
も
の
で
す
が
、
何
か
を
挟
ま
せ
て

お
い
て
利
き
手
で
操
作
す
る
の
に
便

利
で
す
。
ま
た
、
専
用
グ
ロ
ー
ブ
は

手
に
そ
っ
く
り
な
７
層
も
の
塗
装
を

重
ね
た
シ
リ
コ
ン
で
、
装
飾
性
に
優

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
の
義
手
は
こ

れ
ま
で
、
欧
米
か
ら
の
輸
入
品
が

ほ
と
ん
ど
で
ど
れ
も
高
額
。
し
か

も
重
い
た
め
、
せ
っ
か
く
入
手
さ

れ
て
も
途
中
で
使
わ
な
く
な
る
方

も
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
修
理
の
際

は
、
す
べ
て
メ
ー
カ
送
り
で
３

週
間
か
ら
１
か
月
は
か
か
り
ま

す
。
そ
の
点Finch

は
、
全
重
量

3
8
0
g
（
ソ
ケ
ッ
ト
を
含
む
）

で
、
一
台
10
万
円
程
度
。Finch

の

指
先
キ
ャ
ッ
プ
は
壊
れ
て
も
ユ
ー

ザ
で
も
交
換
で
き
ま
す
し
、
ど
ち

ら
も
ソ
ケ
ッ
ト
部
は
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
し
て
あ
り
交
換
も
容
易
で
す
。

軽
く
安
価
で
シ
ン
プ
ル
、
と
い
う

こ
と
で
病
院
を
中
心
に
使
っ
て
い

た
だ
く
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
義
手
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
を
付

加
し
て
家
電
な
ど
の
周
囲
の
環
境
と

連
携
す
る
I
o
T
（
も
の
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
化
や
、
学
習
機
能
を

持
た
せ
て
ユ
ー
ザ
が
よ
り
簡
単
に
操

作
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
な
ど
の

高
機
能
化
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

研
究
室
で

身
に
付
く
力

現
在
、
電
動
義
手
の
研
究
開
発

を
行
っ
て
い
る
研
究
室
は
、
全
国

に
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
実
際

に
製
品
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本

で
は
、
こ
の
よ
う
な
義
手
を
必
要

と
し
て
い
る
前
腕
切
断
者
は
約

１
万
人
。
私
た
ち
は
、Finch

を
、

リ
ュ
ウ
マ
チ
や
頚
損
で
指
先
が
少

し
し
か
動
か
な
い
人
に
第
二
の
手

と
し
て
提
案
も
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
、
市
場
と
い
う
言
い
方

を
す
る
と
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の

で
は
な
く
、
開
発
コ
ス
ト
の
回
収

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に

言
う
と
、
だ
か
ら
こ
そ
大
学
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

私
の
研
究
室
で
は
、
3
D
プ
リ

ン
タ
や
3
D
C
A
D
、
3
D
ス

キ
ャ
ナ
な
ど
を
使
っ
て
、
義
手
以

外
に
も
、
機
能
と
外
観
に
優
れ
た

障
が
い
者
用
支
援
機
器
を
研
究
開

発
し
て
い
ま
す
。
作
る
も
の
が
わ

か
り
や
す
く
、
社
会
貢
献
に
つ
な

が
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
学

生
の
人
気
は
高
い
よ
う
で
す
。
福

祉
工
学
に
は
、
道
具
と
し
て
ロ
ボ
ッ

ト
工
学
や
回
路
な
ど
の
電
子
工
学

の
知
識
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど

の
情
報
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
こ

れ
ら
技
術
の
融
合
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
応
用
力
や
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る

ユ
ー
ザ
中
心
の
発
想
を
身
に
付
け

る
に
は
最
適
な
研
究
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
製
品
開

発
に
お
い
て
は
、
多
く
の
場
合
、

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
患
者

さ
ん
と
の
個
別
対
応
が
必
要
で
す

か
ら
、
彼
ら
の
障
が
い
を
受
け
止

め
、
そ
の
上
で
最
適
な
機
器
を
提

案
す
る
と
い
う
高
度
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
さ
ら
に
言
え
ば
、

人
と
協
働
す
る
力
も
養
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

梅
田
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
、

2
0
2
0
年
の

先
へ
向
け
て

2
0
1
7
年
4
月
、
本
学
は
梅

田
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
が
誕
生
、
そ

し
て
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
＆
デ
ザ
イ
ン

工
学
部
（
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
科
、
シ

ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
、
空
間

デ
ザ
イ
ン
学
科
）
を
開
設
し
ま
す
。

私
の
研
究
室
は
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ン
工
学
科
の
所
属
と
な
り
ま
す
。

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
＆
デ
ザ
イ
ン
工

学
部
が
め
ざ
す
新
し
い
も
の
づ
く

り
と
は
、
予
め
作
り
出
す
も
の
を

決
め
て
お
く
の
で
は
な
く
、
社
会

が
求
め
る
も
の
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

必
要
な
も
の
を
作
っ
て
い
く
と
い

う
も
の
で
す
。
育
成
す
る
の
は
ユ
ー

ザ
の
視
点
で
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
エ

ン
ジ
ニ
ア
。
求
め
ら
れ
る
の
は
、

基
礎
と
な
る
知
識
・
技
能
の
深
さ

も
そ
う
で
す
が
、
色
々
な
分
野
の

融
合
を
積
極
的
に
図
ろ
う
と
す
る

研
究
マ
イ
ン
ド
で
す
。
学
び
方
と

し
て
は
、
電
気
・
電
子
工
学
・
機

会
工
学
・
情
報
工
学
な
ど
の
基
礎

は
し
っ
か
り
学
ん
だ
上
で
、
取
り

組
む
べ
き
課
題
に
出
会
っ
た
都
度
、

必
要
な
も
の
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
工
学
を
通
じ
て

社
会
の
課
題
解
決
に
挑
戦
し
た
い
、

何
か
新
し
い
も
の
を
生
み
出
そ
う

と
い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト

を
持
っ
た
人
は
大
歓
迎
で
す
。

高
校
で
は
当
然
、
数
学
、
物
理

を
学
ん
で
き
て
ほ
し
い
で
す
が
、

必
ず
し
も
得
意
で
あ
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
自
身
、
元
々
、
工

学
部
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
、
課
題
に
出
会
っ
て
か
ら
、

そ
の
解
決
に
必
要
な
も
の
を
学
ん

で
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
時
に
は
、
相
当
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
。

先
頃
終
了
し
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
、
私
た
ち
は
科
学
技
術
の
進

展
が
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
つ

人
の
能
力
を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ

と
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が

技
術
競
争
の
側
面
を
持
っ
て
い
る

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
ア
シ
ス
ト
機
器
の
進
化
に
よ
っ

て
、
今
後
は
人
間
と
新
し
い
機
械

の
合
わ
せ
技
が
生
ま
れ
た
り
、
従

来
型
の
競
技
で
健
常
者
の
記
録
を

上
回
る
競
技
者
が
出
て
き
た
り
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
単
に
超
高

齢
社
会
と
い
う
一
時
的
な
ニ
ー
ズ

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
い
く
世
界
で
、
福
祉
工
学

分
野
、
ア
シ
ス
テ
ィ
ブ
デ
バ
イ
ス

研
究
は
ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
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P r o f i l e

2010年筑波大学大学院図
書館情報メディア研究科修
了、博士（情報学）。産業技
術総合研究所特別研究員、
奈良先端科学技術大学院
大学助教を経て、2016年よ
り現職。専門は福祉機器を
研究開発する福祉工学。北
海道旭川東高等学校出身。

大阪工業大学工学部
ロボット工学科准教授
2017年4月からはロボティクス＆デザイン工
学部システムデザイン工学科へ異動予定

吉川　雅博先生

高齢化の進展とともに福祉工学の需要は年々高まっていま
す。また2020年東京では、サイバスロン※の開催も予定され
るなど、福祉機器に対する社会の認識も大きく変わりつつあり
ます。日本発の電動義手など、工学による社会的課題の解決、
社会が求めるデザインの具体化を追求する大阪工業大学工学
部准教授の吉川雅博先生。「どんな研究も必ず形にすること、
そしてさらにはそれを製品にすることが、工学者の役目」と考
える先生に、日頃の研究成果や福祉工学について、また2017
年4月、梅田の新キャンパスで新たにスタートを切るロボティ
クス＆デザイン工学部やシステムデザイン工学科についても
お聞きしました。
※Cybathlon：電動車いすや電動義手、義足などをつけ、全６種目で競う。今年はスイスで行
われる。

日本発の、
シンプルで使いやすい
電動義手を製品化

独自の発想、技術で福祉工学の未来を拓く平成22年義手処方の割合

写真1
Finch

写真2
Rehand

11/1（火）～11/14（月）出願期間

11/23（水・祝）試 験 日

公募制推薦入試

大学ジャーナル（106×246）

受 験 地 本学（大宮キャンパス）・南大阪（堺）・京都・
神戸・姫路・奈良・和歌山・岡山・徳島・高松

全国の国公私立大学で第7位！
関西の私立大学で7年連続トップ！

卒業者数1,000人以上の大学の実就職率ランキングにて

〈サンデー毎日2016年7月31日号「全国240大学実就職率ランキング」（大学通信調べ）〉

※2015年度実就職率95.7％。〈卒業者数1,720人、大学院進学者数208人、就職者数1,447人〉

大阪工業大学の実就職率※
は ロボティクス＆デザイン工学部

技術とデザインの融合で、日本社会が抱えるさまざまな問題を解決する人材を育成

2017年4月 開設

茶屋町に梅田キャンパス誕生！
地上22階、地下2階、高さ125ｍと、現在関西では最も高い高層キャンパスです。
2017年4月にロボティクス＆デザイン工学部の学びの舞台として誕生します。

ロボット工学科
システムデザイン工学科
空間デザイン学科

〒５３５‐８５８５ 大阪市旭区大宮５‐１６‐１
TEL（入試部）06-6954-4086

■工学部　■ロボティクス＆デザイン工学部（2017年4月開設）
■情報科学部　■知的財産学部

大阪工大

試験日

前

　期
一
　般

　入

　試 後 

期

入試区分 出願期間

本学独自の学力検査などは課しません
〈大学入試センター試験利用型〉C 日 程

本学独自の学力検査などは課しません
〈大学入試センター試験利用型〉C 日 程

3/6（月）

B 日 程
BC日程

D 日 程
DC日程

2/4（土）

12/24（土）～1/17（火）

12/24（土）～1/25（水）

12/24（土）～1/13（金）

2 /17（金）～2/27（月）

A 日 程
AC日程

1/26（木）・27（金）
試験日自由選択制

※AC・ＢＣ・DC日程は独自試験と大学入試センター試験を併用する方式。

http://www.oit.ac.jp
お問い合わせ先　

障がい者更生相談所における
平成22年度義手処方の割合

『障害者自立支援法における筋電義手の支給と課題』
樫本 修（宮城県リハビリテーション支援センター）による
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2
ヶ
月
分
（
約
16
万
円
）

と
な
り
、
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
、
地
方
学
生
を
支

援
す
る
制
度
が
「
一
人
暮

ら
し
支
援
制
度
」
で
す
。

地
方
か
ら
上
京
す
る
学
生

は
、
学
費
に
加
え
て
、
一

人
暮
ら
し
の
敷
金
・
礼
金
、

家
賃
、
家
財
道
具
な
ど
、

入
学
時
だ
け
で
も
大
き
な

経
済
的
負
担
を
強
い
ら
れ

ま
す
。
一
方
、
本
学
の
地

方
出
身
者
は
、
伝
統
的
に

勉
学
へ
の
意
欲
が
高
い
人

が
多
い
の
で
、
そ
ん
な
学

生
が
、
経
済
的
な
事
情
で

進
学
を
あ
き
ら
め
た
り
、

入
学
後
も
ア
ル
バ
イ
ト
に

忙
殺
さ
れ
た
り
と
い
う
事

態
は
、
大
学
と
し
て
は
何

学
費
月
払
い
制
度
、

一
人
暮
ら
し
支
援
制
度

　
　
　千

葉
県
内
に
お
い
て

も
首
都
圏
の
大
学
の
中
で

も
、
本
学
は
伝
統
的
に
学

費
が
安
い
大
学
※
2
と
し

て
有
名
で
す
。そ
の
た
め
、

学
費
の
安
さ
を
理
由
に
本

学
へ
の
進
学
を
希
望
す
る

学
生
も
い
ま
す
の
で
、
学

生
の
経
済
的
な
負
担
に
つ

い
て
は
常
に
関
心
を
払
っ

て
き
ま
し
た
。
近
年
は
、

学
生
本
人
が
大
学
で
学
び

た
い
意
欲
が
あ
っ
て
も
、

家
庭
の
経
済
的
事
情
で

希
望
の
大
学
に
進
学
で
き

な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は

大
学
進
学
そ
の
も
の
を
あ

き
ら
め
て
し
ま
う
と
い
う

ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
頑
張

り
た
い
学
生
を
一
人
で
も

支
援
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、「
学

費
月
払
い
制
度
」
と
「
一

人
暮
ら
し
支
援
制
度
」
で

す
。「

学
費
月
払
い
制
度
」

と
は
、
学
費
の
納
入
は
年

2
回
あ
り
ま
す
が
（
1
回

あ
た
り
約
46
万
円
)、
そ

れ
を
一
括
で
納
入
す
る
こ

と
が
難
し
い
と
い
う
学
生

の
た
め
に
、
学
費
を
月
々

に
分
割
し
(約
8
万
円
)、

納
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
制
度
で
す
。
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
と
、
入

学
時
に
必
要
な
学
費
は

入
学
金
を
除
い
て
最
初
の

と
し
て
も
避
け
た
い
と
考

え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

地
方
か
ら
入
学
す
る
学
生

を
対
象
に
、
本
学
が
提
携

す
る
学
生
寮
・
学
生
マ
ン

シ
ョ
ン
に
入
居
し
た
場
合

に
、
入
居
初
期
費
用
（
17

万
円
）
と
初
年
度
一
年
間

の
家
賃
（
月
額
２
万
５
千

円
）
を
補
助
す
る
制
度
を

設
け
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
入
居
初
期

費
用
22
万
円
・
家
賃
月
額

4
万
5
千
円
の
物
件
の
場

合
、
こ
の
支
援
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

入
居
初
期
費
用
は
5
万

円
、
月
額
家
賃
は
2
万
円

と
な
り
、
大
幅
に
負
担
は

軽
減
さ
れ
ま
す
。
家
具
・

家
電
・
食
事
付
き
の
物
件

も
あ
り
、
返
還
義
務
も
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し

て
入
学
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
、
制
度
利
用

学
生
が
経
済
的
理
由
で
退

学
し
た
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
2　

初
年
度
納
入
金
1
1
4
万
9
8
6
0

円
（
商
経
・
政
策
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
創
造
・
人

間
社
会
学
部
）、
1
3
4
万
9
8
6
0
円
（
国

際
教
養
学
部
）　

給
費
生
選
抜
入
試
、

各
種
奨
学
金
制
度

こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い

学
生
に
加
え
て
、
頑
張
っ

て
い
る
学
生
・
頑
張
っ
た

学
生
を
評
価
し
、
応
援
す

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
給

費
生
選
抜
入
試
と
は
、
い

わ
ゆ
る
特
待
生
入
試
で
、

入
試
で
の
成
績
優
秀
者
に

授
業
料
の
半
額
（
約
35
万

円
）
を
減
免
す
る
と
い
う

制
度
で
す
。
推
薦
入
試

を
除
い
た
、
Ａ
Ｏ
、
一

般
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

の
各
入
試
方
式
毎
に
、
実

に
定
員
の
７
％
を
給
費

生
と
し
て
募
集
し
て
い
ま

す
。
条
件
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
４
年
次

ま
で
継
続
可
能
で
、
最
大

約
1
4
0
万
円
の
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。給

費
生
と
し
て
入
学

千葉商科大学
入学センターオフィス
広報セクション　課長
伊藤　紘太さん

し
た
学
生
の
み
が
受
講
で

き
る
の
が
「
特
別
ゼ
ミ
」。

自
分
の
興
味
に
合
わ
せ

て
、
経
済
・
経
営
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
・
語
学
・
情

報
な
ど
、
様
々
な
専
門
分

野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

少
人
数
制
ゼ
ミ
で
、
さ
ら

に
力
を
伸
ば
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

各
種
奨
学
金
制
度
と
し

て
は
、
資
格
・
検
定
試
験

の
取
得
を
奨
励
し
、
合
格

者
に
は
授
業
料
や
資
格
対

策
講
座
の
受
講
料
、
資
格

検
定
試
験
の
受
験
料
を
給

付
・
減
免
す
る
「
資
格
検

定
試
験
等
支
援
奨
励
金
」

等
の
制
度
も
複
数
設
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、各
学
部
・

各
年
次
の
成
績
優
秀
者
の

授
業
料
を
半
額
免
除
す
る

「
成
績
優
秀
者
表
彰
制
度
」

も
あ
り
、
勉
学
に
積
極
的

に
取
り
組
む
学
生
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
国
際
交
流

に
お
い
て
も
留
学
や
語
学

研
修
に
か
か
る
費
用
を
大

学
が
補
助
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
の
た
め
に
、近
年
、

力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組

み
で
す
。

「
家
族
割
」制
度　
　
　

二
親
等
以
内
に
在
学

生
・
卒
業
生
が
い
る
受
験

生
が
対
象
で
、
一
般
Ａ
Ｏ

入
試
（
同
窓
子
弟
・
子
女

型
）
で
出
願
で
き
、
合
格

し
た
場
合
、
入
学
金
か
ら

10
万
円
を
減
免
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
以
前
は
卒

業
生
の
家
族
だ
け
が
対
象

で
し
た
が
、「
兄
弟
や
姉

妹
を
同
時
に
通
学
さ
せ
た

い
が
経
済
的
に
厳
し
い
」

と
の
在
学
生
の
保
護
者
の

声
も
あ
っ
て
対
象
を
広
げ

ま
し
た
。

同
窓
会
で
お
会
い
す
る

卒
業
生
の
中
に
は
、
経
済

的
に
厳
し
い
中
、
大
学
を

卒
業
で
き
た
の
は
本
学
の

お
か
げ
だ
と
言
っ
て
く
だ

さ
る
方
も
多
く
、
そ
の
よ

う
な
卒
業
生
が
、ご
子
弟
・

子
女
に
本
学
入
学
を
勧
め

て
く
だ
さ
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
の
新
入
生
の
中

で
、
何
ら
か
の
経
済
的
支

援
制
度
を
利
用
し
た
の

は
、
入
学
者
全
体
の
25
％

に
当
た
り
ま
す
。

本
学
の
多
様
な
経
済
的

支
援
制
度
の
根
底
に
あ
る

の
は
、
頑
張
っ
た
人
・
頑

張
り
た
い
人
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
社
会
に
有
用
な
、
社

会
に
貢
献
で
き
る
人
材

（
＝
「
治
道
家
」）
を
育
成

す
る
と
い
う
建
学
の
精
神

に
あ
り
ま
す
。
意
欲
が
あ

れ
ば
、
利
用
で
き
る
も
の

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

し
、
か
つ
、
と
て
も
利
用

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
学
生
達
に
は
大
い

に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
の
力
を
最
大
限
に
伸

ば
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

今年で設立88年となる千葉商科大学。前身は昭和３年設立の巣鴨高
等商業学校。現在は、都心からのアクセスも良好な市川市の高台に５
学部７学科を展開、地元の千葉県や首都圏だけでなく、全国各地から
多くの学生が入学しています。建学以来、重視するのが「社会で役に
立つ《実学》」。社会に出てからすぐに活かせる専門知識を、実践しな
がら学ぶことができる体制を整える一方、「社会にあわせた《進化》」
と「挑戦のための《サポート》」の二つを加えて「大学からの三つの約
束」とし、前者ではアクティブラーニングや国際交流を、後者ではキャ
リア教育や地域連携に力を入れ、高い就職率※1 を実現しています。
《サポート》の一環として、奨学金制度の拡充も図ってきましたが、近
年は大学進学を取り巻く厳しい経済環境にも配慮して新たな支援制
度の開発にも余念がありません。広報セクションの伊藤紘太課長に、
その中からユニークな取組を中心にご紹介いただきました。
※1　2016年3月卒業で97.2％

頑張った人、
頑張りたい人を
サポートしたい
ニーズに合わせた
きめこまかな奨学金制度で
意欲ある学生を経済的に支援

TEL:047-373-9701　E-mail:info@cuc.ac.jp

大
学
独
自
の

奨
学
金
制
度

進路の
ヒント

2
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早稲田大学 入学センター TEL 03-3203-4331 
〒169-8050 東京都新宿区西早稲田1-6-1 

早稲田大学
「めざせ！都の西北奨学金」「めざせ！都の西北奨学金」「めざせ！都の西北奨学金」「めざせ！都の西北奨学金」「めざせ！都の西北奨学金」

http://www.waseda.jp

■奨学金の申請資格
本学の出願資格を満たす者のうち、以下の①～⑤の条件に全て該当すること。
①2017年度一般入学試験または大学入試センター試験利用入学試験を受験し、4月入学する者
　※他大との併願可
②日本国籍を有する者、または永住者、定住者、日本人（永住者）の配偶者・子
③次のいずれかに該当する者
　● 通信制を除く首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外の国内高等学校もしくは中等教育学校等（注）の出身者
　（注）専修学校の高等課程修了者、高等専門学校3年次修了者を含む
　● 通信制高等学校の出身者で高等学校卒業時に首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外に居住する者
　● 高等学校卒業程度認定試験（旧規程による大学入学資格検定を含む）合格者及び2017年3月31日までに合格見込
みの者で、高卒認定試験合格時に首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外に居住する者

④上記の学校を2017年3月卒業見込みの者または2016年3月以降に卒業した者（高卒認定者は1997年4月2日以
降生まれの者）

⑤父母の「最新（平成27年中）の所得証明書」記載の収入・所得金額を合算した金額が以下の者
　給与・年金収入金額（課税前）： 800万円未満
　その他、事業所得金額： 350万円未満
申請者の属する世帯の主たる家計支持者（父母のうち収入の最も多い者）が災害救助法適用地域において被災した場
合、下表の収入・所得金額によらず、前項の1～ 4の条件を満たせば申請することができます。ただし、2015年4月1日
から申請期間最終日までの被災に限ります。
■採用候補者の選考・決定
申請書類に基づいて審査のうえ、採用候補者を決定します。
※本奨学金の申請・選考は入学試験の合否に全く影響いたしません。

E-mail nyusi@list.waseda.jp

半期（春学期）分授業料相当額（入学時納入金から免除）
４年間継続　※各学年で家計状況・学業成績による継続判定があります。

約1,200名（第1回：約800名、第2回：約400名）
必要な申請書類を早稲田大学奨学課宛に郵送
第1回／2016年10月14日（金）～11月28日（月）消印有効
第2回／2017年1月5日（木）～1月26日（木）消印有効

本奨学金は、首都圏以外の高等学校出身者で、学業成績優秀な受験生が家計の事情で早稲田大学への進学を
断念することのないように設立された奨学金です。入試出願前または出願期間中に申し込むことができ、審査
の結果採用候補者として認定された場合、受験前または合格者発表前に入学後の奨学金が約束されます。

入学前予約採用奨学金
採用候補者
約1,200名！

※詳細は募集要項（ホームページよりダウンロード）をご参照ください。
　https://www.waseda.jp/inst/scholarship/aid/programs/pre-approved/

奨学金額・支給期間

採 用 候 補 者 数
申 請 方 法
申 請 期 間

募集募集募集募集募集募集募集

早稲田大学早稲田大学
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4,942,600円

教育学部
心理学部
人文学部

4,142,600円

経済学部
経営学部

5,702,600円

デザイン学部
理工学部
情報学部

スカラシップ合格者
通常の
1
10
以下に！

4年間の

4年間の納入金合計額

納入金合計額

※国公立大学１年分の授業料以下の負担額で卒業できます。
342,600円 TEL.042-591-5793（アドミッションセンター）

〒191-8506　東京都日野市程久保 2-1-1
受験生応援サイト　https://ouen.meisei-u.ac.jp/

対象入学
試験区分

人数

特徴

大学入試センタ-試験利用入学試験【前期】・【中期】。
（大学入試センタ-試験への出願が必要です。）

合計40名まで（前期25名まで、中期15名まで）。

学費を原則 4年間減免します。

スカラシップ制度とは、4年間の学費が減免になる特待生制度のことです。

スカラシップ制度【前期】・【中期】

出願期間
　1月4日（水）
　　　～1月13日（金）

出願期間
　1月16日（月）
　　　～2月13日（月）

試験日

大学入試センタ－試験
利用入学試験
【前期】

【中期】

1月29日（日）
1月30日（月）
1月 31日（火）
2月19日（日）
2月20日（月）
3月14日（火）

一般入学試験

【前期】

【中期】

【後期】
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奨学金のお問い合わせ  立命館大学OIC学生オフィス奨学金係　TEL 072-665-2130 9：30～17：00（土・日・祝日を除く） 
入試に関するお問い合わせ  立 命 館 大 学 入 学 セ ン タ ー　TEL 075-465-8351 9：00～17：30（土・日・祝日を除く） 

［年間30万円を4年間給付］　近畿圏外からの入学者を支援する奨学金

出
願

選考結果:
12月22日（木）以降（予定）に

出願者全員に通知
〈採用候補者を決定〉

一般入学試験（センター試験方式・
センター試験併用方式を含む）に

合格/入学すること。

一
般
入
試
を
受
験

本奨学金は、2017 年4 月に近畿圏外から立命館大学への入学を強く志望する者に入学後の経済支援を行うことを目的とした制度です。
一般入学試験の受験前に奨学金の採用候補者を選考し、入学試験合格後、本学への入学をもって正式採用となります。
専願ではありませんので、他大学との併願も可能です。

＜出願期間＞
2016年

11月4日(金）～12月2日(金)
【最終日消印有効】

奨学金額
年額30万円

（2.5万円×12ヶ月分）

給付期間
修業年限※資格確認あり
（薬学部薬学科は6年間）

採用人数
200名程度

＜出願期間＞

2016/11/4（金）～12/2（金）【最終日消印有効】

応募から採用までの流れ

一般入学試験出願前 一般入試出願後

募
集
要
項

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

採

　用

出願資格等、詳細は必ず募集要項でご確認ください。
要項のダウンロードは立命館大学の入試情報サイトで 立命館大学　入試 検　索

結
果
通
知
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出願前に採用内定が決定する
給付奨学金制度をご用意

http://www.kansai-u.ac.jp/scholarship/
奨学支援グループホームページ

http://www.kansai-u.ac.jp/nyusi/
入試広報グループホームページ

関西大学「学の実化」入学前予約採用型給付奨学金

2017年度入試受験予定者対象

本奨学金は、有為な人材の育成と経済支援を目的に、2017年4月に関西大学への入学を強
く希望する方に対して、入学試験の出願前に、入学後の給付奨学金を予約採用する制度です。
申請者のうち、家計基準・学力基準を満たす方を採用内定者とし、一般入試・センター利用
入試を受験し、合格・入学することで正式に奨学生として採用されることとなります。
※本奨学金の申請・選考結果は、入学試験の得点や合否に影響を与えるものではありません。
※本奨学金への申請や採用内定をもって他大学への受験や進学を制限することはありません。

■給付金額：年間30万円～55万円
   （学部・出身高校の地域により異なる）
■給付期間：標準修業年限（4年間）（継続審査あり）
■申請受付期間：2016.11.7（月）～11.30（水）※最終日消印有効

■申請から採用までの流れ

●法学部 ●文学部 ●経済学部 ●商学部 ●社会学部 ●政策創造学部 ●外国語学部 ●人間健康学部 
●総合情報学部 ●社会安全学部 ●システム理工学部 ●環境都市工学部 ●化学生命工学部

※申請資格などの詳細は、必ず『奨学金募集要項』でご確認ください。 関大 奨学金 検索

奨学金に関するお問い合わせ　　　
学生センター奨学支援グループ
入試に関するお問い合わせ　
入試センター入試広報グループ
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飛
騨
高
山
の
観
光
振
興

策
を
調
査

　名
古
屋
学

院
大
学

受
刑
者
に
社
会
と
の
接

点
を

　京
都
女
子
大
学

が
京
都
刑
務
所
と
連
携

武
蔵
大
学
が
、
ロ
ン
ド

ン
大
学
の
学
位
取
得
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
確
約

す
る
特
別
選
抜
入
試
を

新
設

「
ロ
ジ
ャ
ー
・
ア
ダ
ム

ス
賞
」
に
中
部
大
学
の

山
本
尚
教
授
、
有
機
化

学
最
高
賞

　
名
古
屋
学
院
大
学
は

2
0
1
6
年
8
～
9
月

の
約
1
カ
月
間
、
岐
阜

県
飛
騨
地
方
の
高
山
市

で
観
光
地
域
づ
く
り
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
た
。
2
0
1
3

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
文
部
科
学
省
の
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業

の
一
環
で
、
学
生
た
ち
が

高
山
市
の
観
光
産
業
で

就
業
体
験
す
る
と
と
も

に
、
高
山
の
魅
力
を
伝
え

る
観
光
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
現
地
調
査
し
た
。

　
名
古
屋
学
院
大
学
に

よ
る
と
、
参
加
し
た
学
生

は
11
人
。主
に
市
内
の
ホ

テ
ル
、
旅
館
で
業
務
体
験

を
し
、
フ
ロ
ン
ト
や
接
客

業
務
を
実
地
で
学
ん
だ
。

さ
ら
に
、
市
内
に
あ
る

酒
造
会
社
や
家
具
メ
ー

カ
ー
な
ど
を
見
学
し
、
製

造
工
程
を
学
ん
だ
ほ
か
、

酒
の
飲
み
比
べ
、
里
山
サ

イ
ク
リ
ン
グ
に
も
挑
戦
。

8
月
末
の
3
日
間
は
全

員
で
合
宿
し
、
市
内
を
観

光
し
な
が
ら
街
へ
の
理

解
を
深
め
、
ど
こ
に
魅
力

が
潜
ん
で
い
る
か
、
ど
ん

な
課
題
が
残
っ
て
い
る

か
を
現
地
調
査
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
現
地
調

査
の
結
果
を
も
と
に
、
高

山
の
魅
力
を
伝
え
る
観

光
プ
ラ
ン
、
効
果
的
な
広

報
プ
ラ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ

が
考
案
し
、
11
月
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

将
来
、
飛
騨
高
山
の
観
光

産
業
を
担
う
人
材
を
育

て
る
の
が
目
的
。観
光
産

業
へ
の
就
職
希
望
者
や

高
山
へ
の
U
タ
ー
ン
希

望
者
を
対
象
に
、
参
加
者

を
募
っ
た
。

　
京
都
女
子
大
学
は
、
京

都
刑
務
所
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結
。2
者
は
今

　
武
蔵
大
学
は
、2
0
1
5

　
中
部
大
学
の
山
本
尚

（
ひ
さ
し
）
教
授
が
「
ロ

ジ
ャ
ー
・
ア
ダ
ム
ス
賞
」

を
受
賞
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
。
同
賞
は
有
機

化
学
界
で
最
も
権
威
が

あ
る
と
さ
れ
、
米
国
化

学
会
が
隔
年
で
選
考
す

る
。日
本
人
で
は
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
を
2
0
0
1

年
に
受
賞
し
た
野
依
良

治
名
古
屋
大
学
特
別
教

授
に
次
い
で
二
人
目
。

1
9
5
9
年
同
賞
設
置

以
降
、
世
界
で
は
30
人
目

で
受
賞
者
の
う
ち
11
名

が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。授
賞
式
は
来

年
4
月
に
米
国
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
で
開
催
さ

れ
る
。

　
有
機
化
合
物
は
炭
素

を
含
む
化
合
物
で
、
右

後
、
相
互
の
人
的
、
知
的

資
源
の
交
流
・
活
用
を
図

る
こ
と
で
、
学
生
に
実
践

的
な
学
習
の
機
会
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
目
指

し
て
い
く
。

　
今
回
の
協
定
締
結
は
、

社
会
に
必
要
と
さ
れ
る

人
材
の
育
成
や
矯
正
行

政
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
く
と
同
時
に
、
受
刑
者

が
社
会
と
の
接
点
を
も

つ
こ
と
で
、
社
会
復
帰
に

向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
自
己
肯
定
感
の
向

上
に
結
び
つ
け
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
発
達
教
育
学
部

の
ガ
ハ
プ
カ
奈
美
教
授

が
2
0
1
6
年
6
月
に

開
催
し
た
刑
務
官
を
対

象
と
し
た
講
習
「
自
己
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た

め
の
呼
吸
法
」
を
継
続
的

に
開
催
。日
々
緊
張
感
を

も
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

刑
務
業
務
の
中
で
活
用

で
き
る
「
心
や
身
体
を
整

え
る
た
め
の
呼
吸
法
」
を

伝
え
て
い
く
。

　
ま
た
、
2
0
1
7
年

度
地
域
連
携
科
目
の
「
教

養
科
目

=

京
都
を
学
ぶ

（
社
会
）」
の
リ
レ
ー
講
義

に
お
い
て
、「
負
の
回
転

ド
ア
を
考
え
る
（
仮
称
）」

を
テ
ー
マ
に
し
た
刑
務

官
に
よ
る
講
義
を
実
施
。

刑
務
所
内
の
作
業
所
で

作
ら
れ
る
木
工
作
品
に

関
し
て
、
矢
野
真
教
授
の

ゼ
ミ
生
が
「
こ
ど
も
の
お

も
ち
ゃ
の
デ
ザ
イ
ン
」
の

提
案
を
行
う
計
画
も
進

ん
で
い
る
。
2
0
1
6

年
10
月
22
、
23
の
両
日
に

は
京
都
刑
務
所
で
開
催

さ
れ
る
矯
正
展
に
、
ゼ
ミ

生
が
参
加
し
て
工
作
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
予
定
。

手
と
左
手
の
よ
う
に
立

体
構
造
が
異
な
る
異
性

体
（
鏡
像
異
性
体
）
が
存

在
す
る
も
の
が
あ
り
、
構

造
が
違
う
だ
け
で
毒
性

を
持
つ
こ
と
が
あ
る
。こ

れ
を
作
り
分
け
る
（
不
斉

合
成
）
た
め
に
触
媒
が
必

要
だ
が
、
山
本
教
授
は
優

れ
た
不
斉
合
成
の
機
能

を
持
つ
「
キ
ラ
ル
・
ル
イ

ス
酸
触
媒
」
と
い
う
触
媒

を
1
9
8
0
年
台
初
頭
、

世
界
に
先
駆
け
て
提
案
。

そ
の
有
用
性
を
実
証
し
、

「
分
子
性
酸
触
媒
」
と
い

う
新
分
野
を
開
拓
し
た
。

　
そ
の
後
、
さ
ら
に
高
選

択
性
が
得
ら
れ
る
、
ル
イ

ス
酸
と
ブ
レ
ン
ス
テ
ッ

ド
酸
を
組
み
合
わ
せ
た

複
合
型
酸
触
媒
な
ど
、

新
世
代
の
触
媒
の
創
成

に
成
功
。現
在
、
世
界
中

で
用
い
ら
れ
て
い
る
分

子
性
酸
触
媒
の
源
流
と

な
っ
た
。21
世
紀
に
入
る

と
有
害
金
属
を
含
ま
な

い
強
酸
性
の
ブ
レ
ン
ス

テ
ッ
ド
酸
触
媒
（
ス
ー

パ
ー
・
ブ
レ
ン
ス
テ
ッ
ド

酸
触
媒
）
へ
と
研
究
を
発

展
さ
せ
、
環
境
へ
の
影
響

が
極
め
て
低
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
必
要
な
有
機

物
質
だ
け
を
省
資
源
で

作
り
出
せ
る
合
成
法
に

も
成
功
し
た
。

　
山
本
教
授
は
現
在
73

歳
。京
都
大
学
工
学
部
卒

業
後
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
大
学
院
博
士
課
程

修
了
。
名
古
屋
大
学
教

授
、
米
シ
カ
ゴ
大
学
教
授

を
経
て
、
現
在
、
中
部
大

学
教
授
、
同
大
学
分
子
性

触
媒
研
究
セ
ン
タ
ー
長

と
総
合
工
学
研
究
所
長

を
兼
任
。今
年
、
日
本
化

学
会
会
長
に
就
任
し
た
。

　
注
：
酸
触
媒
は
ル
イ
ス
酸

（
電
子
を
受
け
取
る
物
質
）や

ブ
レ
ン
ス
テ
ッ
ド
酸
（
水
素

イ
オ
ン［
プ
ロ
ト
ン
］を
与
え

る
物
質
）を
用
い
た
も
の
。さ

ら
に
応
用
性
向
上
の
た
め
人

工
的
に
分
子
修
飾
し
た
も
の

が
分
子
性
酸
触
媒
。

　
2
0
1
7
年
1
月
14
・

15
日
に
実
施
す
る
セ
ン

タ
ー
試
験
の
出
願
が
、
10

月
7
日
締
め
切
ら
れ
た
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
17
時
現
在
の
出
願

者
数
は
54
万
3
5
9
人
。

出
願
は
郵
送
で
受
け
付

け
て
お
り
、
10
月
7
日
の

消
印
有
効
な
の
で
最
終

的
に
は
さ
ら
に
増
え
る

見
込
み
だ
と
い
う
。

　
出
願
者
の
内
訳
は
、
高

校
卒
業
見
込
み
が
45
万

2
9
6
1
人
で
6
8
4
0

人
増
、
卒
業
者
は
8
万

7
3
9
8
人
で
1
6
3
9

人
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
出
願
初
日
の
受
付

人
数
は
3
7
4
0
人
と

過
去
最
低
を
更
新
し
た

が
、
2
0
1
6
年
度
の

出
願
締
切
日
同
時
刻
よ

り
8
4
7
9
人
多
か
っ

た
。
2
0
1
6
年
度
の

確
定
志
願
者
数
は
56
万

3
7
6
8
人
だ
っ
た
。

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

は
、
重
複
出
願
等
の
確
認

や
試
験
会
場
の
指
定
等

を
行
っ
た
後
、
2
0
1
6

年
12
月
上
旬
に
確
定
後

出
願
者
数
の
情
報
や
試

験
会
場
の
一
覧
を
発
表
す

る
と
し
て
い
る
。

2
0
1
7
年
度
セ
ン

タ
ー
試
験
の
出
願
締
め

切
り
、
54
万
人
が
出
願

年
度
か
ら
経
済
学
部
生

を
対
象
に
開
始
し
て
い

る
「
ロ
ン
ド
ン
大
学
と
武

蔵
大
学
と
の
パ
ラ
レ
ル
・

デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ

ム（
P
D
P
）」に
お
い
て
、

2
0
1
7
年
度
か
ら
入
学

前
に
P
D
P
の
履
修
を
確

約
す
る
特
別
選
抜
入
試

「
P
D
P
パ
ス
ポ
ー
ト
型
」

を
新
設
す
る
こ
と
を
発

表
し
た
。

　
P
D
P
は
、
日
本
に
い

な
が
ら
ロ
ン
ド
ン
大
学
の

学
位
も
取
得
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
日
本
初
の

試
み
。ロ
ン
ド
ン
大
学
と

武
蔵
大
学
の
授
業
を
武

蔵
大
学
で
受
講
し
、
双
方

の
試
験
に
合
格
す
れ
ば
、

2
つ
の
大
学
の
学
位
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
こ
れ
ま
で
、
P
D
P

の
履
修
者
は
毎
年
4
月

の
入
学
時
に
選
抜
さ
れ

て
い
た
が
、
新
設
す
る
特

別
選
抜
入
試
「
P
D
P
パ

ス
ポ
ー
ト
型
」
で
の
入
学

者
は
入
学
時
の
選
抜
な

く
履
修
を
確
約
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
P
D
P
の
履

修
を
1
年
次
の
9
月
以

降
も
継
続
す
る
た
め
に

は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
基

準
（
I
E
L
T
S 

オ
ー

バ
ー
オ
ー
ル
・
バ
ン
ド
・

ス
コ
ア
5.
5
以
上
、
各

項
目
で
5.
0
以
上
）
を

2
0
1
7
年
8
月
末
ま

で
に
満
た
す
こ
と
が
必

要
。

　「
P
D
P
パ
ス
ポ
ー
ト

型
」
へ
の
出
願
資
格
は
、

高
等
学
校
又
は
中
等
教

育
学
校
を
卒
業
し
た
者
、

2
0
1
7
年
3
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
者
で

あ
る
ほ
か
、
T
O
E
F
L 

i
B
T
6
2
点
以
上
、

I
E
L
T
S
オ
ー
バ
ー

オ
ー
ル
・
バ
ン
ド
・
ス
コ

ア
5.
0
以
上
、
実
用

英
語
技
能
検
定
準
1

級
以
上
、
T
O
E
I
C

及

び
T
O
E
I
C 

S
&
W
9
9
4
点

以

上
、
T
E
A
P（
4
技
能
）

2
9
8
点
以
上
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
し
て
い
る

こ
と
も
条
件
に
入
る
。

　
選
抜
方
法
は
、
出
願

書
類
に
も
と
づ
く
書
類

審
査
を
行
う
一
次
選
考
、

2
0
1
6
年
10
月
2
日

に
筆
記
試
験
（
数
学
に
関

す
る
基
礎
学
力
及
び
英

語
に
よ
る
表
現
力
を
評

価
す
る
内
容
を
含
む
）
80

分
と
面
接
を
行
う
二
次

選
考
。募
集
人
員
は
、
特

別
選
抜
入
試
「
P
D
P
パ

ス
ポ
ー
ト
型
」「
課
外
活

動
重
視
型
」「
商
業
系
資

格
重
視
型
」
の
合
計
で
経

済
学
部
経
済
学
科
、
経
営

学
科
、
金
融
学
科
各
15
名

と
な
っ
て
い
る
。
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中
央
大
学
法
学
部
「
高

校
生
か
ら
の
法
学
入

門
」
を
出
版

　
中
央
大
学
は
、
S
N
S
、

18
歳
選
挙
権
、
ブ
ラ
ッ
ク

バ
イ
ト
な
ど
高
校
生
に
と

っ
て
身
近
な
話
題
を
取
り

上
げ
た
『
高
校
生
か
ら
の

法
学
入
門
』（
中
央
大
学

法
学
部
編
、
中
央
大
学
出

版
部
）を
出
版
し
た
。

　
執
筆
し
た
の
は
、
民
法

が
専
門
の
遠
藤
研
一
郎
教

授
、
労
働
法
が
専
門
の
川

田
知
子
教
授
を
は
じ
め

と
す
る
法
学
部
の
教
員

9
名
。執
筆
の
き
っ
か
け

は
、
高
校
生
が
読
む
の
に

適
し
た
法
学
の
本
は
な
い

か
と
い
う
あ
る
高
等
学

校
の
教
諭
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
だ
っ
た
と
い
う
。

　
近
年
、
法
的
な
も
の
の

考
え
方
を
身
に
着
け
る

た
め
の
「
法
教
育
」
や
高

校
時
代
か
ら
の
「
キ
ャ
リ

ア
教
育
」
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
高
校
生

が
自
分
自
身
で
進
路
を

選
択
・
決
定
で
き
る
能
力

　
中
京
大
学
は
2
0
1
7

年
度
か
ら
、
入
学
試
験
の

成
績
優
秀
者
に
給
付
す

る
奨
学
金
の
対
象
者
を

約
4
倍
に
拡
充
す
る
。こ

れ
ま
で
の
全
学
部
で
58

人
を
2
3
5
人
と
す
る
も

の
で
、
東
海
地
区
の
主
な

私
立
大
学
が
設
定
す
る

給
付
型
奨
学
金
で
は
最

大
規
模
と
な
る
と
い
う
。

　
文
部
科
学
省
が
検
討

し
て
い
る
給
付
型
奨
学

金
制
度
の
創
設
に
先
駆

け
、
い
ち
早
く
制
度
の
拡

充
を
決
め
た
中
京
大
学
。

こ
の
入
試
成
績
優
秀
者

向
け
給
付
型
奨
学
金
は
、

受
験
者
数
が
最
も
多
い

A
方
式
（
3
教
科
型
、
2

教
科
型
）
の
成
績
上
位
者

が
対
象
。入
試
合
格
者
の

中
か
ら
成
績
優
秀
者
を

選
考
し
、
入
学
金
や
授
業

料
、
特
別
施
設
設
備
費
、

教
育
充
実
費
な
ど
を
全

額
支
給
す
る
。2
年
次
以

降
は
毎
年
の
学
業
成
績
を

審
査
し
、
給
付
を
継
続
す

る
か
ど
う
か
検
討
す
る
。

　
中
京
大
学
は
こ
れ
ま

を
高
め
、
し
っ
か
り
し
た

職
業
観
を
持
て
る
よ
う

な
教
育
が
教
育
現
場
に

も
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の

流
れ
の
中
で
、『
高
校
生
か

ら
の
法
学
入
門
』
は
、
大

学
に
お
け
る
研
究
者
・
教

育
者
の
立
場
か
ら
、
高
校

生
た
ち
が
法
を
身
近
に

感
じ
、
法
的
な
も
の
の
考

え
方
を
育
み
、
法
的
な
視

点
で
社
会
問
題
を
直
視

し
て
も
ら
い
た
い
と
執
筆

さ
れ
た
。高
校
生
に
と
っ

て
法
は
身
近
な
も
の
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
は
、
高
校
生
の
日
常
と

法
の
距
離
は
そ
れ
ほ
ど

離
れ
て
お
ら
ず
、
少
し
視

点
を
変
え
る
と
高
校
生

活
の
中
に
「
法
的
な
も
の

の
考
え
方
」
が
活
か
せ
る

場
面
は
た
く
さ
ん
あ
る
と

い
う
。

　
本
書
は
12
の
章
か
ら

構
成
さ
れ
、【
第
1
章「
遅

刻
し
た
ら
ト
イ
レ
掃
除

1
週
間
」
は
効
果
的
？
―

犯
罪
と
刑
罰
】、【
第
3
章

他
人
の
悪
口
を
い
う
こ
と

は
自
由
な
の
？
―
表
現

の
自
由
】、【
第
6
章
い
じ

め
を
軽
く
み
る
な
！
―

刑
法
的
思
考
の
第
一
歩
】

な
ど
、
高
校
生
活
の
一
場

面
を
取
り
上
げ
、
法
的
な

も
の
の
考
え
方
で
紹
介

し
て
い
る
。

　
全
国
の
書
店
・
オ
ン
ラ

イ
ン
書
店
、
中
央
大
学
大

学
生
協
な
ど
で
購
入
で

き
、定
価
は
9
0
0
円（
税

別
）。

　
※
「
高
校
生
か
ら
の
法

学
入
門
」
出
版
に
あ
た
り

執
筆
の
経
緯
や
コ
ン
セ
プ

ト
、
法
を
学
ぶ
こ
と
の
意

義
や
魅
力
な
ど
を
、
執
筆

者
代
表
の
遠
藤
研
一
郎
先

生
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。詳
し
く
は
こ
ち
ら

へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。

http://univ-journal.jp/
colum

n/20169920/

中
京
大
学
が
給
付
型
奨

学
金
の
対
象
者
を
4
倍

に

工
学
院
大
学

　入
学
後

に
専
攻
を
決
め
ら
れ
る

「
学
部
総
合
入
試
」
を

全
学
部
で
導
入

国
公
立
大
学
の
A
O
・

推
薦
入
試
実
施
数 

過

去
最
多
に

　文
部
科
学

省
公
表

で
も
、
入
試
成
績
優
秀
者

向
け
給
付
型
奨
学
金
以

外
に
、
経
済
的
事
情
で
就

学
が
困
難
な
学
生
に
対

す
る
給
付
奨
学
金
、
教
育

ロ
ー
ン
の
利
子
に
対
す
る

給
付
奨
学
金
、
交
換
留
学

や
セ
メ
ス
タ
ー
留
学
に
対

す
る
奨
学
金
、
難
関
国
家

資
格
、
公
務
員
試
験
合
格

在
学
生
に
対
す
る
資
格

取
得
奨
学
金
制
度
な
ど

を
設
け
て
き
た
。今
後
も

学
生
に
対
す
る
奨
学
金

充
実
に
力
を
入
れ
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

　
工
学
院
大
学
は
、2
0
1

7
年
度
入
学
者
選
抜
試

験（
2
0
1
7
年
4 

月
入

学
）
か
ら
、
全
学
部
を
対

象
に
「
学
部
総
合
入
試
」

を
導
入
す
る
。

　「
学
部
総
合
入
試
」
と

は
、
入
学
時
に
は
所
属
す

る
学
科
を
定
め
ず
、
入
学

後
、
学
部
内
で
の
学
び
を

通
し
て
所
定
の
時
期
に

学
科
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
。受
験
時

に
学
科
を
選
択
す
る
入

試
方
法
で
は
、
入
学
後
に

自
ら
の
希
望
と
専
攻
す

る
学
問
の
違
い
に
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
起
こ
す
学
生
も

い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の

入
試
方
法
に
加
え
、「
学

部
総
合
入
試
制
度
」
を
導

入
す
る
こ
と
で
学
生
た
ち

の
学
科
選
択
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
解
消
し
、
入
学
後
に

納
得
し
て
自
分
の
専
門

や
所
属
学
科
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

　
建
築
学
部
を
例
に
と

る
と
、
1
～
2
年
次
は
全

学
科
共
通
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
し
て
基
礎
科
目

や
専
門
基
礎
科
目
を
学

び
、
そ
の
過
程
で
専
攻
に

つ
い
て
十
分
に
検
討
し
て

か
ら
3
～
4
年
次
で
ま

ち
づ
く
り
学
科
・
建
築
学

科
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
い
ず
れ
か
に
進
学
す
る

流
れ
と
な
る
。

　
工
学
院
大
学
で
は
、
学

部
総
合
入
試
に
つ
い
て
の

説
明
も
聞
け
る
2
0
1
6

年
最
後
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
2
0
1
6
年
10

月
9
日
に
新
宿
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
し
た
。内
容
は
、

推
薦
入
試
の
制
度
や
面

接
試
験
に
必
要
な
心
構

え
な
ど
を
解
説
す
る
「
推

薦
入
試
・
面
接
ガ
イ
ダ
ン

ス
」、一
般
入
試
の
制
度
や

特
徴
、
併
願
パ
タ
ー
ン
を

解
説
す
る
「
一
般
入
試
ガ

イ
ダ
ン
ス
」、有
名
予
備
校

講
師
が
工
学
院
大
学
の

一
般
入
試
物
理
・
英
語
・
数

学
の
出
題
傾
向
や
効
果

的
な
勉
強
法
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
「
一
般
入
試
対

策
講
座
」
の
ほ
か
、
大
学

の
ラ
ン
チ
体
験
や
課
外
活

動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

設
け
ら
れ
た
。

　
文
部
科
学
省
は
、2
0
1

6
年
10
月
4
日
、
2
0
1
7

年
度
の
国
公
立
大
学
の

入
学
者
選
抜
に
つ
い
て
、

各
大
学
が
公
表
し
た
入

学
者
選
抜
要
項
等
を
も

と
に
取
り
ま
と
め
た
概

要
を
公
表
し
た
。

　
2
0
1
7
年
度
の
入
学

者
選
抜
実
施
大
学
は
全

体
で
1
6
8
大
学
5
7
9

学
部
。
2
0
1
6
年
度

の
1
6
6
大
学
5
7
5

学
部
と
比
べ
、
2
大
学
4

学
部
増
加
し
て
い
る
。
募

集
人
員
全
体
は
1
2
4
，

9
2
0
人
で
、
2
0
1
6

年
1
2
4
，7
5
3
人
と

比
べ
、
1
7
0
人
ほ
ど
増

加
し
て
い
る
。

　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ

フ
ィ
ス
（
A
O
）
入
試
を

実
施
す
る
大
学
は
79
大

学
2
1
3
学
部
、
推
薦
入

試
は
1
6
0
大
学
4
5
0

学
部
と
な
り
、
統
計
を
取

り
始
め
た
2
0
0
0
年
以

降
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
最
多

の
実
施
大
学
数
と
な
っ

た
。

　
A
O
入
試
と
呼
ば
れ

る
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
オ

フ
ィ
ス
入
試
は
、
詳
細
な

書
類
審
査
と
時
間
を
か

け
た
丁
寧
な
面
接
等
を

組
み
合
わ
せ
、
入
学
志
願

者
の
能
力
・
適
性
や
学
習

に
対
す
る
意
欲
、
目
的
意

識
等
を
総
合
的
に
判
定

す
る
入
試
方
法
。推
薦
入

試
は
、
出
身
高
等
学
校
長

の
推
薦
に
基
づ
き
、
原
則

と
し
て
学
力
検
査
を
免

除
し
、
調
査
書
を
主
な
資

料
と
し
て
判
定
す
る
入

試
方
法
。

　
2
0
1
7
年
度
に
新

た
に
A
O
入
試
を
実
施

す
る
大
学
・
学
部
は
、
岩

手
大
学
（
理
工
）、
横
浜
国

立
大
学
（
教
育
、
経
済
、

経
営
、
都
市
科
）、
神
戸
大

学
（
国
際
人
間
科
）
な
ど
。

新
規
に
実
施
す
る
大
学

に
は
、
滋
賀
大
学
（
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
）、
香
川

大
学
（
医
学
部
）、
熊
本
大

学
（
文
、法
、理
、工
）な
ど

が
あ
る
。ま
た
、
新
た
に

推
薦
入
試
を
実
施
す
る

大
学
・
学
部
は
、
名
古
屋

大
学
（
情
報
）、
山
形
大
学

（
人
文
社
会
科
）、
茨
城
大

学
（
人
文
社
会
科
）
な
ど
。

新
規
に
実
施
す
る
大
学

は
、
公
立
の
福
知
山
公
立

大
学
（
地
域
経
営
）、
山
陽

小
野
田
市
立
山
口
東
京

理
科
大
学
（
工
）
と
な
っ

て
い
る
。
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教
職
課
程
改
革
に
向
け
て
高
ま
る
教
員
養
成
学
部
の
役
割

特
別
企
画

校種／学部学科名称
分類

サンプル 
大学数

小学校 
教員採用者数

中学校 
教員採用者数 小学校／中学校 

教員採用者数　
総計正規 シェア 臨時的任用 

（常勤講師） シェア 非常勤 
（時間講師） シェア 合計 シェア 正規 シェア 臨時的任用 

（常勤講師） シェア 非常勤 
（時間講師） シェア 合計 シェア

国公立 65 1,583 685 45 2,313 655 439 65 1,159 3,472 

教育学部（※1） 28 1,515 95.7% 662 96.6% 41 91.1% 2,218 95.9% 521 79.5% 346 78.8% 45 69.2% 912 78.7% 3,130 

私立 164 1,440 1,120 138 2,698 455 639 262 1,356 4,054

教育学部（※1） 14 661 45.9% 474 42.3% 54 39.1% 1,189 44.1% 35 7.7% 50 7.8% 13 5.0% 98 7.2% 1,287 

教育学科（※2） 25 398 27.6% 240 21.4% 37 26.8% 675 25.0% 7 1.5% 19 3.0% 18 6.9% 44 3.2% 719 

児童学科（※3） 13 140 9.7% 131 11.7% 3 2.2% 274 10.2% 0 0.0% 1 0.2% 1 0.4% 2 0.1% 276

子ども学科（※4） 14 64 4.4% 50 4.5% 8 5.8% 122 4.5% 0 0.0% 1 0.2% 1 0.4% 2 0.1% 124 

※ 1…学部名称に「教育」が含まれている学部のみ集計
※ 2…学科名称に「教育」が含まれている学科のみ集計（学部名に「教育」が含まれるものは除く）
※ 3…学科名称に「児童」が含まれている学科のみ集計（学部学科名に「教育」が含まれるものは除く）
※ 4…学科名称に「子ども」「こども」が含まれている学科のみ集計（学部学科名に「教育」「児童」が含まれるものは除く）

国公立大学は、「教育学部」が小学校教員採用では95.9％、中学校教員採用でも78.7％を占めており、教員採用のほとんどを「教育学部」卒業生が占めています。
私立大学は、「教育学部」が小学校教員採用では44.1％、中学校教員採用は7.2％となっています。
中学校採用は特に「教育学部」に集中せず、様々な学部学科から少しずつ採用されています。

■国公私立学部・学科別集計（通学課程・新卒のみ集計）

【調査対象】 教職課程を持つ国公立大学／私立大学　※594大学（国公立133大学・私立461大学）　【調査期間】2016年6月27日（月）～2016年7月29日（金）
【調査方法】 調査用紙・回答用紙を郵送配布し、記入いただいたものをメールもしくはＦＡＸにて返送　※すべて有効回答

【回答数】229大学/594大学（回収率38.6％）国公立65大学/133大学（回収率48.9％）・私立164大学/461大学（回収率35.6％）　※すべて有効回答

校種

小学校 
教員採用者数

中学校 
教員採用者数

1 名～ 50 名 51 名～ 100 名 101 名～ 150 名 151 名以上 1 名～ 50 名 51 名～ 100 名 101 名～ 150 名 151 名以上

国公立大学（学部数） 14 12 2 3 64 3 1 0 

私立大学（学部数） 85 10 4 2 172 2 0 0 

■国公私立別集計（通学課程・新卒のみ集計）

学部単位で見て、教員採用者数を分類すると上記のようになります。
小学校教員採用数が 100 名を超える学部は、国公立で５学部・私立で６学部。中学校採用数が 100 名を超える学部は、国公立１学部のみ。

国立大学で小学校教員採用者数が 151名以上の学部は３つ、私立大学の学部では２つ。
大量に教員採用者数を出している学部は全国でも数少ない。

教員採用試験調査まとめ

「
教
員
採
用
試
験
調
査
」を
実
施

　

戦
後
、
日
本
の
教
員
養

成
は
、
戦
前
の
師
範
学
校

制
度
に
か
わ
り
大
学
が
担

う
こ
と
と
な
り
、
し
か
も

開
放
制
の
原
則
で
す
べ
て

の
大
学
に
養
成
課
程
を
設

け
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
大
学

全
般
に
教
育
の
質
保
証
が

求
め
ら
れ
、
学
校
を
取
り

巻
く
内
外
の
環
境
が
大
き

く
変
わ
る
中
、
教
職
課
程

や
免
許
制
度
の
改
善
、
改

革
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情

報
化
の
進
展
に
よ
る
教

育
内
容
や
教
育
方
法
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
も
そ
の
一

つ
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、

次
期
学
習
指
導
要
領
を
見

据
え
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
、
小
学
校
英
語
、

道
徳
教
育
の
充
実
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
課
題
に
対
応

す
る
た
め
の
教
員
の
資
質

能
力
の
向
上
は
待
っ
た
な

し
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
学
校
現
場
の
抱
え
る

問
題
の
多
様
化
、
複
雑
化

に
対
応
す
る
た
め
、
チ
ー

ム
学
校
の
一
員
と
し
て
の

役
割
や
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立

を
目
指
し
て
特
別
支
援
教

育
の
重
要
性
が
高
ま
る
な

ど
、
教
員
の
役
割
、
カ

バ
ー
す
べ
き
領
域
も
増
え

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
認

定
子
ど
も
園
の
増
設
、
公

立
校
に
お
け
る
中
・
高
一

貫
校
の
展
開
、
学
制
改
革

の
一
貫
で
あ
る
義
務
教
育

学
校
の
開
設
な
ど
、
新
し

い
制
度
に
対
応
で
き
る
免

許
制
度
の
改
革
も
急
務
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
中
央
教
育

審
議
会
教
員
養
成
部
会
は

『
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育

を
担
う
教
員
の
資
質
能
力

の
向
上
に
つ
い
て
』
を
答

申
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
論
点
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、
改
革
、
改
善
の
ポ

イ
ン
ト
を
様
々
に
示
し
た

も
の
で
、
教
員
養
成
と
採

用
・
研
修
の
一
体
的
見
直

し
、
学
校
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
重
要
性
な
ど
が

大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
採
用
試
験
に

お
け
る
共
通
問
題
作
成
な

ど
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

学
校
と
そ
れ
を
所
管
す
る

教
育
委
員
会
と
の
連
携
の

強
化
で
は
、
変
化
し
続
け

る
学
校
現
場
に
対
応
す
べ

く
、
教
職
課
程
の
大
く
く

り
化
や
幅
広
い
校
種
に
対

応
で
き
る
課
程
へ
の
再
編

な
ど
も
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
紙
で
は
、
「
一
般
大

学
を
含
め
、
大
学
の
教
職

課
程
に
お
い
て
質
の
高
い

教
員
養
成
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
教
員
養
成
学

部
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

極
め
て
大
き
い
。
大
学
に

お
い
て
は
教
員
養
成
学
部

が
中
心
と
な
っ
て
教
員
養

成
を
全
学
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
の
体
制
の
整
備

や
、
教
科
に
関
す
る
科
目

と
教
職
に
関
す
る
科
目

の
連
携
、
教
職
課
程
の
評

価
の
充
実
と
い
っ
た
質
保

証
の
取
組
を
総
合
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
…
ま
た
、
教
員
養

成
学
部
を
有
す
る
私
立
大

学
等
に
つ
い
て
も
…
教
員

育
成
協
議
会
（
仮
称
）
に

参
画
す
る
な
ど
、
地
域
の

教
育
委
員
会
と
連
携
の

下
、
新
た
な
課
題
等
に
対

応
し
た
教
員
養
成
・
研
修

を
連
携
し
て
行
う
こ
と
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」

（
４
．
改
革
の
具
体
的
な

方
向
性
（
３
）
教
員
養
成

に
関
す
る
改
革
の
具
体
的

な
方
向
性
）
と
い
う
部
分

に
着
目
し
、
全
国
の
国
公

私
立
大
学
に
向
け
、
中
心

と
な
る
べ
き
教
育
学
部

が
、
ど
の
程
度
の
教
員
を

輩
出
し
て
い
る
か
（
正
規

だ
け
で
な
く
臨
時
的
任
用

も
含
む
）
を
下
記
の
要
領

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
期
間
は
６
月

末
か
ら
７
月
末
。
返
信
の

あ
っ
た
回
答
を
集
計
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
結
果

を
得
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

　

本
紙
で
は
、
今
後
も

様
々
な
側
面
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
教
職

課
程
の
改
革
を
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
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４
グ
ル
ー
プ
11
コ
ー
ス
、

す
べ
て
の
コ
ー
ス
で

複
数
免
許
が
取
得
可
能
。

近
年
は
採
用
試
験
合
格

者
も
大
幅
に
増
加

『
教
育
の
明
星
大
学
』
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
、
教
育
学
部
に
限
ら
ず
、

大
学
全
体
の
教
育
力
を
高

め
て
い
こ
う
と
い
う
理
念

を
表
わ
し
て
い
ま
す
。
す
べ

て
の
学
部
が
、
自
ら
掲
げ
た

学
生
に
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
能
力
を
、『
手
塩
に
か
け

る
教
育
』
で
実
現
さ
せ
る
べ

く
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

教
育
学
部
で
は
、「
教
員

や
保
育
士
に
な
り
た
い
」
と

い
う
学
生
の
希
望
を
極
力

か
な
え
る
こ
と
が
目
標
で

あ
り
、
よ
り
望
ま
し
い
仕
組

み
や
教
育
内
容
と
方
法
を

追
求
す
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

明
星
大
学
教
育
学
部
は

教
育
学
科
の
み
の
一
学
科

制
で
、
そ
の
中
に
４
グ
ル
ー

プ
11
コ
ー
ス
を
置
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を

継
承
し
、
最
も
多
く
の
学
生

が
所
属
す
る
小
学
校
教
員

コ
ー
ス
、
国
語
・
社
会
・
数

学
・
理
科
・
音
楽
・
美
術
・

保
健
体
育
・
英
語
の
コ
ー
ス

を
含
む
教
科
専
門
コ
ー
ス
、

特
別
支
援
教
員
コ
ー
ス
、
子

ど
も
臨
床
コ
ー
ス
で
す
。
ど

の
コ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
小

学
校
教
諭
１
種
免
許
状
を

含
む
複
数
の
免
許
が
取
得

で
き
ま
す
。
複
数
免
許
の
取

得
は
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
・

教
育
シ
ス
テ
ム
に
も
適
合

し
、
社
会
の
要
請
に
応
え
る

も
の
で
す
。
す
で
に
就
学
前

の
子
ど
も
を
対
象
に
保
育

園
・
幼
稚
園
を
統
合
し
た
認

定
子
ど
も
園
や
、
公
立
の
小

中
・
中
高
一
貫
校
が
開
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

実
践
力
の
あ
る
教
員
を

養
成
す
る
努
力
は
、
教
員
採

用
試
験
で
の
実
績
の
向
上

に
も
繋
が
り
ま
す
。
進
行
す

る
少
子
化
の
中
で
社
会
に

評
価
さ
れ
る
大
学
で
あ
る

た
め
に
は
、
入
学
し
て
き
た

学
生
の
日
々
の
充
実
感
だ

け
で
は
な
く
、
目
に
見
え
る

卒
業
後
の
進
路
の
実
績
も

向
上
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
幸
い
、
教
育
学

部
を
は
じ
め
教
職
課
程
を

置
く
全
学
科
に
お
い
て
そ

の
努
力
が
実
り
、
2
0
1
7

年
度
の
公
立
学
校
教
員
採

用
選
考
1
次
試
験
合
格
者

は
受
験
者
の
66
・
1
％
、

2
1
3
名
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
学
部
に
限
り
ま
す
と
、

合
格
率
は
74
・
9
％
に
及
び

ま
す
。
各
地
教
育
委
員
会
か

ら
の
最
終
合
格
発
表
が
進

行
中
で
す
が
、
現
役
学
生

の
正
規
採
用
率
が
、
今
年

も
国
立
大
学
の
教
員
養
成

系
学
部
の
平
均
を
上
回
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

合
格
率
は
グ
ラ
フ
の
よ
う

に
年
々
上
昇
し
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
何
よ

り
励
み
に
な
る
の
は
、
こ
の

こ
と
が
明
星
大
学
教
育
学

部
生
と
し
て
の
誇
り
を
育

て
、
主
体
的
学
び
へ
の
意
欲

を
も
高
め
て
く
れ
る
こ
と

で
す
。
こ
の
意
欲
こ
そ
が
学

生
の
伸
び
る
力
を
支
え
て

お
り
、
教
育
学
部
の
多
く
の

学
生
は
、
明
星
学
苑
の
校
訓

で
あ
る
『
健
康
、
真
面
目
、

努
力
』
を
具
現
化
し
、
互
い

に
触
発
さ
れ
な
が
ら
勉
強

に
勤
し
む
態
度
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。
明
星
大
学

に
入
学
後
の
学
び
に
よ
る

成
長
が
著
し
い
の
で
す
。
そ

れ
を
生
み
出
す
明
星
大
学

の
教
育
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
践
力
を
高
め
る
た
め
に
。

２
年
次
で
は
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
必
修

教
育
学
部
で
は
設
置
当

初
よ
り
、
２
年
生
前
期
と
後

期
の
必
修
科
目
と
し
て
各

１
単
位
が
配
当
さ
れ
る
『
教

育
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
１
・

２
』
を
設
け
て
い
ま
す
。
学

生
は
毎
週
１
日
、
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
近
隣
の

教
育
委
員
会
の
、
あ
る
い
は

個
別
に
提
携
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
学
校
、
幼
稚

園
、
保
育
園
等
に
通
い
現
場

で
学
び
ま
す
。
本
学
部
の
１

学
年
在
籍
人
数
は
3
8
0

名
前
後
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど

の
規
模
で
１
年
間
を
通
し

て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

必
修
に
し
て
い
る
教
育
学

部
は
、
多
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
教
育
実
習
と
は
異
な
り

授
業
を
担
当
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
プ
リ
ン
ト

の
作
成
か
ら
行
事
・
ク
ラ
ブ

活
動
の
補
助
ま
で
、
現
場
で

先
生
方
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
１
年
間
を
通
じ
て
毎

週
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
育
現

場
の
年
間
サ
イ
ク
ル
と
そ

れ
を
運
営
す
る
仕
事
内
容

を
、
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

教
員
や
保
育
士
を
目
指

そ
う
と
入
学
し
て
き
た
学

生
の
ほ
と
ん
ど
は
、
児
童
・

生
徒
の
目
か
ら
見
た
姿
に

憧
れ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
教
員
・
保
育
士
の
仕
事

は
児
童
・
生
徒
か
ら
見
え
て

い
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
実
際
に
現
場

を
経
験
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ま
で
抱
い
て
い
た
イ
メ
ー

ジ
が
崩
れ
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
経

験
も
踏
ま
え
て
入
学
当
初

の
夢
や
憧
れ
を
意
欲
に
高

め
る
か
、
自
ら
の
新
し
い
夢

を
紡
ぎ
だ
す
の
か
。
２
年
生

の
段
階
で
真
剣
に
考
え
る

機
会
が
得
ら
れ
る
こ
と
に

は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
タ
ー
や

組
織
で
重
層
的
に
サ
ポ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や

教
育
実
習
の
た
め
の
提
携

先
と
の
交
渉
や
、
学
生
の
派

遣
、
教
育
・
保
育
現
場
に
向

か
う
事
前
か
ら
事
後
ま
で

の
指
導
を
担
当
し
て
い
る

の
は
『
教
職
セ
ン
タ
ー
』
で

す
。
こ
れ
は
１
年
生
の
教
職

課
程
の
登
録
か
ら
免
許
登

録
の
申
請
、
教
員
・
保
育
士

と
し
て
の
就
職
ま
で
を
一

貫
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
組

織
で
、
全
学
部
の
学
生
が
利

用
で
き
ま
す
。『
教
職
セ
ン

タ
ー
』
に
は
ス
キ
ル
の
高
い

大
学
職
員
と
学
校
や
幼
稚

園
・
保
育
園
、
教
育
行
政

に
お
い
て
管
理
職
を
務
め

た
実
務
家
教
員
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。『
教
職
セ
ン

タ
ー
』
の
教
職
員
と
、
教
職

や
教
科
の
学
び
を
指
導
す

る
私
た
ち
学
科
の
教
員
、
職

員
と
が
学
生
の
多
面
的
な

教
育
を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
場
の
声
を
聴
き
、
教
員

と
し
て
の
実
践
力
を
高
め

る
教
育
に
活
か
す
と
い
う

意
味
で
は
、『
通
信
教
育
部
』

も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。
明
星
大
学
の
『
通

信
教
育
部
』
で
は
通
学
課
程

の
教
育
学
部
で
取
得
可
能

な
免
許
種
の
う
ち
、
中
・
高

の
保
健
体
育
を
除
く
す
べ

て
の
免
許
種
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
在

学
生
に
は
多
く
の
現
職
教

員
を
含
み
ま
す
し
、
大
規
模

な
教
員
免
許
状
更
新
講
習

の
実
施
も
担
当
し
て
い
ま

す
。
実
務
家
教
員
を
含
む
私

た
ち
教
員
の
多
く
は
、
こ
う

し
た
『
通
信
教
育
部
』
で
の

授
業
も
担
当
し
て
お
り
、
教

育
現
場
で
の
日
々
の
課
題

に
近
く
接
し
学
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
直
ち

に
通
学
課
程
の
教
育
に
も

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

就
職
に
つ
い
て
担
当
す
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「教育の明星大学」が、
総がかりで育てる

複数の教員免許を取得し、
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る
『
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
』

も
教
育
学
部
に
は
特
別
な

意
味
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

教
育
学
部
で
は
卒
業
時
点

で
１
学
年
の
約
３
分
の
２

の
学
生
が
教
員
や
保
育
士

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
残
り

の
３
分
の
１
の
中
に
は
公

務
員
や
一
般
企
業
な
ど
、
教

員
以
外
の
道
を
選
ぶ
者
も

い
ま
す
。
明
星
大
学
の
教
育

学
部
は
教
員
養
成
を
志
向

し
て
は
い
ま
す
が
、
教
員
免

許
取
得
を
卒
業
要
件
と
は

せ
ず
、
進
路
変
更
の
可
能
性

も
残
し
て
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
教
員
や
保
育
士
を
目
指

す
学
生
が
圧
倒
的
に
多
い

た
め
、
別
の
道
へ
進
も
う
と

す
る
学
生
は
肩
身
の
狭
さ

を
感
じ
、
教
員
に
も
相
談
し

に
く
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ

う
で
す
。『
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
』
の
担
当
職
員
は
、
あ

く
ま
で
学
生
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
ま
す
の
で
、
学
生

は
落
ち
着
い
て
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
教
育
学

部
を
卒
業
し
て
学
校
や
保

育
園
以
外
の
職
場
を
選
ぶ

の
も
、
決
し
て
悪
く
あ
り
ま

せ
ん
。
教
育
学
部
で
身
に
つ

け
ら
れ
た
多
様
な
人
と
接

す
る
力
、
物
事
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
力
、
自
分
で
学

び
続
け
る
力
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
、
ど
の
分
野
に
進

ん
で
も
十
分
に
活
か
せ
る

か
ら
で
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
入
り

口
、
初
年
次
教
育
と
し
て

は
、『
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
』

に
よ
る
『
自
立
と
体
験
１
』

が
『
教
育
の
明
星
大
学
』
を

象
徴
す
る
授
業
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
全
学
部
の
学
生
を

横
断
的
に
シ
ャ
ッ
フ
ル
し

て
35
名
ほ
ど
の
約
70
ク
ラ

ス
を
編
成
し
て
、
自
校
教

育
、
大
学
で
学
ぶ
ス
キ
ル
な

ど
を
修
得
す
る
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
で
他
大
学
か

ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
学
部
の
学
生
は
、
こ
の

授
業
に
お
い
て
も
積
極
的

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。教

員
養
成
に
直
接
関
わ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
奨
学
金
や
ア
ル
バ
イ

ト
、
下
宿
探
し
か
ら
人
間

関
係
に
ま
つ
わ
る
も
の
ま

で
、
幅
広
く
学
生
の
相
談
を

受
け
入
れ
て
い
る
『
学
生
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
』
の
機
能

も
重
要
で
す
。
臨
床
心
理
士

の
資
格
を
持
っ
た
相
談
員

や
精
神
科
医
が
対
応
す
る

学
生
相
談
室
の
窓
口
に
も

な
っ
て
い
て
、
学
生
が
安
心

し
て
学
ぶ
環
境
を
整
え
る

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

明
星
大
学
で
は
保
護
者

と
の
連
携
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。『
育
星
会
』
と

い
う
保
護
者
の
組
織
が
中

心
に
な
っ
て
、
都
内
、
大
学

を
含
む
全
国
10
カ
所
以
上

の
会
場
で
保
護
者
と
教
員

の
個
別
懇
談
会
を
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
決
し
て
安

く
は
な
い
学
費
を
頂
戴
す

る
の
で
す
か
ら
、
保
護
者
に

も
大
学
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
ご
要
望
を
伺
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ

け
教
育
学
部
の
学
生
の
保

護
者
に
は
教
育
や
大
学
に

関
心
の
高
い
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
想

い
も
、
学
生
の
教
育
に
い
い

方
向
で
活
か
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

明
星
大
学
の

門
を
叩
こ
う
！

明
星
大
学
で
は
教
育
学

部
に
限
ら
ず
、『
教
育
の
明

星
大
学
』
を
一
層
充
実
さ
せ

る
た
め
、
入
学
か
ら
卒
業
ま

で
、
学
部
教
育
に
加
え
て
、

様
々
な
セ
ン
タ
ー
、
組
織
を

総
動
員
し
て
何
層
に
も
わ

た
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
伸
張
著
し
い
教
育

学
部
の
実
績
は
、
そ
の
実
り

の
一
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
明
星
大
学

の
雰
囲
気
に
触
れ
て
い
た

だ
く
に
は
、
春
か
ら
秋
の

オ
ー
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在
学
生
の
大
学
に
対
す
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満
足
度
が
高
く
、
在
学
生
で

あ
る
と
い
う
誇
り
を
持
っ

て
い
る
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子
、
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ら
の
大
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へ
の
気
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ち
が
高
校
生
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伝
わ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

自治体 合格者数

東京都 114

埼玉県 15

さいたま市 3

千葉県・千葉市 10

神奈川県 18

横浜市 4

川崎市 8

相模原市 14

その他の地域 27

合計 213

1次試験自治体別合格者の内訳

※ 2016 年 9 月 15 日現在
※合格者数は全校種（小学校・中学校・高
等学校・特別支援学校）の合計人数です。

教育インターンシップの様子 授業の様子（児童心理学） 教職センターでは教職課程から就職までをサポート
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高校２年の男子です。スポーツも勉強も、人並み以上。

当然、目標は国立大。具体的に何をすべきかはまだわから

ないが、学業成績だけでなく、人間的に優れていると言われる人

になることを目指している。ただメンタル面が弱く厄介な問題から

は逃げ出す癖がある。それを直すにはどうすればよいか。

非常に率直で明るいご相談だと思います。人間的に優れ

ているという以上、記憶力など学業に関する能力が高い

ことは当然ですよね。心理学者で優秀児の追跡研究や知能検

査作成で著名なターマン氏（米）によると、優秀児は一般に、知

能が卓越しているだけでなく、情熱的で意志が強固、感受性が鋭

く想像力も豊かで、体力は強健という資質を備え、その結果、社

会的適応力が高く、将来、成功する可能性が大きいと言っていま

す。子供の頃からこんなスーパーマンが存在し、大成するのか興

味深いことですが、ここでキーとなるのは学業以外の資質、私は

特に社会的適応力だと思います。

　以前読んだ教育心理学の文献によると、優秀とは知的能力と

並んで、他人からの助けを得られる能力が高いことと書かれていま

した。どんなに頭脳明晰でも一人では社会で生きていけません。

つまり大事なのは社会に適応する能力に尽きると思います。特に

困った状況に陥ったり、協力してほしいときに素直にヘルプを求

めることができるか。プライドが邪魔をし自己開示できなければ、人

との距離感はうまらないし、頼み方などの言葉遣いや雰囲気も、

ヘルプを受けた人がサポートしてくれるかどうかに大きく影響するで

しょう。

　勿論、日頃の態度は何より重要で、他人には無関心だけれど自

分はアシストしてほしいはというのはもってのほかで、いつも他人

の話を聞き、だれにでも応援する姿勢がある人と認識されていれ

ば、手を差しのべてくれる人は多いはずです。ただ、数学の難問な

ら自分一人でも解けますが、他人と上手に関わる難しさは次元が

違います。できないことは他力本願で解決するというむしの良い話

ではないですから注意してくださいね。ここで言いたいのは、真の

リーダーをめざして欲しいということ。学業が優れているなら、人間

的な資質を磨けば自然とリーダーシップがとれるはずです。賢いあ

なたなら、目標とする人間の具体的な要素が明確になれば、それ

に向けて努力の方向性も決められるでしょう。

　もう１つ、メンタルが弱く逃げる面があることが玉に瑕のようです

が、人は外部環境から危機が迫ったり、不快な状況に直面し葛

藤が生じた場合、自分を守ろうと防衛し、無意識に言い訳をしたり

忘れようとして緊張を減退させます。防衛のため無意識にとる手

段を防衛機制（適応機制）といいます。フロイト達が明らかにした

防衛機制は合理化・知性化・抑圧・否定・補償・置き換え．昇華・逃

避等 １々５種類あり、どのやり方をとるかはその人の性格によりま

す。

　「合理化」の有名な例は、イソップ物語の「すっぱいブドウ」の

お話。狐がおいしそうにたわわに実ったブドウをみつけ、食べようと

何度も飛び上がるが位置が高く、どうしてもとれない。最後に、どう

せこれは酸っぱい葡萄なんだと、最初からほしくもなかったかのよ

うに立ち去るという内容ですが、これは手に入れたくてたまらない

のに、人・物・地位・階級など、努力しても手が届かない対象を「価

値がないので自分から捨ててやる」と考え、心の平安を得る方法

です。英語圏で「Sour Grapes」は「負け惜しみ」を意味するそう

ですが、負けず嫌いな人に多いかもしれません。筆者自身を分析

すると、「知性化」を用いる傾向にあります。不安を煽るような感情

を意識せず、距離を置いて知的に物事を見つめ感情的に巻き込

まれないようにする。たとえば、家族が重病に侵されたとき、その疾

病についての知識を徹底的に集めることで、自分の不安を覆い

隠すのです。

　他に知られているものでは「反動形成」があります。子供に対

してなんらかの理由があり敵意を持っているが、その感情を抑圧

して生きている親が、本心が行動にあらわれないよう正反対の行

動、つまり過度に愛情を注ぐ態度をとるといったものです。防衛

機制のどれを採用するかは意識的でなく、過去に有効であったや

り方が記憶され、頻繁に利用されるようになり，各人のパーソナリ

ティの一側面になりますが、多分あなたは「逃避」という方略をよ

く用いるのでしょう。不安な状況から逃れるために、身をひいたり、

他の現実に逃避したり。これは昂じると薬物依存症になったりしま

す。

　誌面の関係で、他の詳細は割愛させていただきますが、もし真

のリーダーに「逃避」は適切でないと感じるなら、他の機制も調べ

てみて意識的に違うやり方を心掛けてみてください。性格は千差

万別ですが、近づきたい理想がはっきりすれば、まず努力し表面

的な行動を変えていくことを日 ト々レーニングしてください。そうす

ればいつか、自然と自分をそこに持っていくことが可能になるはず

です。時間もかかり、他人が点数で評価してくれるわけではないの

で、自分で自分を律しなければいけません。厳しいですが、そのよう

な努力も含め初めて、真に優秀な人に成長できるのではないかと

思います。志高く生きること、応援しています(続く)。

P r o f i l e

異分野から工学の世界に入り、感情・表情・脳と癒しをテーマに北岡オリジナル癒し工学を提唱。工学、医学、
芸術、心理学、環境学、社会学、宗教人類学の新学際研究に従事している。08年12月に日本機械学会計
算力学部門に「癒し工学研究会」を設立。09年、東京工業大学において博士（工学）を取得。日本機械学
会、日本感性工学会、日本早期認知症学会、日本脳電位学会会員。2011年日本機械学会｢癒し工学研究
分科会｣ 主査。東京工業大学大学院助教を経て、2015年4月より現職。他に自動車事故対策機構　自動
車アセスメント等技術検討ワーキンググループ 「予防安全技術検討ワーキンググループ」委員。著書は『癒しは
科学で手に入る』（幻冬舎ルネッサンス新書）。2015年春からは、日経テクノロジーオンラインで『スポーツをテ
クノロジーする』を、電気新聞で「癒し工学の散歩道」を連載中。青山学院高等部出身。

日本文理大学　特任教授
北岡　哲子

哲子の
相談室

連載
その8

このコーナーでは読者からの相談を受け付けています。お気軽に下記のアドレスへご連絡下さい。kitaokatk@nbu.ac.jp

相談

回答

１６歳から
の

大学論 「大学は学問をするところ」についてその3第7回 P r o f i l e
１９７３年石川県生まれ。２０１0 ～１４年に文部科学省研究振興局
学術調査官も兼任。２０１１～２０１４年総長学事補佐。専門は学問
論、大学論、政策科学。南部陽一郎研究奨励賞、日本金属学会論
文賞他。著書に「研究を深める５つの問い」講談社など。

京都大学　学際融合教育研究推進センター
准教授
宮野　公樹先生

　前回、《学問》とは、興味関心を突き詰めることや課題解決を

することとは違うとはっきり述べました。しかし実は、今日において

この意見は極めて少数派であり、むしろ現行の流れに対峙するも

のとも言えるものなのです。以下、この点についてまず研究面から

解説していきます。

　今日の大学における研究では「実質的に社会に役立つこと」

が重視される傾向にあります。例えば、エネルギー問題の解決や

格差問題の解決といった社会的課題の解消に資するテーマが

有益であり価値が高いとされます。具体的には、消費電力を従来

比1/100にする新物質の開発や、いじめ問題解決のための心

理学的研究あるいは教育制度研究といったように、その研究内

容は極めて学術的でありながらも、研究の出口には何かしらのわ

かりやすい「ご利益」を掲げることがあたりまえになっています。

　一見するとなんの問題もなく、社会に役立つ研究をすることは

とてもいいことだと感じるかとおもいます。しかし、慎重に深く考え

るとそう単純ではありません。そもそも「大学が社会に役立つ」と

はどういうことでしょうか？

　単純に考えるなら、それは社会に貢献する、社会が求めている

ものを供給するということでしょう。しかし、社会が求めているもの

に対してそれに応答するのは、企業や行政など、様々な組織にお

いて様々な人々が「仕事」としてやっていることにほかなりません。

社会やみんなのためになっていることをするのですから、その見返

りとして対価をいただく。これが「仕事」というもの単純かつ本来

的な構造です。実生活のための対価を求めるのですから、仕事は

今この瞬間か、あるいはごく近い将来において成り立たないと意

味がありません。しかしながら、今この瞬間に役に立たなくても絶

対にやっておかなければならないことはかならず存在します。防波

堤の建設等に代表される災害対策がわかりやすい例です。きっ

と、未来社会はきっとこうなるからそれに備える、こういう未来がき

てほしいからそのために今からやっておく・・・

　そのようなことを「仕事」としてみなすためには社会の理解が必

要です。というのも、今はペイしなくても将来のみんなのために必

要であるからこそ、税金を財源とした国費が投入されているのです

から。

　さて、ここからが大事なところです。さきほど書いたように、未来

社会はこうなるからこれに備える、といった論理が成り立つとき、

「未来の社会像」という予測結果の共有を前提にしていること

に気づかれたでしょうか。社会の多くの人たちが、おそらくこういう

未来がくるだろうという未来像に照らして「役立つ」かどうかが判

断されるということです。そして、お察しの通り、これは大きな危険を

はらんでいます。みなが予測できない未来、想像できない未来に

対して構えることは「役立つ」とはされないため、それは実行されな

いからです。そもそも未来は予測など決してできないものであり、さ

らに大勢が信じるからといってその未来像が正しいとは限りませ

ん・・

　この現社会において、もしみながみなそういう一辺倒の未来像

になってしまったら・・・

　想定外に対応できないという意味でもリスク管理の上でも危険

ですし、なによりも社会がはたして良い方向に行っているのか、悪

い方向に行っているのかすら判断する材料がなくなってしまうので

す。

　ここにこそ本来的な大学、すなわち《学問》の役割があります。

いったい、社会、すなわちこの世とは何なのか、それはどういう流れ

にあり、どこに向かっているのか、自分たちが知らず知らずに信じて

しまっている考え方や行動様式はどんなものだろうか・・・

　このように思考の殻を破り、この世、あるいは人間の本来の有

り様を知ることこそが《学問》の役割です。エネルギー問題を危惧

して何かしらの対策的研究をすることはとても大事なことです。し

かし、それは企業、あるいは国家的研究機関（以下、国研）こそが

すべき仕事ともいえます。資金と時間さえあれば企業や国研のす

る研究を大学でやる必要はありません。企業や国とそもそもの思

想が異なるべき大学、すなわち《学問》を担う大学では、例えば、

そのエネルギー問題とはそもそも何か、人類はなぜエネルギー問

題というものを抱えたのか、エネルギー問題を「解決する」というの

はいったいどのような意味を持つのか、あるいはそもそもそれは解

決しうるものなのか・・・といったような「問い」が、おそらく学問たる

のではないでしょうか（続く）。
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特色入試を受けようと思ったきっかけはなんでしょうか。
若林　中学生の時から鉄道が好きで部活も鉄道研究会に所属し
ていました。部活の一環で訪れた冬の京都に惹かれたことが京大
を選んだきっかけです。浪人しているときに、浪人したんだから現役
と同じではつまらない、特色も受験してみたい、と思いました。ただ、
浪人の身で、唐突に特色入試を受けてみたいと親に言うのははば
かられ、夏の模試でいい成績を取った後に相談しました。親も認め
てくれて本格的に受験の意思を固めたのは9月頃でした。
纐纈　父が法学部出身だったので同じように法学部を目指してい
たのですが、講義内容を調べていくうちに、自分の興味とは違うこと
に気づき始めました。どうしようかと悩んでいたところで見つけたの
が総合人間学部です。母が協力的で、入試情報も集めてくれてい
ましたが、「受験のチャンスが一回増えると思って受けてみたら？」と
特色入試を奨めてくれたのがきっかけです。高校で受講していた小
論文の授業も特色でなら活かせると思い、夏前には受験を決めまし
た。
唐澤　3年生の春ぐらいから特色入試の存在は知っていました。
志望校選びで悩んでいたとき、高校の構内に貼ってあった特色入
試のポスターを見て担任の先生が、受けてみたら？と言ってくださっ
たのがきっかけです。特色とセンターに二次試験と、すべてに準備
できるか不安はあったのですが、教育学部の特色入試は11月末と
実施が早かったので受験を決めました。
特色入試のポイントとなる「学びの設計書」や2次選考について
聞かせてください。
纐纈　総合人間学部の学びの設計書には高校時代に頑張った
ことについて書く項目があります。私は、ブラスバンドの部長をして
いた時に対立する意見をまとめることの難しさを実感したことから、
少しスケールは大きくなりますが、国際紛争や国や地域同士の対
立等の解決・解消について、大学で具体的に学びたいと思うよう
になったこと、国際紛争の背景には政治問題をはじめ宗教や資源
など様々な要因があると思われるから、留学して視野を広げ、一つ
の紛争問題についても総合的な視点から解決策を見出していきた
い、と書きました。
　2次選考の問題は文系問題と理系問題の2本立てでした。サン
プル問題を見ると理系の問題には数学IIIや化学の問題が出題さ
れていましたから、それについての対策も考えてはみましたが、所詮
つけ焼き刃に過ぎない、文系の自分は文系の問題をしっかり解こう
と小論文対策の方に力を入れました。当日の問題もやはり理系は
難しく、数学1問は白紙、それでも他は自分の解ける範囲について
しっかりと解答しました。文系問題は、時間いっぱい使って何とか自
分の書きたいことが書けたと思います。

若林　学びの設計書には中学校の時からずっと抱いていた自分
なりの交通機関についてのアイデアを書きました。今日では新幹線
や車の普及で人が集まらない小さな駅が多くなってきています。そん
な中でLRT（次世代型路面電車システム）などを活用して地方創
生に成功している自治体もあります。電車に乗ること、駅に集まるこ
とで生まれる人の繋がりによって、地方の街に賑わいを取り戻した
いというのが僕の設計書の中心となっています。もちろん地方都市
がみな、LRTを導入すればいいというわけではないこと、自分のア
イデアに一番近い海外の例としてドイツでの鉄道を活用した地域
活性化を例に引き、現地に赴くなどして海外で知見を広げたいとも
書きました。それと、知識をただ並びたてるだけでは大学の先生には
見抜かれてしまうと考え、自分のやりたいと思うことをアピールするよ
うにも心がけました。
　2次選考の対策はあまりしていなくて、1次選考の結果発表の
後、一日だけサンプル問題で勉強しました。本番では時間配分を間
違え英文を読む時間が十分ありませんでしたが、自分の熱意を伝え
たいと奮闘しました。大学にもその熱意は買ってもらえたと思ってい
ます。
唐澤　大学は学問を修める場所だと思うのですが、就職のことも
当然視野に入ってきます。法学部に行って資格を取るべきだろう
か、と考えたこともありました。しかし一番興味のあることは何かを考
えたとき、当事者であることもあり実感を伴った問題意識の持てる
教育であると思い到りました。具体的には親の年収や家庭の文化
資本と学力の相関、やそこから派生して学歴という指標への違和
感、教育における平等の定義やその実現可能性についてです。こ
れらについての考察を核に学びの設計書を書きました。
　教育学部では高校が作成する学業報告書とは別に、受験生自
筆の「学びの報告書」が求められます。中学からの「学び」を時系
列で列挙し、その中から大学での学びに必要なものを三つ選び説
明するというものでした。私は高校時代に放送委員会に所属してい
たこと、演劇でまとめ役を務めたこと、そして子どもの頃からずっと阿
波踊りに参加していることを書きました。
　2次選考は1次選考に通るとは思っていなかったので対策はあま
りしていませんでした。受けることが決まってからサンプル問題を一
通り解き、英語だけは学校の先生に添削してもらい、要約問題の
練習には塾の先生の勧めで慶應経済の問題を使いました。筆記
は、サンプル問題が公開されていましたが、口頭試問の中身は全く
わかりません。２問ある口頭試問のうち一つはいわゆる普通の面接
で、志望理由や提出書類に関して質問を受けました。学びの設計
書で肯定的に取り上げた事例についてその負の面を問われたり、
曖昧に書いていた部分を明確に語るよう要求されたり、「あなたに

は一貫性がない」とまで言われるなど、かなり困りました（笑）。もう一
方の口頭試問には課題が2つあって、一つは福沢諭吉の名言につ
いて解釈を述べるもの、もう一つは海外の人にガイドブックに載って
いない日本を英語で説明するというものでした。英語を使うことがあ
るとは知らず驚いたのを覚えています。
合格したときの気持ちをお聞かせください。
唐澤　2次選考は手ごたえがなかったので、合格していたときはとて
も驚いて3回も電話確認しました。学校の先生が喜んでくださって
いるのをみてやっと実感が湧きました。ただセンター試験でのプレッ
シャーはとても大きいものでした。どんな問題が出ようと8割取れば
本当に合格が決まるのですから、マークミスの恐怖との戦いでした。
若林　英語で失敗していたので、僕も受かったときは信じられませ
んでした。京都大学で入学の手続きをしているときにやっと実感が
湧いてきました。
特色入試生として感じるものはありますか。
若林　特色入試一期生として、ほかの学生よりも大学から成績に
は注目されるでしょうから、恥ずかしくない成績はとろうと考えていま
す。
唐澤　意欲を買ってもらい入学したので、それに応えるように勉強
して卒業したいと思っています。
纐纈　受験生向けに生協が行っている宿の手配等のサポートが、
特色入試生にはありませんでした。私はSillyFoxという生協のサー
クルに所属しているので、経験者の立場から来年度以降の特色
入試生をサポートして行きたいと思っています。
学びの設計書に変更は？今後の展望についても
若林　前期は地理系の授業を多く取りましたが、あらためて自分の
興味が地理学にあることを確認できました。研究の道に進むか、就
職するかについてはまだ決めていません。今はどういう職業に就け
ば何ができるのか、まだっきりわかりませんが、国家公務員になって
日本全体の交通計画等に携われたらいいなとも思っています。
唐澤　設計書では教育社会学というマクロな教育について書きま
したが、大学前期の授業を通して、子ども一人ひとりの価値観や自
己肯定感の形成、あるいは微視的なキャリア教育など、ミクロな面
についても興味が出てきました。またジェンダー論にも授業を通じて
興味を持つようになりました。これも自分のキャリアを考える時に欠
かせない、身近なものであるからだと思います。
纐纈　広い分野を勉強していきたいことは変わっていません。知見
を広げつつ自分の興味を絞っていきたいと思っています。国際関
係について学ぶ中から、環境問題や地理にも興味が湧いてきまし
た。いずれにしても文理の垣根を超えて学ぶ、総合人間学部ならで
はの学びを深めていけたらいいなと思っています。

2020に向けて
唐澤　和さん
教育学部
東京学芸大学附属
高等学校出身

纐纈　佳凛さん
総合人間学部
滝高等学校出身

地域で学び、地域に学ぶ
「地域インターンシップ」
「地域インターンシップ」は、京都文教大学と地域が連携する環境の中で、
学生が「協働する力（ともいき力）」を獲得するための本学独自プログラム。
高い職業意識の形成や自立性・独創性・責任感のある人材育成等を目的としている。
2年の試行期間を経て、今年度から正課科目として開講した。

―なぜ、地域インターンシップに参加したのか。
まだ２回生ですが、将来について漠然とした不安があります。そ
こで、インターンシップで社会人としての基礎的なマナーはもち
ろん、「働く」ということを考えたいと思い、参加しました。
―実習はどうでしたか。
　今まで、飲食店でのアルバイト経験があることから、接客業界
での実習先を考えていたのですが、担当教員の先生から「もう
少し視野を広げてほしい」と、宇治商工会議所を紹介頂きまし
た。商工会議所での実習期間中には、数年に一度の大きな会
議の運営にも携わる機会にも恵まれました。今まで縁のなかっ
た、様々な業種の事業所を知ることができたことからも、将来に
対して視野が広がったと思います。
　印象に残ったのは茶業界の事業所による「茶業会議」です。
お茶を専門に取扱う事業所の数にも驚きましたが、「宇治茶の
宇治」の原動力となる場を知る貴重な機会となりました。

―実習前に掲げた目標は「自分から行動できるようにする」で
したが。
　今までの私は、自分から質問することや自らの意見を発言す
ることが苦手で、人の後ろに付いていくばかりでした。そんな自
分が嫌で、この目標を設定しました。実習期間中は、実習生とは
いえ、宇治商工会議所の一員としての責任が生じます。職員の
皆さんが溌剌と働かれている姿を見るなかで、ただ言われたこと
を待つだけでは勿体ない！と、まずは自分から挨拶をすること、明
るくハキハキ話すこと、気になることや疑問に思ったことは積極
的に聞くことを心がけました。すると、職員の方々から親切に指
導、アドバイスいただくことができました。自分の行動によって周
りの反応に影響を与えることが分かりました。
―今後の学生生活に向けて
　基本的ですが、まずはPCスキルを磨いていきたいです。今ま
でもレポート作成等で、大学生活で使用する機会はあり、特に

苦手意識はありませんでした。しかし、今回の実習で実践現場
での必要なスキル・レベルの高さに驚きました。２回生の今の段
階で、自分のレベル・立ち位置が理解できたことは大きいです
ね。目的を持って、スキルアップに臨むことが出来ると思います。
　また、新しいことにも積極的にチャレンジしようと考えるようになり
ました。早速、秋学期はSA（スチューデント・アシスタント/授業補
助者）にも挑戦しています。授業担当の先生や先輩SAの方 と々
も、よりよい授業になるように意見交換しながら取り組んでいます。
―高校生へのメッセージを一言
　インターンシップへの参加は、自分に自信がない私にとっては
不安でいっぱいでした。しかし、実習を終えた今、自分が思った
以上に成長したことを実感しています。誰でも新しい事への挑
戦や、苦手なものに立ち向かうことは不安だと思いますが、一歩
踏み出した後に得られるものは大きいです。小さなきっかけでも
良いので、新しいことに挑戦してほしいと思います。

若林　良輔さん
文学部
駒場東邦高等学校出身

第2回

京都大学特色入試
合格者に聞く

今年度は、事前研修を経た20名の学生が、８～9月
の夏期休暇期間中に約2週間、宇治市・京都市伏
見区の企業・自治体・NPO等で実習を行った。
そのなかで、今回は宇治商工会議所にて実習に取
り組んだ堀貴羅さん（臨床心理学部２年次）にイン
タビューを行った。
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